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　　序章　最後から二番目の問い







　……どうしたらいいんだ？　ああ、もう時間がない……

　座席に腰を下ろした僕は、ずっと頭を抱えていた。悩んでいるのは、事件の真相や真しん犯はん神しんが分からないからではなかった。天てん地ちの理ことわりは既すでに完成しかけている。

　ラグナロク計画と、それに連なる一連の事件……それはまるで怪物だった。巨大すぎてドコが頭かシッポかも分からない、恐ろしい怪物。ソイツはもうすぐ、すべてを吞のみ込もうとしている……

「──伏フツ羲キさま……大丈夫ですか？」

　気き遣づかわしげな、やさしげな声がした。軽く顔を上げたとき、

「伏羲」

　被かぶせるように、別の鋭い声が飛んだ。

「お前、いらぬコトを考えているのではあるまいな？」

「……いや……そんな……」

　僕が言葉に詰まっていると、クギを刺すようにその声は続いた。

「我々は必ずオーディンを止めねばならん。妙な情には流されるなよ」

　……見透かされている。

　彼の計画はなんとしても止めなければならない……それは当然だ。でも、彼は僕の依い頼らい神しんなんだ。

　心の底から依頼神を信じて、信じ抜いて……一緒に戦う。それが弁べん護ご神しんだ。それが正しいと信じてやってきた。でも……彼が犯はん神しんであるコトは、ほぼ確定的で……さらに、もっと恐ろしい計画を実行に移そうとしている。

　……ふと、僕の脳裏をよぎるのは、人間界を旅していた頃ころの記憶。




　──ある国で、大きな戦争があった。かつてから戦争が続いていた国だ。その原因は、僕には分からない……王と民衆がほんの少し、分かりあえたのなら起きなかった戦争なのかもしれない。多分、すべてのコトが悪い方向に働いてしまったんだろう。

　そして、被害は次第に増していった。

　僕は神しん力りよくを振り絞って、なんとかその戦争を止めようとしたけど……終戦までに、たくさんの、本当に多くの人たちが傷付いた。あのときの無力感は忘れられない……叫び声が、泣き声が、ずっと忘れられない。もうその人たちは二度と笑うことも、泣くことすらもできないんだ。

　……戦争が終わり、一人の男が、戦せん犯ぱんとして囚とらわれた。民衆たちの前で処刑されるという。

　もう、やめてくれと言いたかった。これ以上、誰だれかの血が流れるのを見たくはなかった。

　でも……小さな子どもが、泣きながらその男に向かって「ぼくの家族を返して」と叫んでいるのを聞いて……僕は……何も言えなかった。

　戦犯の男を救うことができない。……そして、あの子たちの心も……。

　一体、僕は何をしてあげられたのだろう……ただ抱きしめて、一緒に泣くこと以外に……。

　神としての強大なチカラを持っていたって、それを振るって戦争を止めたって……僕には、あの子の涙ひとつ、止めてあげられなかったんだ……




　……それでも、この心の奥底にある想おもいは、今も変わらない……。

　人も神も救いたい。

　僕は……彼の、オーディンさんの、チカラになりたいと思っている。彼がどれほどの悪あく神しんであっても、なにか変えられるんじゃないかって。この想いは……間違っているのだろうか。

　ああ……、……所長……、ミロク所長なら……こういうとき、どうするのだろう？　あのヒトなら、答えを知っている気がした。

　僕は、この事件の発ほつ端たんを思い出そうとつとめた。

　あれは……、……先週の水曜日のコトだった……













　　一章　オファーはつらいよ







『──ま、そういうわけだから、ヨロシク頼む！』

　スマホの向こうから聴こえてきた、あまりに無責任な言葉に、僕は絶句した。

　昨日も事務所に泊まり込みで、何とか今日期限の書類作成を終わらせ、来客用のソファーで仮眠を取っていたところ、着信で叩たたき起こされたんだけど……今や眠気は完全にふっ飛んでしまっていた。

「や、あの……ちょっと、なにを言ってるのか……分からないです」

　かろうじて言葉を搾しぼり出した、僕の名は伏フツ羲キ。この『弥み勒ろく法律事務所』の所員であり、基本業務は書類作成、法廷にはたまに立つ程度の、ペーパードライバー気味な弁べん護ご神しんだ。

　通話相手はミロク所長。衆しゆ生じよう一切救済という大望を掲かかげるベテラン弁護神で、神しん界かい各地のみならず、必要とあらば人間界や冥めい界かいにまで足を運ぶホトケ様。

　ここ『神界』で暮らす神々は、大なり小なり皆さん法律のトラブルを抱えている。それらを解決したりアドバイスするのが、神法の専門家である弁護神の仕事……なんだけど！

『おいおい、大丈夫か？　そんな複雑なこと言ってねえだろ、だから俺おれがヒッテレの──』

　嚙かんで含めるような所長の言葉を遮さえぎって、

「いや、内容は分かってますよ！　そういうコトじゃないんですよ！」

　ヒミンビョルグ・テレビ、通称ヒッテレ。神界にいくつかあるテレビ局のうち、民放キー局のひとつであり、堅実な番組作りで知られる大手だ。以前所長は、商標関係で依頼を請うけたことがあるらしい。

『じゃ、どういうことだよ？』

　不思議そうな声に、僕は頭痛を覚えながら口にした。

「なんで僕と菊きく理りさんが、所長の代わりにテレビに出演しなきゃいけないんですか……！」

　番組出演のオファーが来たが、自分が出られないので、代わりに出てくれ……所長はそう言ってきているのだった。

　番組名は『行列すぎる法律裁判所』。芸能神たちが遭そう遇ぐうした法的トラブルに、番組の誇る『最高の弁護神団』が対応するというコンセプトで人気を博す長寿番組で、著名な弁護神さんが多数出演されている。僕も何度か視聴したことがある。その年末二時間スペシャル特番がやるので出てくれ、とのコトらしい。

『しょうがねえだろ、あそこの社長、しつけーからなぁ……』

　答えになってない……

「誘われたの所長なんですから、所長が出るべきですよ。それが天てん地ちの理ことわりです」

『忙しいんだよ俺おれは』

「僕だって忙しいですよ！」

　十二月ですよ、今！　年末まで仕事がミッチリ詰まってるんですよ……いや、それ以前にテレビ出演なんて……

『忙しいっつったって、あれだろ？　書類作成だろ？　そんなのパパッと終わらせちまえ、お前パソコン使えるんだし』

　僕のデスクには、動作が怪しくなってきた年代モノのデスクトップがある。そろそろ買い換えたい。

　人間界でのイメージがどうかは分からないが、今や僕ら神々の生活も、かなり近代的になっている。なのに所長は機械音おん痴ちらしくて、未いまだにケータイはガラケーだし、録画予約もできないレベルだ。ていうか僕が忙しいのって、半分ぐらいは所長の抱えてる案件の書類作成なんだけど……

　僕は何度目かのため息をつき、

「とにかく……いきなり言われても困ります」

　元々大舞台には強くないタイプなんだ、僕ってヤツは。法廷でも毎回アブラ汗ダラダラ、好きな植物はヒカゲソウだし、ベストプレイスは部屋の四よ隅すみ、そういうヤツです。テレビ出演なんてムリのムリムリだ。

『ええーい、いいから出ろ！　これは所長命令だ！』

　横おう暴ぼう！

「そんなの服務規程にないでしょ！　パワハラで訴えますよ！」

『フッ……じゃあ、そっちが負けだ。俺は事務所の宣伝活動の一いつ環かんって主張するね。雇用者が自社の利益につながる行為を命じるのは自然なことだぜ』

　うぐっ!?　こんなトコでベテラン弁べん護ご神しんの手しゆ腕わんの片へん鱗りんを見せなくたって……

　僕はズレたメガネを押し上げつつ、

「そ、そんなにイヤなら断ったらどうなんです？」

『ずっと断ってんだよ、でも……ま、お前は俺の弟子でもあるし、最近結構注目されてるからな、向こうも納得すんだろ。そういうことで、事務所の未来、お前らに託したぜ！』

「だから、僕はそんな……！」

　僕が幾いくら抵抗しても、スマホはそれきり沈ちん黙もくしてしまった。

「あ、あれ、ちょ、所長？　所長ォーッ!?」

　画面を見てみれば、通話終了の文字がむなしく浮かんでいた。

　……切られた！　くっ……許されていいのか？　こんな理不尽が！　所長の突とつ拍ぴよう子しもなさに振り回されるのは今に始まったことじゃないけど、まさかこんな予想の斜め上を……

「──あ、あのう、伏フツ羲キさま……」

　僕がソファーで途方に暮れていると、ふと、老成した穏おだやかさと、若々しい華やかさを宿す声が、僕の名を呼んだ。

　弁護神事務所にしては広くもない所内に目を向ける……って、うお、眩まぶしい!?

　給湯室に続くドアの前に、一柱ひとりの女神さんが居た。

　結われた長い髪は一見白いが淡く色付いて、春の山奥にひっそりと降る桜さくら吹雪ふぶきを思わせる。身に纏まとう装しよう束ぞくには、神らしい神こう々ごうしさと、娘らしい可愛かわいらしさがある。向こう側から身を乗り出し、両手を組んでいる。両目は期待に満ちてキラキラと輝かがやいていた。

「あっ、き、菊きく理りさん、いらしてたんですか！」

　僕は慌あわてて姿勢を正す。

　彼女は菊きく理り姫ひめさん。高たか天まが原はら出身の女神さんで、弥み勒ろく法律事務所の新米弁べん護ご神しん、つまり僕の後輩だ。とはいえ神しん格かくは僕よりかなり高く、たまにこうして後光が差すことがある。

「お茶を煎いれておりました……あの、それでっ！」

　菊理さんは両手を組んだ姿勢のまま、シュタタタと急接近してきた。表情さえ違えばホラー映画のＣＧみたいな動きに、僕は軽く仰のけ反ぞった。

「は、はしたないとは思いつつ、盗み聞きをしてしまいました！」

「え？　あ……いや目の前で話してましたし、お気になさらずに……」

　菊理さんはキラキラまなこで、

「ああっ、なんということでしょう！　伏羲さまがテレビに出演なさるなんて！　それもあの『行列』にっ！」

　今にも踊りだしそうだった。

「わたし、信じておりました、いつかこんな日がくると！　冴さえる知性に甘いマスク……全神界がそんな伏羲さまの虜とりことなる日が、ついに『かみんぐすうん』なのですね！」

　いやいやいや、鈍い知性に、しょっぱいマスクですって……彼女はやや僕に幻想を抱いだいているようなところがある。

　僕はメガネを押し上げ、

「あの……所長の話じゃ、菊理さんも出るらしいですよ？」

　菊理さんはハッとした。

「そっ、そうなのですか!?　まあ、ど、どうしましょう！　きちんと事務所の宣伝をできるよう、頑張らなくては！」

　ヤル気満々のガッツポーズだった。

「……は、張り切ってますね」

「毎日カップめんばかりでは、伏羲さまの栄養がかたよってしまいますから！」

　や、やさしい！

　しかし、確かにこれはチャンスだぞ……これで大手企業からの依頼が増えるかも？　大人気弁べん護ご神しんの伏フツ羲キさんでーす！　なんて……うわッ、いきなり緊張してきた！　所長の顔をツブさないようにしなきゃ……

　あ、スーツ新調しようかな？







　その日の午後、早速テレビ局から連絡があり、担当者さんから正式にオファーを受けた。収録は次の日曜日とのこと。

　休日とはいえ繁はん忙ぼう期きなので、僕と菊きく理りさんは差し迫った仕事を終わらせるため、連日遅くまで残業しなければならなかった。いやはや……軽くデスマーチだった。たった一日ツブすのは簡単だが、一日空けるのには死に物狂いだ。

　──そんなこんなで、収録当日。

　僕は神シン橋バシ駅の改札で菊理さんを待っている。待ち合わせ時間の午前九時までは、まだ十五分ほどある。撮影は十一時からとのことだから、ちょっと早すぎたかな。

　欠伸あくびを嚙かみ殺しながら、駅構内をボーッと眺める。神橋には複数の路線が乗り入れているので、休日でも行き交う神々が多い。袈け裟さを着たホトケ様たちから、振ふり袖そで姿の女神さん、トーガを着込んだ地中海系から、純白のツバサを畳たたんだ天使たち、目がみっつあったり角つのが生えていたりシッポがあったり半透明だったり……こうしてザッと見ていても、様々な文化圏の、あらゆる神の姿が確認できる。

　ほんの数百年前までなら、考えられない光景だった。

　かつて異文化の神々は、その凄すさまじい力を振り絞って互いに戦った。文化と文化、価値観と価値観が出会うとき、そこには様々な有益なモノが生まれるが、同時に争いも生まれるものだ。そのへん、神しん界かいも人間界もあんまり変わらない。幾いくつもの次元が壊かい滅めつし、冥めい府ふはパンク寸前になったそうだ。

　あまりにも苛か烈れつで不毛な争いの果てに、各文化圏の主神たちは話し合いの場を得て、この『神かみ々がみの庭にわ』を造り上げた。無限の雲海に浮かぶ浮うき島しま、完全なる中立都市。そのコンセプトたる平等の精神は随ずい所しよにちりばめられており、例えば、神界各所には四季が存在するが、ここにはない。十二月でも薄うす着ぎで過ごせるのは便利だが、少し味気ないような気もする。

　ともあれ、ここは平和だ。過剰なほどに、過保護なほどに。この奇跡的な平和を、僕たちは守り続けなければならない。法を司つかさどる神として……

「──伏羲さま！」

　っと、菊理さんが来た。

　改札を抜け、右手をブンブンと振りながら駆けて来る姿は、ちょっと失礼ながら犬っぽい印象がある。肩からスポーツバッグのように提さげた巨大な巻物が揺れている。題字には『すぐわかる！　神しん法ほう　上級編』と書いてある……見るたびに思うが、重たくないんだろうか？

「すみません、お待たせしまして！」

　息を弾はずませている菊きく理りさんへと、僕は親しみのスマイルを向けた。

「や、お気になさらず、僕も今来たところです」

「ああ、よかったです……準備に手間取ってしまい……」

　菊理さんの息が整うのを少し待つか……と、僕の右足首に突然の激痛ッ！

「うギアッ!?　い、痛たたた!?」

　痛む箇か所しよへと視線を落とせば、そこにはカエルだかトカゲだか分からない一匹のケダモノが嚙かみ付いていた。こっ、このヘンテコ生物は……リバイアちゃん！　五ヶ月ほど前、とある事件の捜査中に遭そう遇ぐうした、とても気難しい水の神しん獣じゆうだ。色々あった結果、今は菊理さんが預かっている……あ、イタタタ！

「まあ、リバイアちゃん、めっ！」

　菊理さんが慌あわてた様子で叱しかれば、リバイアちゃんはペッと吐き出すように僕の足を離はなし、テテテと短い四し肢しで菊理さんへと駆け寄った。なんて憎たらしい仕し草ぐさ……

「みゅ……！」

　僕を一いち瞥べつして鳴き声を上げる……くっ、菊理さんにはかなり懐なついているが、僕のことはペット用のおやつか何かだと思っているみたいだ。

「連れてきたんですか、そいつ……」

　僕がシカメつらで言えば、菊理さんはリバイアちゃんを抱き上げながら、

「はい、ディレクターさまが是非にと仰おつしやられまして」

　あ、そうですか……まあ、あれでかなりレアな神獣らしいから、テレビ的にはオイシイのかもしれないな。

「ま、まあ、行きましょうか……イテテ……」

「はいっ！」

「みゅ」

　イイ返事の菊理さんと凶暴な神獣を引き連れ、いったん駅から出る。すぐ目の前の階段を上り、モノレール線に乗った。日曜日だというのに結構混こみ合っている。

　モノレールは、修しゆ験げん道どうの奥おう義ぎを使って建てられたというウワサの巨大な橋『恵エ印イン法ホーブリッジ』と併走し、雲海から流れ込む雲を裂くように進んでいく。

　この辺りは臨りん海かい地区で、地名は『お提婆ダイバ』という。臨海と言っても水のある海じゃなくて、雲海の意味だ。神かみ々がみの庭にわは蒼そう穹きゆうに浮かんでいるのだ。浮力を生み出している重力制御施設がこの近所にあり、その影えい響きようであちこちに無数の岩がん塊かいがフワフワ浮かんでいる。なかなか神しん界かいっぽい眺ながめと言えるんじゃないだろうか。

　モノレールに揺られて十分と経たたないうちに、窓の向こうに大きな建築物が見えてきた。あれがヒッテレ本社ビルだ。天を突く山のような二棟のビルの間に通路が渡され、途中に巨大な球体がはさまっている……あれって、なんなんだ？　よく知らないけど、地震とかあったら落ちそうで心配になる。

　モノレールを降りてビルへと向かう。

　テレビ局の社しや屋おくは来訪したファンの神々が楽しめるような、アミューズメント施設的な側面もあって、低層階には様々な番組のグッズを販売する店てん舗ぽや、飲食店のテナント、コンビニなどが入っているし、前の広場ではたまにイベントも行われるようだ。まだ朝だっていうのに、それなりに混雑していた。うっ、緊張してきたぞ……

「──あ、伏フツ羲キさま、あれ、可愛かわいいですっ！」

　露ろ天てんカートの前を通るとき、菊きく理りさんが目を輝かがやかせた。彼女の視線の先にはぬいぐるみが並べられている。

「ああ、あれは……ゆるキャラですね」

　今、神しん界かいゆるキャラ選手権とかいう番組が人気なんだった。テンションの高さと俊しゆん敏びんな動きが評判の船の妖よう精せい『トリふねっしー』とか、ボンヤリした顔立ちだが実は悪あく魔まの『悪あくまモン』とか、ちっちゃな武士の『スクナヒコにゃん』などのぬいぐるみも売っている。

　そんな風にキョロキョロ観光を楽しみながら、案内板を頼りにエレベーターに乗り、控え室のあるという区画に向かう……三階でエレベーターを降り、廊ろう下かを進もうとした僕らの前に、制服姿の警備員さんがヌッと立ちはだかった。

「こちらのフロアは関係者以外立ち入り禁止です」

「あ、ええと、いえあの、僕たちはですね……」

　ドキッとした僕が、しどろもどろになって弁明しかけたとき、ふと菊理さんを見た警備員さんが続けて言った。

「……あ、ひょっとして、出演者の方ですか？」

「は、はい、然さ様ようです」

　菊理さんがコクコクと頷うなずけば、警備員さんは途と端たんに親しみのある笑顔になった。

「やっぱり！　いやあ、何となく分かるんですよ、芸げい能のう神じんの方はオーラがありますからね」

　おお、菊理さんは芸能神レベルってコトか！　まあウチの看かん板ばん娘むすめだしな……

　警備員さんは再び僕を見て、

「そちらマネージャーさんですよね？」

　僕はどんよりと半はん眼がんになる。

「……いえ、一応出演者なんですが」

　ごめんなさいねえ、オーラが無くて！

「あっ、そうなんですか……し、失礼しました。あまりにオーラが……。どうぞ！」

　はい、ですよね……。正直に言ってしまい気まずそうな警備員さんに会え釈しやくをして奥に進めば、小部屋がたくさん並んだ廊ろう下かに辿たどり着いた。ドアには神しん名めいが様付きで書かれた紙が貼はられている。多分これが控え室だろう。えーっと、僕たちの部屋はドコだ？　うーん、広くて迷う……

「──あれキミたち、カーローでドマタチッちゃって、どーしたの？」

　聞こえた声に振り向けば、廊下の向こうにフォーマル姿の男だん神しんが立っていた。高そうなスーツだがタイはなく、着くずしたカンジ。サングラスをしているので、なんだかヤクザな雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

「か、かーろー……？」

　菊きく理りさんが不思議そうに呟つぶやくのに、その男神は肩をすくめて、

「分からない？　カーロー、廊下だよ、廊下」

　そんなの言う!?　よく分からないけどこれが業ぎよう界かい神じんってヤツなんだろうか……

「あ、あの、控え室がドコだか分からないんですが……」

　僕が返事をすれば、男神は首を傾かしげて、

「んー、何のグミバンに出るワケ？」

　ぐみばん……あ、ああ、番組のコトか。

「ええと、『行列すぎる法律裁判所』っていう……」

「え、あー！　じゃあ、キミたちが、ミロクチャンの代わりの、ええと……フッキチャンとキクリチャン？」

　言いながら、ズカズカと近付いてくる。

「あ、はい、そうです」

「フーン……」

　男神は値踏みするような目で僕らをジロジロと見てから、パッと笑顔になった。

「……いやいや、よく来てくれたね、シーウレよ、シーウレ。これ分かる？　シーウレ！　嬉うれしい、ね！」

　僕と菊理さんの手を、それぞれ両手で無理やり取ると、ブンブンとシェイクしながら、

「ぼかァね、ヘイムダルっての。このヒッテレの社しや主しゆだよ」

　え、社主さん!?

「あっ、こ、こちらこそ、ど、どうもです！」

「はい、シクヨロですっ！」

　き、菊理さん！　早速業界用語（？）を使いこなしてる……

「おっ？　イイネイイネー、キクリちゃん、最高！」

　ヘイムダルさんは両手を離はなして親指を立てると、大きく腕を回して菊理さんの肩を抱き……ムッ!?　ちょ、ちょっとちょっと、何やってんですかアナタ!?

「いやいや、どんな神々が来るのかと思ってたけど、よく見るとキミ、カワウィーじゃない！　ね、今晩どう？　ザジンでシースーでも……分かるコレ？　ザジンでシースー、神ジン座ザで寿す司しって意味……アイッタァアッ!?」

　……僕が抗議するまでもなかった。ヘイムダルさんの不ふ埒らちな手は、菊きく理りさんをひたすら守る凶暴な水すい棲せい神しん獣じゆうの牙きばに思いっきり嚙かまれたのだ。いつもは憎たらしいばかりだが、今だけは応援しよう……いいぞ、もっとやれ。

「こら、リバイアちゃんっ！」

　菊きく理りさんが慌あわてて諫いさめれば、リバイアちゃんはヘイムダルさんの手を吐き出した。歯をムキ出しにして威い嚇かくしている。

「あー、イタタタ……なるほどね、それがリバイアちゃんか……」

　嚙まれた右手を擦こすりながら、顔を引きつらせてヘイムダルさんが言うのに、菊理さんが頭を下げる。

「すみません、この子、人見知りするところがありまして……！」

　ヘイムダルさんは再び笑顔を浮かべて両手を振った。

「いやいや、気にしない気にしない！　それよりキクリチャン、ザジンでシースー、考えておいてチョーダイよ。できればリバイアちゃん抜きでね。テレビで売り出すなら、ぼかァとは仲良くしておいた方がイイよ」

「う、売り出しませんよ！　彼女はウチの事務所のアイドルなんだから！」

「残念だなぁ……また今度お願いするよ。その時こそシクヨロね！」

　所長が言ってたとおり、確かにこの人はしつこそうだ……。菊理さんがスカウトに戸惑っているウチに、ヘイムダルさんはサッサと話を進める。

「ま、でも、その前に本番だね。今日はさァ、二時間シャルスペだから。気合い入れてよォ、なんたってシャルスペだからね！　分かる？　スペシャルね」

「え、ええ、宜よろしくお願いします」

　僕が返せば、ヘイムダルさんは摑むようにして僕の肩に手を置いてきた。サングラスの奥からジッと視線……

「……実はね、ぼかァ、ちょっとイラッとしてたんだよ、ミロクチャンには。何度もドタキャンされて、今度こそって楽しみにしてたのに……代わりに部下が来るなんて言われてさ。カバにされたかと思ったよ、カバに。分かる？　バカね……」

　な、なんだこの迫力は……スゴみがあって怖い！

　僕が思わずたじろぐと、ヘイムダルさんはすぐに笑顔に戻り、飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きをつくろいなおした。

「でもまァ、キミたちが居てくれたら、楽しくなりそうだ！　二柱ふたりのためのシャルスペコーナーもあるから、期待しててよ、ね！」

「は、はあ、どうも……」

　なんかちょっと怖いなこのヒト……カタギじゃないっぽい雰囲気がある。業ぎよう界かい神じんってそんなカンジなんだろうか。

「ホントは今日、スタジオに、お二柱ふたりを見に行こうと思ってたんだけど……ちょっと忙しくって行けそうもないなァ。来客もあるし、もうすぐ平和サミットがあるから、取材陣との打ち合わせもあるし……」

　あ……そうか、そういえば、もうそんな時期か……

　平和サミット。正式には、神しん界かい平和サミット。名だたる主しゆ神しんたちが一同に会し、平和のための会議をするという催もよおしだ。意見交換をしたり、各地の運営方針を話し合ったり。毎年末に開かい催さいされ、開催場所はその都度違う。今年は確か崑こん崙ろん山さんだったっけな。

「ま、じゃ、ぼかァ行きますから。控え室はここ真まっ直すぐ行って左側ね。時間になったら迎えが行くと思うから、それまでビリノンしてて、ビリノン。分かる？　ノンビリね！」

「あ、ありがとうございました！」

　僕が慌あわてて礼を言えば、ヘイムダルさんは軽く笑って去って行った。
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「──はいっ！　行列すぎる法律裁判所へ、ようこそーっ！」

　割れんばかりの拍手に、輝かがやくステージライト。セットの中央に立つ男だん神しんが、朗ろう々ろうと言って一礼した。

　愛あい嬌きようのある赤ら顔にビール腹、所長役のバッカスさんだ。ローマの酒の神であり、かつて一いつ世せいを風ふう靡びした芸げい神しんである。

　バッカスさんの隣で一緒にお辞儀しているのは、純白の羽根を持つ天使さんだ。秘書役を務めるガブリエルさん。聖母マリアさんの懐かい妊にん報道で一いち躍やく有名になったアナウンサーで、ニュース番組からお昼の情報番組、バラエティーまで、幅広く活躍している。

「今日もしこたま吞のんでますわ、ウィー、ヒック……」

「シッカリしてくださいね所長、二時間スペシャルなんですから」

「わかっとるがな！　せやからいつもより気合い入れて吞んできたんやないかい！」

「そこ気合い入れちゃダメですからっ！」

　バッカスさんとガブリエルさんの掛け合いが続く。

　ああ、本番が始まっちゃった、どうしよう！　僕はガチガチだった。同じく緊張した様子の菊きく理りさんの膝ひざの上、ノンキに眠っているリバイアちゃんが羨うらやましい……あ、あれ、なんで僕、こんなトコに居るんだっけ……そ、そうだ、所長の代わりだ、よよよ、よし、頑張るぞ、事務所の未来のために……！

　セットは法廷を模もしたもので、傍ぼう聴ちよう席せきの位置がそのまま観覧席になっている。観覧席から見て右手側、本来なら弁べん護ご神しん席せきがある場所に、前面にモニターのついた箱型のテーブルが並び、『最高の弁護神団』が着席している。僕と菊きく理りさんは二柱ふたり一ひと組くみで一番端の席。左手側、検けん事じ神しん席せきがあるべきところには、芸げい能のう神じんたちが座っている。中央、法ほう壇だんの場所には、嵌はめ込み型の大きなモニターがあって、番組のロゴが映っている。

「──はい、では早速、当裁判所が誇る、最高の弁護神団をご紹介して参まいりましょう！」

　ガブリエルさんの言葉に、僕と菊理さんはビクリとした。く、来るッ！

「当裁判所ではお馴な染じみ『最強の草食系』、ガネーシャ団長！」

「よろしくだゾウ」

　頭がゾウ、体が人間、半はん神しん半はん獣じゆうの男だん神しんが片手を上げる。ガネーシャ弁護神、かつては数多あまたの法廷で戦い、弁護神会の理事を引き受けて一線を退しりぞいてからは、後進の育成に力を注いでいるという。彼の公判記録は幾いくつも判例集として纏まとめられており、僕も試験勉強中に何度も拝見した。

「お隣となりが『真実を射抜く正義の狩人！』、アルテミス弁護神！」

「どうも、みなさま」

　優雅にお辞じ儀ぎをするアルテミスさん。月光色のロングヘアに三日月の髪かみ留どめ、キッチリと襟えりまで締まったレザーのドレス。腕うで利ききとして有名な女流弁護神だけど、服装からも分かるとおり潔けつ癖ぺき気味なところがあって、ミロク所長とはウマが合わないらしい。

「『熱ねつ砂さの国のワイルドビューティー！』、マアト弁護神！」

「おーし、アタシに任せときなッ！」

　紹介されると同時に、テーブルに片足をついて腕を振り上げ、アネゴな雄お叫たけびを上げる女神さん。健康的な浅黒い肌を惜しげもなく晒さらしたオリエンタルな衣装にきらめく笑顔、このヒトも法ほう曹そうではかなり有名な……

　……ってヤバイ、もう僕たちじゃないか！

「それからなんと、今日はゲストとして、気鋭の新しん神じん弁護神のお二方をお招きしています！　まずは『逆に守ってあげたくなっちゃうルーキーガール！』、菊理弁護神！」

　名前を呼ばれた菊理さんは、反るほどに背筋を伸ばし、ペコリと一礼した。

「よ、宜よろしくお願い致します、菊きく理り姫ひめと申します……姫は尊そん称しようですので、どうぞ省はぶいて下さいませっ！」

　うおッ、菊理さん、キッチリ決めた！　ちょっとドモったのも愛あい嬌きようがあって逆にイイ！　これは視聴率もウナギのぼりだろう。そして同時に、僕のプレッシャーもウナギのぼりだ……うわァ、ヤバイヤバイ……

「そして最後に『見通し暗くてスミマセン、庶民派メガネ』、伏フツ羲キ弁護神！」

　え……えええ!?　なんで僕だけちょっとディスられてるんだ……あ、オチを求められてるのか？　いやいやいや、ムリだって！　シロウトには荷が重いって！

「あ、あの……えー、どうも、庶民派メガネでーす……お値段もお手ごろでーす」

　……し、しまった！　ヘンに自じ虐ぎやく的てきな感じになっちゃった！　お客さんたち、笑ってイイのか迷ってるぞ、どどど、どうしよう……と、バッカスさんが、

「アカンて先生、ソコは怒っとかな！」

　拾ってくれた！

「ここの番組スタッフ失礼やろ？　ワイもようイジメられてンねん。訴えたら勝てるで」

　さすがプロ！　うまくシメてくれた。観覧席からも笑いが……ファンになっちゃいそう。

　ガブリエルさんはニコヤカに続ける。

「そして、この最高の弁べん護ご神しんたちに相談したいというのが、こちらの皆さんでーす！」

　カメラが一斉にセットの左側へと振られる。芸げい能のう神じんたちが一斉にお辞じ儀ぎをし、ガブリエルさんが短く紹介していく。

　いやはや、弁護神側も凄すごいけど、あっちも凄いメンツだ。後光が眩まぶしすぎて見づらい……ていうか、僕がこんなトコに居てイイのか……？

　まず、赤い布を体に巻きつけただけという、エキセントリックないでたちの男だん神しん、アポロンさん。作詞家としてより、今は大人気アイドルグループ『ＭミＵユＳーＥズ48』のプロデューサーとしての方が有名かもしれない。次に、セクシーな羽は衣ごろも姿の女神、神しん界かいのトップダンサーとの呼び声も高いアメノウズメさん。その隣となりにチョコンと座った、ノースリーブの腹はら掛がけ姿の少年は、天才子役のナタク君だ。そしてゲストにはなんと、人気芸神のアフロ☆松田さん……ちょっとこのヒトは聞いたことないけど……

　……ん？

　僕は芸能神席を二度見……いや、三度見した。

　……あれ、あのアフロ☆松まつ田ださんって、どっかで見たような？　特盛りサイズのアフロヘアに豊かなヒゲ、サングラスを掛け、ソウルフルな衣装に身を包んでいる。アフロ☆マツダ……アフロマツダ……アフロヅラダ……な、なんかスゴく聞き覚えがある！

　ジーッと見つめる僕の視線に気付くと、アフロ☆松田さんはふと目を逸そらした……い、いやいや、まさかな……

「──ミンナ、どや最近、トラブってる？」

　バッカスさんが物ぶつ騒そうなことを明るく振ると、アメノウズメさんがいち早く応じて身を乗り出した。

「それがさァ、聞いてよバッちゃーん！　こないだ電車乗ってたら痴ち漢かんにあってェ！」

「そらアンタが悪いで」

「えェーッ、なんでよォ！」

「エロいんやアンタは！　もう声からしてエロいもん。歩くワイセツ物や。はい無罪」

　バッカスさんの辛口な裁きに、マンザラでもなさそうに悩ましげなポーズを取るアメノウズメさん。

　続いてナタク君が挙手して、

「あのボク昔、盗んだ風バ火イ輪クで走り出しちゃったことあったんですけど、有罪ですか！」

　バッカスさんは両手で顔を覆おおい、

「ナタク君それ言うたらアカンやつや！　炎上すんでブログとか……」

　アフロ☆松田さんが挙手し、

「ワシ、最近抜け毛が酷ひどくて……ナンとかなりませんか？」

「裁判所に相談してどうなんねんそれを！　育毛剤買えや！」

　さすがは芸げい能のう神じんたちと言うべきか、息の合った軽妙な会話に、観覧席からも笑い声。アポロンさんは芸術家だからなのか、あまり発言はしないが、楽しそうに微笑ほほえんでいる。僕たち弁べん護ご神しん団だんはしばらく待機だな……と思っていたところ、バッカスさんが軽く手を打った。

「はいでは、スペシャルなコーナー、参まいりましょか……ガブちゃんよろしゅう！」

　ガブリエルさんがニコヤカに語り始める。

「はーいっ！　今日初出演のお二柱ふたりは同じ法律事務所に所属されているんですが、そちらの所長のミロクさん、実はかなりご高こう名めいな先生なんでーす！」

　オーッと観覧席が沸く。カメラが僕と菊きく理りさんを捉とらえている。所長の話題が出るとは聞いていたけど……うッ、緊張する！

「お弟子さんから見て、どんな方です？」

　バッカスさんに振られて、僕と菊理さんは同時にピンと背筋を伸ばした。

「え、ええと……所長はいつも、依い頼らい神しんのコトを第一に考えています！　尊敬してます！」

「とってもステキな弁護神さまなのですよ！」

　チャランポランなトコロもあるけど、本当にスゴイ弁護神なんだ、所長ってヒトは……

　自然と思い出す……まだ僕が入所したての頃ころ、所長が殺さつ神じん容疑者の弁護を引き受けたときのコトを。その事件の遺族が裏社会に顔の利きく神で……犯はん神しんを守ろうとする所長を、神を雇って襲おそわせた。

　所長は、ボロボロになって事務所に帰ってきた。ひたすら心配する僕へと、

『ま、殺されちゃ困るけどよ。憎しみの矛ほこ先さきが俺おれに向いてくれるなら悪かないぜ……少しでも依頼神への憎しみを肩代わりできりゃいいんだがな』

　そう言って笑った。あのヒトは……普ふ段だんはちょっと軽いところはあるけど、裁判では何があっても依頼神を救おうとする人なんだ。たとえ、どんな目にあっても。

「なるほど、ステキな方なんですねえ……では、コチラの紹介ＶＴＲを、どうぞーっ！」

　ガブリエルさんの音おん頭どに応じ、大モニターの番組ロゴが消えて、映像が流れ始めた。この番組で、所長の魅み力りよくがたくさんのヒトに伝わったらいいな……

『──実録！　ズッコケ弁べん護ご神しんミロクさん』

　シブい男だん神しんのナレーションがタイトルを読み上げ……えっ、ズッコケ……？

『──弥み勒ろく法律事務所、所長、ミロクさん。事件や依い頼らい神しんを選ばず、あらゆる案件を引き受ける、法律トラブル駆け込み寺としてご活かつ躍やく中の弁護神だ……彼をよく知る人物に聞いてみた。ズバリ……どんな方？』

『ん？　ミロク弁護神でゴスか……そうでゴスなァ……』

　ボイスチェンジャーで変化した甲かん高だかい声、黒い棒状の目め隠かくし……謎なぞの人物が映し出される。その特徴的な語尾、全身に入った目の形の刺青いれずみにまで入った目隠し……画面下に『検察庁勤務、Ａさん』とある。これって……絶対あの人だよなぁ……。

『まあ、とにかく破は天てん荒こうな弁護神でゴスよ。あまり相手にはしたくないでゴスな……』

『──破天荒とは？』

『そうゴスなァ……エピソードには事欠かないでゴスが……遅刻寸前で、トランクス一いつ丁ちようで法廷に駆け込んできたときがあったでゴスな。あれは驚おどろいたでゴス』

　観覧席から笑い声が巻き起こる。きっとそれは、別の案件で忙しすぎたからだ……

「え……あの……」

　菊きく理りさんが半なかば呆ぼう然ぜんと呟つぶやいている。僕も戸惑っている。なんだ？　聞いていた話とちょっと違うような……

『審しん理りが済んだ帰り、電車賃がないのでお金を貸してくれと言われたコトもあったでゴス』

『──他ほかには何かありますか？』

『うーん……ああ、そういえば以前、証拠を探しに犯行現場に忍び込んで、コソ泥どろと間違われて逮たい捕ほされたことがあったみたいでゴスが』

　──デデン！　というサウンドエフェクトが鳴って画面が静止した。な、なんだコレ……コソ泥？　なんでそんな言い方を……所長は確かに破天荒なヒトだけど、泥棒なんて絶対にしないのに。

　途切れない笑い声の中、ガブリエルさんが語る。

「はい、捕まってしまったというミロク先生ですが！　弁護神が事件現場に入り込むことは、本来、神しん法ほう上はどうなんでしょうか？　さあ、お答えください……ギルティ、オア、ノットギルティ？」

　カメラ目線でウインクしながら、番組のキャッチフレーズを唱となえるガブリエルさん。

　え……これが問題？

　僕たちの座る箱型のテーブルには青と赤のふたつのボタンが付いており、これを押して解答を提示してくださいと、アシスタント・ディレクターさんに言われていた。青が無罪で、赤が有罪……まあ、答えは分かる、分かるけど……！

　菊理さんが途方に暮れた目で僕を見ている。気持ちは痛いほど分かった……これがヘイムダルさんの言ってたスペシャルなコーナーだって言うのか……？　さっきまでのワクワク気分はすっかりなくなってしまった。

　僕は青いボタンを押す。

「──はい、解答が出で揃そろったようです！　それでは、オープンッ！」

　ガブリエルさんが片手を振り上げると、どよめきがスタジオを揺すった。今、テーブル前部のモニターに、それぞれの解答が映し出されたのだろう。座っていると見えない。

「おやーっ、伏フツ羲キさん、菊きく理りさんペアは『無罪』！　他は皆さん『有罪』です！」

　ガブリエルさんの言葉に、僕の心がズキリと痛んだ。有罪？　そんな……そんな言い方しなくても！

「これは、ダメなんですか？」

　バッカスさんがガネーシャ弁べん護ご神しんへと訊たずねれば、ガネーシャ弁護神は咳せき払ばらいをして、

「弁護神には捜そう査さ権けんがないので、許可を得なければダメなんだゾウ。まあ大体ちょっと怒られるくらいだけど、泥どう棒ぼうと間違えられたなら仕方ないんだゾウ……」

「まったく、嘆なげかわしいことですわ、弁護神が罪を犯すなど」

　アルテミス弁護神が冷ややかに言えば、菊理さんがキッと顔を上げた。

「ミロク先生は泥棒に間違えられただけではありませんかっ！」

　驚おどろいて飛び起きたリバイアちゃんは目を丸くし、アルテミス弁護神は不ふ愉ゆ快かいそうに菊理さんを一いち瞥べつした。

「なんですの、ああた……不法侵入は立派な犯罪ですのよ？」

　僕も思わず言い返した。

「犯罪だなんて、そんな！　所長はいつも依い頼らい神しんのために──」

「おだまりなさいッ！」

　ピシャリと言い放つアルテミス弁護神。

「弁護神会を通して各機関に証拠の開示を請求する、弁護神照会という制度もキチーンとございます！　罪を犯すなんて、良識を疑いますわ！」

「そんな話は今、してないでしょう！」

　僕が腰を浮かせかけたとき、

「まあまあ先生がた、テレビなんやし、そうアツくならんと！」

　バッカスさんがスッと割り込んできた。

「……ッ……、……すみません……」

　深呼吸をして、何とか心を落ち着けようとする。場の空気が悪くなってしまっていた。ダメだ、怒ったら……所長の代わりに来ているんだから。きっと所長なら怒らないハズだ……

　やんわりとバッカスさんが続ける。

「お二柱ふたりは判決、無罪やねんな？」

　何とか平静を保ちながら、

「……所長は泥どろ棒ぼうなんて、絶対しません」

　僕の返答を受けて、マアト弁べん護ご神しんが口を開いた。

「まあ、請求が受理されないときだってあるからね。アタシもよく怒られてるし、こんくらいはフツー、フツー！」

　フンと鼻を鳴らすアルテミス弁護神をよそにバッカスさんは頷うなずき、

「犯罪やってアルテミスはんは言うけど、そうやって一いつ生しよう懸けん命めいになってくれる弁護神さんっちゅうのは、ワイらからすればありがたい話やと思うで……なァ？」

　芸げい能のう神じんサイドへと振った。

「そうですな。弁護神にとって大切な素養だと思います」

　アフロ☆松まつ田ださんがウンウンと頷く。

「かといって、一緒に落ち込んではいけない。被ひ告こく神しんを不安にさせないためには、しんみりしてはいけない……親身にはなるけど、しんみりしないッ！」

　……、……スタジオがシラけてる……あ、この感じ……ものすごいデジャヴだ。やっぱりあのヒト、知ってる気がするんだけどなあ……

「あーもう、ツッコまんでワイは！　次や次！　ガブちゃんはよ！」

「はーい、では続いてのＶＴＲ、どうぞ！」

　司会お二柱ふたりの言葉に続き、再び流れ始める映像……そこからは、さらにヒドかった。

　事件の被ひ害がい神しんへのインタビューでは、被告神の無罪を勝ち取った所長への恨み言が語られ、極ごく悪あく神しんの弁護を引き受たというエピソードでは、その依い頼らい神しんがお金持ちであるコトが強調されていた。飲み屋のツケを払っていないとか、食費がなくて法律書を質屋に売ったとか、寝るときはクマさんのパジャマだとか……

　面白おかしく脚色された映像が切り替わるたびに、観覧席から楽しげな笑い声が上がる。僕はジッと俯うつむき、時間が過ぎるのをひたすら待った。心の中の嵐あらしが過ぎ去るのを。菊きく理りさんは細い肩をかすかに震ふるわせ、唇くちびるを嚙かみ締しめながら、自分のヒザこぞうを見つめている……

　……やがて『こんなに身近なミロク弁護神、法的トラブルに見み舞まわれた際には、是非ご相談を！』と、取って付けたようなフォローがあって、やっと映像は終わった。

「──いやァ、楽しい先生やね」

　拍手の響ひびく中、バッカスさんが感心したように言った直後、

「そう？　まったく……弁護神の恥さらしですわ」

　苦笑まじりの声が聞こえた……次の瞬しゆん間かん、僕は両手をテーブルに叩たたき付けながら立ち上がっていた。

「──アナタは何も分かっていないッ!!」

　無数の視線を感じる。カメラも僕を捉とらえているし、菊理さんが驚おどろきの表情で見上げてきていた。冷静にならなきゃ、冷静に、冷静に……冷静に、なれそうも、ない！

「……なにがですの？」

　アルテミス弁べん護ご神しんとニラみ合う。唇くちびるから言葉が滑すべり出す。

「連日徹てつ夜やしていたのも現場に忍び込んだのも……所長が依い頼らい神しんを絶対に助けたいって思う弁護神だったからじゃないですかッ！」

　凶悪犯の弁護を引き受けるのは、誰だれも引き受けようとしない仕事だからだ。どんな神だろうと弁護を受ける権利はある。真実は蓋ふたを開けてみなければわからない。それにいつもお金がないのは、あちこち飛び回って捜そう査さ費用や宿泊費がかかるくせに、定額以上は受け取らないからだ……。

　所長は破は天てん荒こうなヒトかもしれない。でも、それは！　事件に関かかわった全員の幸せだけを見つめて、それ以外に目もくれないからだ！　あのヒトは尊敬できる弁護神なんだ！

「そんな所長を恥さらしだなんて……今の言葉、取り消してください！」
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　スタジオ内は静まり返っていた。自分の荒い呼吸音が響ひびく。

　アルテミス弁護神の目は、繊せん月げつの光のような鋭さを帯びていた。

「……あ、ああた……よくも、このあたくしに──！」

　あふれ出そうとした言葉の途中、爆ばく発はつしたのかと思えるほどの音が響いた。スタジオのドアが開かれたのだ。一斉に注目が集まる。

　勇壮な足音と共に、険しい表情を浮かべた神々の一団が踏み込んできた。スーツ姿ではあるが荒々しい空気を纏まとっており、ヒッテレの社員という感じはしない。ほとんど走っているのと変わらない早足でセットに上がってくる……な、なんだ？　こんなの打ち合わせにはなかった。険悪なムードも、僕の怒りも、ふっ飛んでしまう。

「……あっ!?」

　菊きく理りさんが驚おどろきの声を上げ、僕も思わず叫んだ。

「アヌビス刑けい事じ神しん！」

　目の前を駆け抜ける神々の中に、見知った顔があった。

　夜明け前の色をしたスーツに、どこか愛あい嬌きようのあるイヌ科哺ほ乳にゆう類るいの頭。本ほん神しん曰いわく、イヌではなくジャッカルらしい。警視庁捜査一課の刑事神だ。

「ヌッ……？」

　アヌビス刑事神は足を止め、スピスピと鼻を鳴らすと僕たちを見た。

「……アッ!?　オマエたち、なぜココに!?　い、いや……」

　言いかけて、ブンブンと首を振り、

「今はそれどころではないでアリマス。後で話を聞くでアリマスから、ひとまず大人おとなしくしているでアリマスぞッ！」

　僕の記憶の中のアヌビス刑事神は、どことなくトボケた感じがあった。でも今日、その立たち居い振ふる舞まいには気迫が満ちていた。プロの仕事ぶりって感じだ。仕事……そうだ、彼は今、お仕事モードなのだ。刑事神が仕事というコトは……事件というコトだ。

　別の刑事神が周囲に向かって声を張り上げる。

「お騒さわがせしております、警察です！　皆さん指示があるまで動かないようお願いします！　お騒がせしております……！」

　警察……じゃあこれ、全員刑事神さんたちか？　すごい人数だ……なにがあったんだ？

　スタジオ中がざわつき始めていた。

「な、なんやねん！　ヒック、ワイは吞のんどらん、吞んどらんて！」

　うろたえるバッカスさんをスルーして、アヌビス刑事神は僕と菊理さんの隣となり、マアト弁べん護ご神しんを越えて……アルテミス弁護神の前に立った。

「──アルテミス弁護神、あなたにヘイムダル氏殺害の容疑が掛かってオリマス。署までご同行願エマスか？」

　え……は？　え、ヘイムダル氏、殺害……容疑？　殺害って……え、殺害ッ!?

　スタジオは騒そう然ぜんとなった。ヘイムダルさんを知らないだろう一いつ般ぱん神じんたちも、番組の出演者が逮たい捕ほされるという事態に興奮を隠かくせないみたいだった。カメラは一応回り続けているみたいだったが、もう番組どころではない。

　僕はさっきまでの怒りと混乱で、呆ぼう然ぜんとしてしまっていた。

「ヘイムダルさまが……お亡なくなりに……？」

　菊きく理りさんが呟つぶやきを落とす。

　彼女が戸惑う気持ちはよく分かる。出会ったばかりのヒトが亡くなると、心の置きどころに困ってしまう。語る口を持つほど親しくもない、瞼まぶたを閉じてたどる想おもい出でもない……でも、短くても言葉を交わした。数秒肌に触れてから手を離はなしたときに感じる空気の冷たさのような、ほのかな悲しみがあった。

　アルテミス弁べん護ご神しんは目を細めた。

「……あたくしに容疑？　人違いでは？」

「いえ、間違いなくあなたでアリマス」

「令状はございますの？」

　アヌビス刑けい事じ神しんの毅き然ぜんとした態度が、わずかに揺らいだ。

「それは……ま、まだアリマせんが、ただいま申請中でアリマス！」

　僕はメガネを押し上げる。逮たい捕ほ状じよう後追いの逮捕……緊急逮捕か。犯はん神しんが凶悪犯か準現行犯である場合、もしくはその他、なんらかの緊急性がある場合のみ許される強硬手段だ。

　……どうしてアルテミスさんが？　怒りが少しだけ落ち着いてきた。

「令状もなしに、このあたくしを……そう……」

　アルテミス弁護神が呟つぶやく。その声が震ふるえているのは、ショックを受けているから……ではなさそうだった。火山の噴ふん火か前の振動だ。

「まだ疑いの段階でアリマスがな。あなたには弁護神を呼ぶ権利と、自腹でカツ丼どんを頼む権利がアリマス。さあ……」

　と、ダンスのエスコートでもするかのように伸ばされたアヌビス刑事神の片手が、バチィンと激しく打ち払われた。

「キャン!?」

　アヌビス刑事神が鳴いた。申し訳ないけどイヌっぽい……

「シツケのなっていないワンちゃんですこと」

「わ、ワガハイはイヌではないでアリマス！　ジャッカルでアリマス！」

「おだまりなさい！　カツ丼なんて野や卑ひな料理を、このあたくしがいただくとお思い？　オリュンポス産の野鳥のジビエくらい用意しなさいな！」

　アルテミス弁護神は席を立つと、クワッという音が聞こえてくるほどに目を見開いた。その迫力に周囲の刑事神たちがサッと退しりぞいて、アヌビス刑事神だけが矢や面おもてに立たされる形になった。アワアワしているアヌビス刑事神の上に、スポットライトが生み出すアルテミスさんの影が落ちる……

「ああたがた、よくお聞きなさい！　このあたくしが犯罪に手を染めるなんて、あり得ないことです！　清せい廉れん潔けつ白ぱくな弁護神のこのあたくしが！　どんな動機があって？　緊急逮捕なんて、ヒトを凶悪犯とでもお思い？　バカにしています！　あたくしが逃げ隠かくれするとでもお思いですの？　神じん権けん侵害です……ちょっと、聞いていますの、ああた！　耳が垂たれてますわ！」

　矢や継つぎ早ばやに放たれる金かな切きり声は、まるでマシンガンだった。

　アヌビス刑けい事じ神しんは目を白黒させ、

「は、いや、それには、ちょっと事情がアリマス……」

「事情？　どのような事情ですの？　言ってごらんなさい。先に申しておきますけれど、誤ご認にん逮たい捕ほなどして、このあたくしの評判に傷でもついてごらんなさい、女神権利団体から弁護神会まで巻き込んで、テッテー的にああたがたを糾きゆう弾だんしますわ！　覚悟なさることね！」

　更さらに圧力を増していく言葉の弾だん幕まくに、アヌビス刑事神はタジタジだ……と、先ほど刑事神たちが踏み込んできたときより、更に大きな音を立ててドアが開かれた。観覧席から幾いくつか小さな悲鳴が上がる。こ……今度はなんだ!?

　蹴けり開けられたか、殴り開けられたかしたのだろう、軋きしむドアの向こうから一柱ひとりの男だん神しんが駆け込んできた。

　菊きく理りさんのヒザの上のリバイアちゃんがビクリと身を竦すくませた。

「……みゅうッ！　ミュウゥッ！」

「り、リバイアちゃん、どうしたのです？」

　菊理さんが何度か撫なでても、リバイアちゃんは男神をニラんで唸うなり続けている。怒っている……いや……怯おびえているのか？

　男神はゆっくりと、スタジオ内を睥へい睨げいした。

　嵐あらしの夜に似た暗あん色しよくの、エリの高いマントを羽は織おり、顔の右半分は仮面のようなカブトのような鉄てつ塊かいに覆おおわれている。右目の場所に空いたスリットの奥に、赤い光こう点てんが明めい滅めつしている。その無機質な光にもゾッとするが、生なま身みのハズの左目はそれ以上に冷れい酷こくな光を帯びている。肩に担かつぐようにして、右手に長い槍やりを持っている……

「あ、あああァッ!?」

　アヌビス刑事神が、マユゲを吊つり上げて叫んだ。他の刑事神たちの間にも緊張が走る。

「お、オマ、オマエは、オーディン！」

　男神は顔をシカメて舌打ちした。

「……ここにも居やがるのか、面倒なヤツらだ」

　オーディン……えっ!?

　アヌビス刑事神が叫んだ名前に、スタジオにざわめきが広がっていく。

「お、おでん……ちくわぶ……？」

　菊理さんが眉み間けんにシワを寄せて呟つぶやく……え、菊理さん!?　なぜこのタイミングでダジャレを……あ、これ天然か！

「い、いやいやいや、おでんじゃなくてオーディンです、アスガルドの……」

　僕がヒソヒソと耳打ちすれば、菊きく理りさんはハッと目を見開いた。

「あ……ああ！　アスガルドの主しゆ神しんの、おでんさま！　おうわさは聞いたことが御ご座ざいます、なんでも、まったく公おおやけの場に顔を出されないとか……」

　オーディン。神しん界かい北ほつ邦ぽうアスガルドの主神にして、ヴァルハラ財団の代表……ヒトコトで言えば超大物だ。その名前は人間界にも神しん界かいにも轟とどろいているが、実際その姿を見たことのある者は少ない。菊理さんの言うように、彼はメディアにもほとんど出てこない。

　……あれ、そんな神がどうしてテレビ局に居るんだ？　飛び込みゲスト？　本当に飛び込んできたけど……うーむ、天てん地ちの理ことわりが見えない。

　オーディンさんは大きくため息をついた。

「これ以上オレ様を怒らせるな……」

　アルテミス弁べん護ご神しんは眉まゆをひそめ、

「ちょっとワンちゃん、どういうことですの？」

　アヌビス刑けい事じ神しんはオーディンさんから視線を逸そらさず、低く唸うなりながら言った。

「……彼はあなたと別の、もう一柱ひとりの容疑者でアリマス！」

　えっ!?　しゅ、主神が容疑者……それって、すごいヤマじゃないか！

　アヌビス刑事神はオーディンさんへと威勢よく言葉を続ける。

「がうっ！　オマエのところに向かった刑事神たちはどうしたでアリマス！」

　オーディンさんは肩をすくめ、

「さあな、死んじゃいねえ……瀕ひん死しってトコか」

「ナッ!?　て、抵抗するというコトは、犯はん神しんでアリマスな！　そこを動くなでアリマス！　逮たい捕ほでアリマスぞ！」

「正当防衛ってヤツだ、イヌっころ」

　ぶつかり合う二柱ふたりの視線……が、なにせ相手は主神、アヌビス刑事神がやや圧おされ気味だった。横顔には玉の汗が浮いている。

「やましいコトがないのなら、なぜ逃げるのでアリマス！」

「あいにくオレ様はアスガルドの主神だ。ただでさえ忙しいのに、平和サミットとかいうクソッタレな催もよおしに呼ばれていてな……キサマらに勾こう留りゆうされたら出られなくなるだろうが。それとも、キサマがオレ様の代わりに出てくれるのか？」

　平和サミットという言葉が、これほど似合わない神もいない。オーディンさんは名高い戦いの神だ。

「どんな事情があれ、今オマエを帰すワケにはイカンのでアリマス！　もしオマエがこのままアスガルドに帰ってしまえば、オマエを追うことが難しくナリマスゆえ！」

　なるほど、そうか……

　アスガルドの最大勢力であるアース神族には、戦せん神しんや軍ぐん神しんの類たぐいが多く名を連ねている。そんな背景からか、アスガルドは神しん法ほうを一部採用してはいるものの、神しん界かい平和条約を完全には批ひ准じゆんしていない。神かみ々がみの庭にわの司法の手が及ばない……とまでは言わないが、及びづらい土地なのだ。その主しゆ神しんともなれば更さらに遠い。警察がこれほど強引な逮たい捕ほ劇げきに及んだ理由は、彼を逃がさないためだったのだろう。アルテミス弁べん護ご神しんは、ついでというか……とばっちりか。

　オーディンさんは背後、スタジオの外の廊ろう下かを一いち瞥べつし、もう一度大きなため息をついた。

「……いいだろう。逃げ回るのも飽きた。言っておくが、オレは強すぎるぞ」

　すごい自信だ。

「一度戦いになれば手加減はできん……せいぜいがんばれよ、ザコども！」

　ゆっくりと槍やりを回して穂ほ先さきを前に持ってくると、腰を落として構えた。オーディンさんの背後に『ゴゴゴゴ……』という文字が見える気がした。溢あふれ出す威圧感にスタジオが静まっていく……あの槍がウワサに聞く神じん器き『グングニル』だろうか？　ドア付近の観覧客たちが、蜘く蛛もの子を散らすように離はなれていく。
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　高まりゆく緊張に、見守っていた菊きく理りさんが、息苦しそうな声をあげた。

「ふ、伏フツ羲キさま、どうしましょう……このままでは……」

「ええ……マズイですね……」

　僕も呟つぶやきを返す。

　このままどちらも退ひかなければ、戦いになるだろう。オーディンさんが戦いを始めれば、とんでもない被害になることが予想される。

　僕は戦いがキライだ。自分が痛い思いをするのは当然イヤだけど、目の前で誰だれかが傷付くのはそれ以上にイヤだ。何とか止めたい……でも弁べん護ご神しんの仕事って大体被ひ告こく神しんが捕まってからだから、この段階からやれるコトってなかなかない……

　刑けい事じ神しんたちはジリジリとオーディンさんへと向かっていく。だが、観覧席にいる一いつ般ぱん神じんの皆さんを気にしているからか、その足取りは鈍い。対してオーディンさんも、自分からは動こうとせず待ち構えている……事態はガッチリと膠こう着ちやくしていた。

　導どう火か線せんがジリジリと消耗していく音が聞こえる気がする。タイムリミットは他の刑事神さんたちが到着するまでか……ヤバいぞ、早く何とかしないと……早く……ぐあああァッ、何も思い付かないイィッ！

　中身真っ白な頭を搔かき毟むしりたくなっていると、

「──あ、あのー、ちょっとエエか？　ワイ考えたんやけど……」

　気の抜けるような声がした。バッカスさんが小さく挙手している。

「よくない！　今忙しいでアリマス！」

　アヌビス刑事神がピシャリと言うが、勝手に話し始める。

「ま、そう言わんと……なあなあ、ケーサツの皆さんは、オーディンはんを法廷に立たしたいんやろ？　んで、オーディンはんは勾こう留りゆうされたくないんやろ？」

　誰だれ一柱ひとり返事をしないが、バッカスさんは気にしていない様子だ。

「ほんなら……今すぐやればエエんちゃう？」

「……、……は？」

　僕が思わず声を上げるのに、バッカスさんは胸を張り、

「だからァ、裁判をここでやればエエやん。丁ちよう度どセットもあるし。弁護神の先生がたなら、腕うで利ききさんがぎょうさんそろっとるわけやし」

「い、いやいやいや！　幾いくらなんでもそんな、裁判所でもないのに！」

　僕が言うと、

「テキトーなコトを言うなでアリマス！」

　アヌビス刑事神が叱しかり、

「失うせろ、クズの酔っ払いが」

　オーディンさんが吐き捨てた。

　集中砲火を受けたバッカスさんはたじろいだ。

「な、なんやねん！　ちょっと思い付いたコト言うただけやないかい！　ツッコミがキビシすぎるで自分ら！　愛のないツッコミはただの暴力なんやで……」

　いやいやいや、さすがにソレはツッコまれますよ……

「──あ、あの……皆さま、少々よろしいでしょうかっ！」

　響ひびいた懸けん命めいな声に、一斉に視線が向いた。菊きく理りさんだ。自分が注目を集めてしまったことにややおののいた様子で、両手で広げた巻物型神しん法ぽう書しよを僕へと突き出してきた。

「あの、伏フツ羲キさま……もしかしたらと思い調べてみたのですが……」

　おずおずと言う菊理さん。

「え？　なんです？」

「こちらの、神しん界かい裁判所法の第一章をご覧ください……」

　開かれている箇か所しよを覗のぞき込んでみる。なになに……『神界裁判所法第一章、第七百六十九条の一、法廷は、裁判所又は支部でこれを開く。二、中央裁判所は、必要と認めるときは、前項の規定にかかわらず、他の場所で法廷を開き、又はその指定する他の場所で下級裁判所に法廷を開かせることができる』……

　……こ……こっここ、これはああァァッ!?

　僕はニオイでも嗅かいでいるのかって思われるほど巻物に顔を寄せ、ワナワナと震ふるえながらメガネをクイクイ動かした。

「こ、こんな記述があったなんて……」

　菊理さん、アナタはまるで法規の宝石箱だ！

「これですと……可能ということになりませんか？」

　菊理さんの言葉に、別のところから返事が飛んできた。

「──それね、中央裁の許可ってのがキモなんだゾウ」

　目を向ければ、ガネーシャ弁べん護ご神しんがテーブルの前に身を乗り出していた。

　僕たちとガネーシャ弁護神の間に座るマアト弁護神が、腕組みしたまま口を開く。

「特例まがいのしろものだし、そう簡単に許可されないんじゃないかねえ？」

　ガネーシャ弁護神は右手の人差し指を立てて応じる。

「分からないゾウ？　主しゆ神しんのオーディン殿が関かかわるなら、あり得るかも知れないゾウ」

　確かに主神は規格外の存在だ。他の神々を基準とした神法では縛しばりきれないところがある。だが完全に自由で好き勝手し放題かといえばそんなコトはなく、絶大な神しん力りよくに対抗するための方策は幾いくつかあった。煉ネリ魔マ区の外れにある、町ひとつを丸々封印に使った巨大牢ろう獄ごく施設『封ホウ神シン区』や、その大結界のチカラの一部を使った、刑けい事じ神しんたちの『封ほう神しん手て錠じよう』などだ。

「──まあ確かに主神は色々と別格だけど、裁判で有罪になりゃ封じられちまうんだし、絶対的ってワケじゃない。裁判所のコネでもあれば、なんとかなるかも知れないけど……」

　マアトさんの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、僕の頭上にピコンと電球が灯ともった。

「あッ!!」

　思わず叫んでいた。対面の芸げい能のう神じん席せきへと目を向ける。

　芸能神の皆さんはポカーンとしている。僕のマジギレから、突然始まった逮たい捕ほ劇げき、そしてオーディンさんの乱入と、目まぐるしい状況の変化についていけていないみたいだ。まあ無理はない……だが一柱ひとりだけ、僕の視線から逃げるようにサッと目を逸そらした神がいた。

「──裁判長ッ！　アナタ、裁判長ですよね！」

　僕の呼びかけに、アフロ☆松まつ田ださんはビクリとした。

「な……なんのコトですかな？　ワシはしがない芸げい神しんのアフロ☆松田ですよ。ねえ皆さん、あのヒトなに言ってるんでしょうね……」

　この期ごに及んでしらばっくれるツモリですか……！

「そんなアフロでダジャレ言う神なんてアナタぐらいです！」

　アフロ☆松田さんは一いつ瞬しゆん仰のけ反ぞり、

「う、うぐっ……け、決定的な証拠はあるんですか！」

　証拠って……むしろ証拠以外の場所を探す方が難しいですよ！　全身証拠みたいなモンじゃないですか、アナタ！

　僕は勢いよくテーブルに両手を叩きつけ、

「大勢の神の命が掛かってるんです！　これ以上ゴネるなら……僕は今すぐアナタのアフロをズラします！　このたくさんのカメラの前で！」

　片腕を振ってスタジオを示し唆さしながら言う。

　アフロ☆松田さんの顔が恐怖に歪ゆがむのが、サングラス越しでも分かった。

「えっ、やめてください！」

「だったらお願いします！　話は聞いてましたよね！」

　僕も必死だった。

「ぐう、うぐぐ……」

　アフロ☆松田さんはしばらくうめいてから、ガックリ肩を落とした。

「……ぐぐぐ……はあ……、しかたないですな……」

　ピョンとイスから飛び降りると、両手でアフロを摑つかみ、ズリッとズラした。え、自分からバラしていくんですか!?

　と、ズレた場所から覗のぞいたツルツル頭皮からすさまじい閃せん光こうが放たれ、

「うわッ!?」

　僕は思わず叫んだ。周囲が真っ白に染まり、スタジオ内から幾いくつも驚おどろきの声が上がる。光は一瞬で収まり、チカチカする視界の中には、ファンキーな衣装のアフロ☆松田さんの姿は消えていた。代わりに、何色にも染まらない黒の法服を身に纏まとった老ろう神しんの姿があった。

「やれやれ、バレてしまいました……伏フツ羲キ弁護神、スタジオで貴方あなたを見たときから不安でした。貴方はちょっとでもナットクできないとツッコンでくる、イヤらしい性格ですからな」

　そんなヒト聞きの悪い！

「ま、マッちゃん……？」

　呆ぼう然ぜんとして呟つぶやくバッカスさんに、アフロ☆松田さんは諦あきらめの笑みを向けた。

「すまんのう、バッちゃん、ダマすつもりはなかったんじゃ……アフロ☆松まつ田だは芸名で、ワシは本当は中央裁の裁判長、アフラマズダという神なんじゃ。公務員はバイト禁止だから、コッソリと芸げい神しんやっとったんじゃ……」

　そう、彼こそがアフラマズダ裁判長。神々と火を拝はいすゾロアスター教の主しゆ神しんであり、法ほう曹そうでは結構エライのではないかとウワサされる神なのだ。あんまりそうは見えないけど……

「そ、そんな……なんで……」

　バッカスさんは右手で顔を覆おおった。

「なんでそんな芸名にしたんや……まんまやないけ……もうちょいガンバれたやろ……」

「腰に手ぬぐい巻いて頭に桶おけを被かぶった、オフロ☆松田というのも捨てがたかった」

「……やっぱアフロでええ」

　裁判長は咳せき払ばらいをすると、オーディンさんと刑事神たちに向き直った。

「中央裁に連絡を入れます。諸もろ々もろの事情を鑑かんがみるに、恐らくは受理されるでしょう……双方、それで構いませんかな？」

　オーディンさんは槍やりの構えを解くと、石いし突づきで床をズドンと突いた。

「てめぇら、早くしやがれッ！　オレ様がイラついてるのが分かんねえのか！」

「ひっ！　お、落ち着いてください」

　裁判長がアワテている。

　刑けい事じ神しんたちは、オーディンさんほどの即答はしなかった。全員で集まってヒソヒソ話している。まあそうだろう……この場合、立証責任のある検察側が圧倒的に不利になる。短い捜そう査さ時間で、十分な証拠を揃そろえられるかどうかだ……

　話が纏まとまったようで、アヌビス刑事神がビシリと敬礼して言った。

「検察庁に連絡をトリマス。裁判所の許可があれば、こちらも応じるでアリマしょう」

　オーディンさんを逃がさないために、不利を吞のんだか……それとも、もう結構捜査は進んでいるのかもしれない。

　僕はやれやれとイスに座りなおした。戦いが回避できたようで、ホッとひと息……「お疲れ様でした、伏フツ羲キさま！」

　菊きく理りさんが微笑ほほえみかけてくれる……

「──お聞きなさい、あたくしの輝かがやける異議を！」

　まとまりかけた雰ふん囲い気きに、グサリと突き立つ異議申し立て……こ、このトゲトゲしい声は、アルテミス弁護神！　まぜっかえす気なのか！

「んむ、なんでしょう？」

　裁判長、さすがに慣れているので反応も早い。

「ええ、この事件の容疑者は二柱ふたり、その一柱ひとりがわたくしで、もうお一柱がオーディンさんということでございますわね？」

「そうでアリマスな」

　アヌビス刑けい事じ神しんが頷うなずくのを一いち瞥べつしてから、アルテミス弁べん護ご神しんは観覧席へと両腕を広げた。今にも飛び立ちそうなポーズ。

「確かに主しゆ神しんは絶大なチカラを有すため、特別扱いをせざるを得ませんわ。しかしそれは安全保障上の不文律に過ぎませんわ。神しん類るい皆平等、それが神しん法ぽうの基本理念であるハズです。神しん力りよく、神しん格かくにかかわらず、あたくしたちは皆平等ではありませんの？　ねえ、皆さん？」

　観覧席のお客さんたちを煽あおってる……傍ぼう聴ちよう神しんを味方につけるのは、初歩的な法廷戦術のひとつではある。カラダに染しみ付いているんだろう。

「ま、理想ではそうだゾウ……」

「うん、理想ではねえ……」

　ガネーシャ弁護神とマアト弁護神が顔を見合わせ、苦笑しながら言う。

　二柱ふたりの言葉を打ち消すように、アルテミス弁護神はソプラノ声を張り上げる。

「オーディンさんが今日、臨時法廷で裁判をなさるのなら、わたくしも臨時法廷で審理を受けるべきではございませんの？　それが平等というものですわ……違いまして？」

　まあ言ってることは分かる。これって要するに「あのヒトだけ有利な状況で裁判できてズルい！」って意味だ。

「むう……そうですな……」

　裁判長はしばし目を閉じて黙もつ考こうし、

「……よろしいでしょう。中央裁としては、公平さを重視したいと思います。ワシから打診してみます」

　アルテミス弁護神は満足げに微笑ほほえむと、優雅にスカートを持ち上げて礼をした。

「さすがは裁判長、おウワサ通りの名判官ぶりですわ」

　裁判長は咳せき払ばらいをし、

「恐れ入ります。しかし、我々は開廷の許可をするだけです。検察庁の判断まではなんとも言えませんぞ。貴女あなたの容疑については、緊急性がありませんからな」

　アルテミス弁護神はキッと刑事神たちをニラミつけた。

「どうなんですの？」

「ぬ、ヌーン……でアリマス……」

　アヌビス弁護神が腕組みで唸うなると、他の同僚刑事神たちと再びヒソヒソ話し合ってから、

「……う、上にかけあってみるでアリマス」

「くれぐれも平等に、お願いしますわよ？」

　やがて、オーディンさんを追ってきた他の刑事神たちも合流し、各々がそれぞれにケータイやスマホで連絡を取り始めた。裁判長は中央裁に、刑事神たちは警視庁と検察庁に掛けているんだろう。

「なんだか……凄すごいことになって参まいりましたね……」

　菊きく理りさんが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「そうですね……」

　僕と菊理さんはチョコンとイスに座ったまま、ざわつくスタジオを眺ながめていた。リバイアちゃんはずっと落ち着かないみたいで、チラチラとオーディンさんを見ている。

　オーディンさんはさっきからどこかに電話を掛けており、「グングニルで貫かれたいのか！」とか「いいからさっさとしろ……死にたいのか？」とか怒ど鳴なり声が聞こえてくる。乱らん暴ぼうなヒトだな……と、刑けい事じ神しんさんの一柱がそちらに慌あわてて駆け寄り、

「コラコラ、勝手に電話しちゃダメ！　没収没収！」

　オーディンさんは舌打ちしながらスマホを手渡している。

　一方のアルテミス弁べん護ご神しんは、芸げい能のう神じん席せきの近くでアポロンさんと話をしている。どうも知り合いっぽい。

　そんな一幕を横目に眺めながら、僕は胸元の金の鎖くさりを指で引っ掛け、内ポケットから『八はつ卦け盤ばん』を取り出した。大したチカラのない神じん器きだが、多機能で便利だ。パカッと開いて時間を確認する。十三時過ぎ……何ごともなければお昼休憩の時間だった。

　事件当事者と法ほう曹そう関係者以外、芸能神たちは控え室で待機ということになり、刑事神たちに誘導されてスタジオを出て行った。観覧席の一般神たちも一旦スタジオから出されるが、彼らはもし開廷されたら戻ってきて傍ぼう聴ちようしても構わないとのコトだ。裁判は公開されなくてはならない。

「──んむ、許可が出ました」

　裁判長が電話を切って言った。

「書記官がこちらに向かっていますので、じきに到着するでしょう。当案件は、ワシがこのまま担当します」

　続いてアヌビス刑事神が、

「コチラも起訴準備をしてオリマス。検事神が来るでアリマス」

　うわっ、すんなり通っちゃった……三十分と経たってないぞ。神界の司法の柔軟性に感心するべきか、テキトーさに不安を覚えるべきか……それとも主しゆ神しんの強権ぶりに愕がく然ぜんとするべきか、ちょっと分からない。

　テレビ局のセットで本物の裁判、被告は主神……こんなの前代未聞だろうなあ。どうなるんだろう？　ものすごく気になる。

「んむ、では到着と同時に開廷しましょうかの」

　頷うなずく裁判長へと、

「それで、アルテミスさんのコトでアリマスが……」

　そう切り出したアヌビス刑事神は、明らかに戸惑った様子だった。

　立ったまま腕組みをして、まんじりともせずにいたアルテミスさんが、クワッと顔面のパーツを全部開きながら、

「どうなりましたの！」

　アヌビス刑けい事じ神しんは反射的にビシリと敬礼し、

「はッ、担当の検けん事じ神しんが言うには、同時に起訴し、同時に審理を行うそうでアリマス！」

「……えッ？　同時？」

　裁判長が目を丸くした……いや、裁判長だけでなく、法ほう曹そう関係者はみんなポカーンとした。僕も菊きく理りさんもだ。同時に審理？　え、なにそれ……

「いやァ、ワガハイもよく分からないのでアリマスが、一度の法廷で済ませてしまうつもりみたいでアリマス……かなり自信マンマンの様子でアリマシた」

「え、二柱イッペンにやっちゃうってコトですか？」

　僕の言葉に、アヌビス刑事神が頷うなずく……そ、そんなテキトーな！

　裁判長は眉み間けんにシワを寄せる。

「むう……複数犯神を一度に裁くという事例が、今までになかったワケではありませんが……ちなみに担当はどなたです？」

「フォルセティ検事神でアリマス」

　アヌビス刑事神がその名を出せば、法曹関係者の間に動揺が走った。

　フォルセティ検事神……検察庁の切り札と称される、アスガルド出身の法の神。あまりに苛か烈れつな追及に、相手の弁べん護ご神しんが失しつ踪そうしたとか、被ひ告こく神しんがおもらしをしたとかウワサされる、エリート検事神だ。五ヶ月前に扱った案件で、僕は彼を相手に奇跡的な勝利を収めたんだけど……あれは本当に奇跡だった。

「……ふ、フンッ！　望むところです！　だってあたくしは無罪なんですもの！　怖がる必要はありませんわ！」

　アルテミス弁護神のこの様子を見れば、彼がどれほどのものかは察しが付くだろう。

　裁判長はひとつ頷いて、

「彼が自信マンマンなら、問題ないでしょう。分かりました」

　な、なんだかよく分からないコトになってきたぞ……フォルセティ検事神には何か考えがあるんだろうけど、天地の理ことわりが見えないな……

「では被告神のお二柱ふたり、弁護神はどうされますかの？」

　裁判長が言えば、アルテミス弁護神は胸に手を当て、

「当然、あたくしは自分で自分を弁護します」

「いや、それはオススメしないゾウ……アルテミス君」

　ガネーシャ弁護神の言葉に、アルテミス弁護神はマユゲを吊つり上げた。

「あたくしでは負けるとおっしゃりたいんですの？　先生」

　マアト弁べん護ご神しんが言葉を継ぐ。

「ちょっと待ちな！　さっきオーディンが電話を没収されたの見ただろ？　アンタも今は勾こう留りゆう中ちゆうなんだよ。調査しようにも自由に動けないじゃないか。なんの情報もナシで挑むには、フォルセティ検けん事じ神しんは強敵すぎる」

　アルテミス弁護神はたじろいだ。

「くっ……で、でしたら……、情報なら……弁護神照会！　そう、照会で刑けい事じ神しんたちの調査資料を開示してもらいますわ！」

　ガネーシャ弁護神が首を振る。長い鼻が揺れる。

「請求して、返答を待つ時間はとてもないゾウ。これはセオリーで対処できる案件ではないんだゾウ、アルテミス君。もう少し冷静に考えたほうがいいゾウ」

「く、くううっ……！」

　両手にニギリこぶしで震ふるえるアルテミス弁護神へと、マアト弁護神はテーブルに肘をついて、妖よう艶えんな流し目を送った。

「なんなら、アタシが助けてやろうか？」

「くっ……あ、貴女あなたの助けは借りませんわ！」

　そんな会話が繰り広げられている間、近付いてきたオーディンさんはずっと、品定めするような目で僕たちを眺ながめていた。菊きく理りさんのヒザの上で、リバイアちゃんは低い唸うなり声ごえを上げている。

　おもむろに、オーディンさんの左手が持ち上げられる。

「……キサマ、名は？」

　その指先が示すのは……菊きく理りさんだ！

　菊理さんはリバイアちゃんを抱いて、ピョンとバネ仕掛けのように立ち上がった。

「あ……は、はいっ、き、菊きく理り姫ひめと申します！　ヒメは尊そん称しようですので、どうぞ省はぶいて下さいませ！」

「キサマにオレ様の弁護を命ず。本来、キサマのようなザコ神では、顔を見ることすら許されぬほどのオレ様だ……誉ほまれと思えよ」

　これは、大役だ！

「──ちょ、ちょっとお待ちなさい、オーディンッ！」

　アルテミス弁護神が割り込んできた。

「き、菊理弁護神は、あたくしの弁護をするのですわ！　ああた、遠慮なさい！」

　なんか菊理さんが引っ張りダコに……え、なんでこんなコトになってるんだ？　ベテランのガネーシャ弁護神とマアト弁護神がいるのに……

　オーディンさんは顔をシカメて、

「キサマはそっちのゾウにすればいいだろうが！」

「あ、あたくしにもプライドがあるんですの、同僚の助けは借りませんのよ！」

　僕を指差すオーディンさん。

「ならそっちのメガネにしろ」

「このメガネだけは、死んでもイヤですわ！」

　扱いがヒドイ！

　オーディンさんは舌打ちをし、

「メンドウなヤツだ、好きにしやがれ……ならオレ様はメガネ、キサマでいい」

　こっちを見もせずに、興味がなさそうに言った。

「え、あ、はい……え!?」

　な……僕がオーディンさんの弁護!?　なんで!?

「ちょ、あの……ガネーシャ先生とかマアト先生とか、僕より全然キャリア上ですけど、僕でイイんですか!?」

　僕が腰を浮かせて言えば、

「やかましい、ザコは黙だまって弁護しろ！」

　赤い右目が、虫の羽は音おとに似た機械音を上げながら僕をニラむ。

「ヒッ!?　い、いや、黙ってたら弁護できないですよ……！」

「口答えをするな！　従えばイイんだ、キサマは！　グングニルで貫かれたいのか？」

　僕は途方に暮れて首を巡らせた。まるで鏡を覗のぞき込んだのかと思うほど、途方に暮れた表情の菊きく理りさんと目が合った。その向こう、マアト弁べん護ご神しんとガネーシャ弁護神は、二柱ふたりそろって親指を立てていた。

「ガンバるんだゾウ、メガネくん！」

「応援してるよ、メガネくん！」

　二柱の顔には「メンドウだから関かかわりたくない」と大きく書いてあった。

　え、えええええええェェェ!?

　待ってください、とりあえず、僕の名前伏フツ羲キですから！　メガネじゃないですから！　いや違う、そんなコトどうでもよくて……あ、あああ……頭痛が……

　これってどういう天てん地ちの理ことわり!?













　　二章　法廷をプロデュース







　裁判所から書記官さんが、検察庁からフォルセティ検けん事じ神しんが到着するまで、およそ三十分。それが僕たちに与えられた捜そう査さ時間だった。たった三十分。もう笑うしかない気分だったが、笑っているヒマはない。

　僕とオーディン被告、それから菊きく理りさんとアルテミス被告には、それぞれに控え室が用意された。内外に刑けい事じ神しんたちの見張りつきだ。容疑者は弁べん護ご神しん以外と接触してはならないので、留置所の代わりでもあった。

「──どうです？　アルテミスさんのご様子は」

　二十五階に向かうエレベーターの中で、僕は菊理さんへと尋ねた。

　目指すはヘイムダルさんが亡なくなった事件現場──モノレールの車内からも見えた、あの謎なぞの球体だ。

　菊理さんは突然マユゲを持ち上げ、わざとっぽい侮ぶ蔑べつの表情を浮かべた。大巻物の上にチョコンと乗ったリバイアちゃんもマネをして、同じような表情をしている。

「よろしいですこと？　答弁はあたくしがします。ああたはあたくしのために、ただ情報を集めてくればよろしいの。働きバチが女王のもとに蜜みつを運ぶように」

　それから、マユゲと肩を同時に落とした。

「……だ、そうです」

　僕は苦笑する。

「それは……大変ですね」

「ミロク先生を悪く言われたことに対して、気持ちの整理がうまくつきません……」

　もうひとつため息をついてから、菊理さんは、どんよりとまとわりつく空気を振り払うように背筋を伸ばした。リバイアちゃんがさっきから菊理さんのマネをして同じポーズをしている。新しい遊びらしい。

「でもっ！　わたしを頼ってくださったのですから、精一杯やらなくては！」

　依い頼らい神しんとの間に信頼関係が築けないとき、どうやって戦いに向かう気力を奮ふるい立たせるのか……それは弁護神にとって難しい問題だ。彼女は責任感も強いし、心配はないだろう……

　二十五階に到着したので、エレベーターを降りる。

　絨じゆう毯たん敷じきの渡り廊ろう下かが伸びており、左右に広く窓が取ってあって、まるで空を飛んでいるみたいな感覚がある。岩がん塊かいの浮かぶ臨りん海かい地区の絶景が、はるか遠くまで見渡せる。あちこちに刑事神たちの姿があり、ピリピリした雰ふん囲い気きだった。

「伏フツ羲キさまの方は、いかがですか？」

　早足で廊ろう下かを歩きながら、菊きく理りさんが訊きいてきた。

「ま、そちらと似たような感じですかね……」

　僕も大またで歩きながら返す。

　そうは言ったが……多分こちらの状況は、菊理さんたちよりもうひとつ悪い。話を聞く限り、アルテミスさんからは少なくとも、自分の無罪証明のために戦う意志が感じられる。オーディンさんにはそれすらないみたいだった。

　僕との会話の返答は大体、「さあな」「オレ様はやっていない」「グングニルで貫かれたいのか？」の三つの台詞せりふのアレンジだった。まるでヤル気がないというか……有罪になっても構わない、というような印象すら受ける。

　信頼関係が築けない上に、戦う意志の見られない依い頼らい神しん……だが、悩んでいるヒマもない。とにかく現場検証だ。

「──お、来たでアリマスなァ、証拠をあさるハイエナが」

　渡り廊下の途中、張り巡らされたバリケードテープの前には、アヌビス刑けい事じ神しんが腕組みをして立ちはだかっていた。歯をムキ出して挑発的に笑っている……今のセリフは絶対、菊理さんにじゃなくて僕にだな……

「あ、アヌビスさま……わたしどもに、そのような印象を……！」

　ショックを受けた様子の菊理さんに、アヌビス刑事神の笑みは一いつ瞬しゆんで凍りついた。慌あわてふためきながら、

「い、いや！　今のは伏羲弁護神のコトでアリマスて！」

「でも、わたしも証拠が欲しいのです……」

　菊理さんはジーッとアヌビス刑事神を見つめる……

「ヌゥーンッ！」

　アヌビス刑事神は弱りきった顔で耳の後ろを搔かいた。どうも彼は菊理さんに弱いみたいで、本ほん神しん曰いわく『思わずシッポを振りたくなるニオイ』らしい。

「……ま、まあ、今日はトクベツでアリマス。入るでアリマス」

　ついにはそう言って、僕たちを手招きした。

「わあ、ありがとう御ご座ざいますっ！」

　菊理さんの表情がパァッと明るくなる。

「いいんですか？　こんなにアッサリ……ご迷惑では？」

　テープをまたぎながら僕が言うと、ジロリとニラまれた。

「イチ早く入り込んでるヤツのセリフじゃないでアリマス！」

「や、時間がなくてつい……ハハハ！」

　ニガニガしい顔をしつつ、アヌビス刑事神もテープをまたぐ。

「まあ、今日はもともと、案内してやるつもりでオリマシたがな。オマエたちには借りがアリマスゆえ」

「借り……ですか？」

「オマエと菊きく理りさんのおかげで、オーディンを逃がさずに済んだでアリマス。基本情報くらいは教えてヤリマス……ついてくるでアリマス」

　先導して進み始めるアヌビス刑けい事じ神しんに、僕と菊理さんはもう一度礼を述べて続く。

　テープを超えた先、廊ろう下かは急に薄うす暗ぐらくなっている。天井に電灯がなく、窓もないせいだろう。壁も柱も石組みで、床は板張り。それまでは近代的な内装だったのに、同じ建物内とは思えない変化を見せていた。いきなり時間を逆行したような気分になる。それほど奥行きはなく、両開きのトビラを抜けるとすぐに視界が開けた。

「──うわ、こりゃスゴイですね……」

　僕の感かん嘆たんの声が、球体の内側、ドーム状の広大な空間に残ざん響きようした。ここにも刑事神さんたちの姿がある。鑑かん識しきの神々だろう。

　壁かべ際ぎわに沿って円えん座ざするかのように神々の像が並んでいる。無数に並ぶ燭しよく台だいの上、ロウソクの灯あかりが揺らめいて、神しん像ぞうの表情に生きているかのような影を生んでいる。いにしえの神殿のような、荘そう厳ごんな雰囲気だ……

　……って、あれ!?　よく見ると全部、これ……ヘイムダルさんの像だぞ！　色々なポーズを取っている無数のヘイムダルさんだ！　いくつあるんだ!?

「な……なんですか、このすごく圧迫感のある空間は……！」

　僕が思わず言えば、

「一種のリラクゼーションルームらしいでアリマス。主要幹部だけがカギを持っており、仕事に行き詰まったとき、ここで瞑めい想そうするそうでアリマス」

　リラクゼーション……ですか。社員さんは、無数の社長の像に周囲から見つめられながら瞑想するのか……。逆にストレスが溜たまるだろうなこの部屋……使う人いるんだろうか。

　部屋を眺める。

　中心に、神しん体たいの輪りん郭かくを示す白線が引かれている。遺体はあそこにあったのか……血けつ痕こんも残っていて、その生なま々なましさに背筋がゾクリとした。菊理さんも顔をこわばらせ、リバイアちゃんも不ふ穏おんなものを感じ取ったか、頭を持ち上げている。

　僕たちが通ってきた通路の対面に、もう一本の通路が伸びている。

「このヒッテレ本社は、渡り廊ろう下かで連結された二棟のビルで構成されてオリマス。中央にこの球体を挟はさんで、オマエたちの控え室や『行列』の収録スタジオがある方が『ケルムトタワー』、あの通路の向こうが『エルムトタワー』でアリマス」

　アヌビス刑事神が説明してくれる。

「あ、ちょっと待ってください……！」

　僕は急いで懐ふところから手帳を取り出し、メモを取る。僕は逐ちく一いち書き残すタイプで、菊きく理りさんはシッカリと聞いておいて、後で書き起こすタイプだ。

「……なんだかこの球体内だけ、雰ふん囲い気きが違いますね？　建築が古いというか……」

「なんでも構造上の問題で、ここには電気が引けないそうでアリマス。不便でアリマス」

　なるほど、だからロウソクなのか……僕らが通ってきた通路と対面の通路以外、左右にも内開きのトビラがある。

「あの二枚のトビラの向こうは何があるんですか？」

　僕は尋ねる。構造的には、バルコニーか。

「いや、何もないでアリマス。虚こ空くうでアリマス」

「危険ですね!?」

「まあ、すぐに落ちるワケではなく、短い足場もアリマスがな。あれはトビラではなく、明かり取り用の窓みたいでアリマス」

「は、はあ……なるほど……」

　こりゃかなりヘンテコな建物だぞ……

「あの……ヘイムダルさまは、どのような状態で？」

　菊理さんが、僕も訊ききたかったコトを問い掛けてくれる。

「む、仰あお向むけに倒れていたそうでアリマス。胸部に大きな穴が開いており、直接の死因はこれと見られてオリマス」

「おからだに、穴が……」

　自分が痛みを感じているような表情で、菊理さんが呟つぶやく。

　アヌビス刑けい事じ神しんは白線に歩み寄り、

「凶器は捜そう索さく中ちゆうでアリマスが、痕こん跡せきは残ってオリマシた。あちらにひとつ、そして──」

　少し離はなれた床を指差して言い、それから遥はるか天井に指を向けて、

「あちらにひとつ、穴が開いていたのでアリマス。外から飛来した凶器が一直線に球体と、被ひ害がい神しんのカラダを貫いたのでアリマしょう。飛び散った木片や血痕からすると、下から上に抜けたと思ワレマス」

　僕は眉をひそめた。

「とんでもない威力ですね……」

　建物ひとつ貫通するなんて……これは、神じん器きでの犯行と見て間違いないだろう。

「ダイナミックな殺害方法でアリマス。被害神は午前中一時間ほど、ここで瞑めい想そうをするのを日課としてオリマシて、社員の多くがそのコトを知っていたでアリマス」

　菊理さんが続く疑問を口にする。

「では、なぜアルテミスさまとオーディンさまに容疑が？」

「社員や共演者の証言から、アルテミスが被害神にしつこく言い寄られていたコトが分かってオリマス。アルテミスの動機はその辺りにあると思ワレマスな」

　菊きく理りさんはピンとこなかったようで、首をかしげた。

「殺さつ神じんに及ぶほどのことでしょうか……？」

「アルテミスは男嫌いの潔けつ癖ぺきで知られてオリマスからな。昔、水浴びを覗のぞいた人間の男性を八つ裂きにしたとかいうウワサがアリマス」

「ノゾキだけで!?」

　オソロしい女神さんだ……

「怖いでアリマスな。また、彼女は神じん器きの弓矢を所持してオリマスから、犯行能力も十分でアリマス」

　アルテミスさんの弓矢は、高威力、長射程の神器として有名なモノだそうだ。なるほど、動機と能力はあった、と……

　アヌビス刑けい事じ神しんは言葉を続ける。

「それで、オーディンについてでアリマスが……」

「あ、はい」

　ペンを持つ僕の指にチカラがこもる。

　アヌビス刑事神はやや口ごもった。

「あー……グングニルのヤリの所有者というコトで、能力は証明されてオリマスが……実は、動機がまだ分かってオリマセん」

　僕は手を止めて眉まゆ根ねを寄せる。

「動機がない？　それでよく逮たい捕ほに踏み切りましたね」

「ヌッ……」

　アヌビス刑事神はなぜか周囲をキョロキョロ見回してから、顔を寄せてきた。ヒソヒソ声で続ける。

「それがデスな、昨日、警視庁に匿とく名めいの電話がアリマシて……」

「電話？」

　僕と菊理さんは思わず身を乗り出す。ヒソヒソ……

「……『明日ヒッテレで、オーディンが事件を起こす』という内容でアリマスた」

「「えっ!?」」

　僕と菊理さんが同時に驚おどろきの声を発するのに、アヌビス刑事神は慌あわてた様子で口の前に人差し指を立てた。

「声が大きいでアリマス！　これはまだ調査中でアリマスから、ナイショでアリマスぞ！」

　菊理さんは慌ててビシッと敬礼をし、

「はっ、はい、でありますっ！」

　菊理さんと、ついでにリバイアちゃんにマネされたアヌビス刑事神は、苦笑いを浮かべながら耳を搔かいている。

　リークしている神がいた……

　僕の頭の中で、カチリと小気味よい音が鳴った気がした。天地の理ことわりがひとつ繫つながった。

「ああ……だから警察の対応が早かったんですね！」

　アヌビス刑けい事じ神しんは頷うなずいた。

「イタズラも多いので、普ふ段だんはイチイチ取り合わないのでアリマスが……オーディンの今回の来訪はおしのびで、知る者は少なかったのでアリマス。ワガハイらも入にゆう庭てい管理局に問い合わせて知ったでアリマスからな」

「なるほど、それは無視できませんね……」

　それでもオーディンさんの逮たい捕ほは、警察にとっては難しい決断だったろう。限定された情報を知っていた神、か……誰だれなんだ？　想像もつかない……

　……と、思考を巡らせていた僕は、ふと気になって訊たずねた。

「あの……大丈夫なんですか？　こんな機密情報まで教えてくれて……」

　アヌビス刑事神は自信ありげに頷き、

「そんなの、どう考えても大丈夫じゃないでアリマス。課長にバレたら絶対に怒られるでアリマスし、始末書もタップリ書かサレマス。お先真ッ暗でアリマス」

　僕はたじろいだ。

「なにもそこまで恩を感じていただかなくても！」

　アヌビス刑事神は鼻を鳴らした。

「まァ、恩というのも確かにアリマスが……オマエたちだから、でアリマス」

　腕組みをし、脳みそをギュウギュウと絞っているような表情で続ける。

「僕たちだから……？」

「上う手まく言えないでアリマスが、オマエや菊理さんは、他の弁べん護ご神しんとは少し違う気がするのでアリマス。本当の罪ざい神しんを無罪にするようなコトは、ない気がするのでアリマス。それにオマエたちはいつも、被ひ告こく神しんのために一生懸命でアリマスから……そういう姿は応援したくなるでアリマス。だから……サービスでアリマスよ」

　……アヌビス刑事神の言葉は、不意打ち気味に僕の心を揺さぶった。収録中の所長の一件があったせいで、余計胸に迫るものがあった。彼は検察側で、言ってみればライバルなのに……いや、だからこそ素直に受け取るコトができたのかもしれない。

　菊きく理りさんも、頭の上に『じーん』という文字が見えそうな顔をしていた。リバイアちゃんはアクビをしていたが……

「あ……アヌビス刑事神……」

　若じやつ干かんハナゴエな僕に、アヌビス刑事神は気け圧おされたように身を引いた。

「な、なんでアリマスか、その泣きそうな顔は……」

　メガネを外し、目め頭がしらを押さえながら続ける。

「いえ、なんだか感動してしまって……まさかアヌビス刑けい事じ神しんがそんな風に思っていてくれたなんて……」

「ウヌッ!?」

　アヌビス刑事神は顔をシカメてから、フンとソッポを向いた、

「ま、まァ、今回はお互い時間もなくてツライ状態なので、武士の情けってヤツでアリマス。普通はこんなに協力はしないでアリマスぞ。しょっちゅう頼られても困リマスからな……分かったでアリマスか！」

　僕はシャキッとメガネを掛け直すと、背筋を伸ばして敬礼した。

「分かったであります！」

「がうっ！　マネするなでアリマス！」







　他にも幾いくつか情報を教えてもらってから、僕たちは事件現場を後にした。本当はもっと丁てい寧ねいに調べ尽くしたかったが、時間がなかった。残り十五分、あとはできる限り聞き込み調査をして、事件の背後関係を洗っておきたい。

　控え室のある区画へと大急ぎでトンボがえりしながら、聞いた情報を頭の中で整理する。

　ヘイムダルさんは日課の黙もく想そう中に、球体の建物ごと貫通されて亡くなった。彼は九時半ごろに控え室前の廊ろう下かで僕と菊きく理りさんと話した後、一時間ほど各所に顔を出してから、球体に瞑めい想そうに向かったらしい。定時を過ぎても会議に来ないのを不思議に思った社員の一柱ひとりが捜さがしに行き、遺体が発見されたのが十二時半とのコト。

　まず、アルテミスさんを犯はん神しんと仮定してみる。彼女は十一時前にはスタジオ入りしていたので、犯行可能時刻は十時半から十一時までとなる。その三十分の内、彼女のアリバイには大きな空白があるそうだ。

　アルテミスさんは十時半ごろ、エルムトタワーの十階にあるスタジオ近辺をウロついているところを、社内の神々に目撃されている。ヘイムダルさんを球体ごと貫いた凶器の軌道の基点が、彼女が目撃された付近になるそうだ。何をしていたのか？　警察には散歩していたと答えたらしいが、その目的はアイマイで要領を得ないらしい。菊理さんは公判が始まる前になんとか聞き出したいと言っている。

　一方のオーディンさん、なんと今日はテレビ出演のために来ていたそうだ。番組名は『ガイアの夜よ更ふけ』、オリュンポスの女神ガイアさんが司会となって、神しん界かいのビジネスや経済にスポットを当てて紹介する経済ドキュメンタリー番組で、今回の年末スペシャルのテーマは『ドワーフたちのものづくり』。

　ドワーフっていうのはアスガルドに住む鍛か冶じ神しんの一族で、神じん器きづくりの匠たくみとして名高い小人さんたちだ。彼らの造る品々は、強い神しん力りよくを秘めながら美術品としてもスバラしく、神なら一度は手にしてみたいと思うだろう。僕も昔、なにか神じん器きを注文しようと思ってカタログを取り寄せたコトがあったけど、開いて二秒でそっと閉じた。回ってないお寿司が何回食べられるだろう……そんなドワーフたちの最高傑けつ作さくのひとつが、オーディンさんのグングニルだ。

　アスガルドの主しゆ神しんとして、また、ドワーフ製品のブランド戦略を成功に導いたヴァルハラ財団の敏びん腕わん経営者として、そして名めい槍そうの所有者として、オーディンさんに出演依頼があった。メディア嫌いらしいオーディンさんがすんなり引き受けたというのは、なんとなく引っかかるモノがあるが……

　オーディンさんの収録は、エルムトタワー最上階のスタジオで行われた。十時から始まり、十二時四十分頃ごろに、刑けい事じ神しんたちの乱入によって中断させられた。途中何度か中座したらしいが、アルテミスさんとは違い、直線軌道の基点での目撃証言がない。つまり彼には動機もないし、アリバイもある。かなり有利だ……むしろ心配なのは菊きく理りさんたちの方。

　……いや、相手はあのフォルセティ検けん事じ神しんだし、油断はできないな。やれるだけのコトはやっておかないと。

　やがて、お目当ての控え室の前に辿たどり着いた。ノックをして名前を告げると返事があり、ドタドタと足音が近付いてきてドアが開いた……ウッ!?　酒くさい！　大気が歪ゆがむほど濃のう密みつなお酒のニオイが……

「──おーっ、先生がた、オエップ！　よう来たなあ！」

　バッカスさん、待機中にアルコールをリチャージしていたのだろう、全身から酒しゆ気きがオーラのように立ち上っていた。お酒に弱い僕なんか、近付くだけで酔っ払ってしまいそうだ。

「あ、どうも、あの……」

　鼻をツマミたい衝しよう動どうになんとか耐えながら口を開くと、

「あれやろ、事情聴ちよう取しゆやろ？　ま、入り入り！　酒ならタップリあるさかい」

　引きずりこまれそうになったので、慌あわてて続ける。

「いやいやいや、ちょっと時間がないので、こちらで少しお話を！」

　バッカスさんはそれほど残念でもなさそうに、ビール腹をポンと叩たたき、

「なんや、ま、しゃァないか……あ、けどその前に──」

　と、イキナリ頭を下げてきた。

「かんにんや、お二柱ふたりはん！」

「え、な、なんですか？」

　僕が驚おどろいて言えば、バッカスさんは頭を上げ、申し訳なさそうに巨体を縮めた。

「収録、不ふ愉ゆ快かいな気分にさせたやろ……何とかフォローしようと思ったんやけど、ムリやったわ……ワイもレギュラーおろされたら家族が路頭に迷うねん……」

　飲酒はいいんですか……とツッコミたくなるが、とにかく恐縮して僕は返す。

「や、そんな！　僕こそオトナげない態度を……」

　バッカスさんは首を振り、

「いや、先生が謝ることない、あんなん怒って当然や。ナタク君もウズメちゃんも、アレはヒドイ言うとったわ」

　それから僅わずかに視線を落とし、

「……ワイなあ、こんな大おお酒ざけ吞のみやろ？　だから厄やつ介かい事ごとも多くてなぁ……実は昔、ミロク先生に助けてもらったことがあンねん……」

「えっ？」

「ミロク先生はホンマ立派な方やで。ワイはよう知っとる……せやから、ワイにできるコトがあったら、なんでも協力するで！」

　僕は思わず菊きく理りさんを見た。菊理さんはキラキラした瞳ひとみでコクコクと頷うなずいている。僕も頷き返した。所長……分かってくれてるヒトはいますね……必ずいるんですね。

　震ふるえる心を抑えこんで、僕は手帳を取り出した。今はこの気持ちを、前に進むチカラにしなければならない。依い頼らい神しんとの信頼関係を勝ち得ないとき、それで戦う意味を失いかけたとき、僕たちは僕たちの中にこそ戦う意味を見つめて、立ち上がらなければならない。正義感や責任感を掲かかげて。

「……ありがとうございます、嬉うれしいです」

「いやいや、当たり前やないか」

「お礼もそこそこですみません、幾いくつかお聞きしたいコトがあるんです」

「ええで、ナンボでも訊きいたってや！」

　まずは、被ひ害がい神しんの人となりを訊いておこう。

「はい、ええと……ヘイムダルさんって、どういう方だったんですかね？」

　バッカスさんはひとつ頷うなずき、

「んー、悪あく神しんやないけどなぁ……まぁ、子どもっぽいヒトでな。敵の多い性格やった。気に入らんヤツがおるとお抱かかえの作家に命じて、今日みたいに番組内でコキ下ろさせたりすんねん。ミロク先生には何度も出演を断られて、軽く見られてると思うとったみたいやな」

「ああ、それで……」

　今朝のヘイムダルさんの態度にナットクがいった……子どもっぽいヒト、か……

「あの……小耳に挟はさんだのですが、アルテミスさまと……」

　菊理さんがおずおずと口を開けば、先読みしたバッカスさんが被かぶせて答えた。

「うん、なんかあったみたいやね。確かにアルテミス先生、迷惑しとったみたいやけど……」

　バッカスさんは首をかしげる。

「でもなァ、ワイは、そんなしつこいようには思われへんかったけどな……アイサツ代わりっちゅうか。それでもイヤがる女神はんは多かったようやけど」

　ふーむ……あまり好かれてなかったのは確からしいが……と、僕はペンを持つ手で、八はつ卦け盤ばんを取り出して開いた。ああ、やっぱり時間がヤバイ！　くっ、もう少し深く訊きいておきたかったんだけど……

「菊きく理りさん、次に行かないと時間が！」

「あ、はいっ！　バッカスさま、ありがとう御ご座ざいました！」

「忙しそうやなァ……ガンバッテや。ワイも観覧席で……あ、違うか、傍ぼう聴ちよう席せきか。まあ、応援しとるさかい！」

　バッカスさんに頭を下げ、踵きびすを返して駆け出した直後、ボヨヨーン！　といった感じの感触と共に、いきなり僕は弾はじき飛ばされた。い、痛いッタァー……なにが起きたんだ!?

　尻しり餅もちをついたまま見上げれば、ヌウッとそびえ立つ大きな影……

「ひいっ!?」

　思わずこぼれる悲鳴。

「……大丈夫ねっしー？　ゴメンねっしー、ぶつかっちゃったねっしー！」

　異様に甲かん高だかい声と共に差し出された手には指がなく、どこを摑つかんだらいいか分からなくて、僕は困惑した。目の前にいるそれは、ズボンさながら船を穿はいた、二足歩行のトリのキグルミだった。船体の下から丸い足が出ている形状だ。中に神が入っているであろうトリの部分はそれほど大きくないが、蒸気船らしい船の煙えん突とつは天井に届きそうなほどに長い。落書きのような顔はユルさに満ちている……こ、これは……！

「まあ、トリふねっしーさま！」

　慌てて駆け寄ってきた菊理さんが、僕を助け起こしながら言った。

「ハァイ、ふねっしーだねっしー！」

　ボヨンボヨンとキグルミが歪ゆがむほど激しい動きを見せるトリふねっしー……うーむ、気持ち悪いような、カワイイような……不思議なキャラだ。

　閉まりかけのドアから、バッカスさんが顔を覗のぞかせて、

「お、トリふねっしー、スタッフが捜さがしとったで？」

　トリふねっしーはピョンと飛び跳ねてから、僕にペコペコと頭を下げて、

「そうだねっしー、遅れちゃうねっしー！　ぶつかってゴメンねっしー！」

　残像を生むほどの速度でダッシュして行ってしまった。僕と菊理さんが呆ぼう然ぜんとして見送っていると、バッカスさんが言った。

「今日な、ゆるキャラ選手権の収録もやってンねん。トリふねっしー、マジメやから遅刻はようせんけど、ムチャクチャ動きよるからよう壊こわれてなァ……今日も窓ガラスにぶつけたとかで、煙突壊れてまったらしくて、直しとったらしい。結局午前の収録には間に合わんかったらしいで」

　は、はあ……確かにスゴい動きだった。キグルミであんな動きをするなんて、とんでもない体力だな……っと、感心してる場合じゃない！

　ダッシュで次の部屋に向かう。

「──おや先生がた……アルケイディアを捜さがすアドヴェンチャラーのような、ひたむきな目をして……ワタシに何を問い掛ける？」

　ドアを開けてくれたアポロンさんは、ニコヤカにそう言った。口調が独特なのは作詞家だからだろうか、なんとなく意味は分かるけど……

　古くから芸能界に君臨する重じゆう鎮ちんながら、大物ぶったところはまったくない。こうして自ら応対に出てきてくれるところからも、それは感じられた。

　残り時間を考えれば、おそらくこれが最後の聴ちよう取しゆになるだろう……僕は気合いを入れて口を開いた。

「あの、幾いくつかお尋ねしたいんですが」

　アポロンさんが鷹おう揚ように頷うなずくのに、僕は手帳を取り出して構えながら、

「……まず、アルテミスさんとアナタのご関係についてお聞かせください。お知り合いのご様子でしたよね？」

　アポロンさんは一いつ瞬しゆん考え込んだ様子だったが、すぐに口を開いた。

「……ワタシとアルテミスは、同じさだめを抱いて生まれたふたつ星……あの日、同じ部屋に居た。だけど今は、違う空を往ゆくんだ……」

　僕はたじろいだ。

「あの、す、すみません、ちょっと意味が……」

　アポロンさんが再び考え込む……ちょ、これひょっとして、詞を考えているのか？　時間ないのに！

　僕がヤキモキしていると、菊きく理りさんがふと顔を上げた。

「ひょっとして……お二柱ふたりは、ご兄妹きようだいなのでは？」

「え？」

　つい、声が漏れてしまった。アポロンさんも一瞬だけ菊理さんの言葉に目を丸くしたが、その後にはパチパチと小さな拍手を送った。菊理さん……なんで分かったんだ？　すごいな……さすがは『聞きく理り』姫、相手の言うコトを聞き取る能力はまさに神かみ業わざだ。

「目鼻立ちがよく似てらっしゃいますから、もしかしてと思いまして」

　菊理さんが頷きながら言うけど、うーん、確かに外見は結構似てるかもしれないが……印象が全然違うから気付かなかった。

　僕は気を取り直して続ける。

「アルテミスさん、僕や菊理さんにアタリがキツかったように思うんですが、なにかご存知でしょうか？」

　アポロンさんは再び考え込み、

「……ワタシにとって故郷は既すでに遠く、想おもい出でに振り返るだけ……懐なつかしきオリュンポス。しかし彼女の魂たましいは、まだあの輝かがやかしい時代にある……夏の日の遠えん雷らいに焦こがれるように、父たるイカヅチの閃ひらめきを慕したって……」

　菊きく理りさんがハッとした。

「ゼウスさまが、お二柱ふたりのお父さまなのですか！」

　アポロンさんが頷うなずく。

　……飛び出した名前に驚きよう愕がくすべきなのか、それともあのセリフを瞬しゆん時じに理解できる菊理さんに驚きよう嘆たんすべきなのか、ちょっと分からないが……とにかくオドロキだった。

　僕は五ヶ月前の公判で、ゼウスさんと渡り合った。真犯人として彼を告発したのは僕で、結果として彼は封ほう神しん台帳に名前を刻まれ、封神区で服役中だ。つまり、僕が彼を追い落としたと言っても過言ではない。

「アルテミスさまは……伏フツ羲キさまをお恨みなのですか？」

　菊理さんがおずおずと尋ねれば、アポロンさんは首を振った。

「彼女も立派な女神、頭では理解できているハズだ……ワタシたち神々を悩ませるのは、いつもハートのＳＯＳ……」

　アポロンさんの優雅な指先が、ビシリと僕を指した。

「カンタンには割り切れないね、キミへの想おもいは、悩ましいディスタンス！」

　なんてこった……そんな事情があったなんて……自分の父を告発した男だん神しんが、昔から気に食わなかったミロク所長の部下だったと知ったとき、彼女はどう思ったのか……間違ったコトをしたとは思わないけど、敵意の理由は理解できる気がした。

「そうだったんですか……」

　半なかば呆ぼう然ぜんとして呟つぶやく僕の肩に、そっとアポロンさんの手が乗った。

「胸に描いた野望、父の瞳ひとみはただサクセスだけを見つめて……走り出した想いはもう止まれない。けれどキミは止めてくれた……どうか悲しまないで」

　……慰なぐさめてくれているみたいだ。

「あ、どうも……ありがとうございます……」

　反応に困って、ビミョーな笑いになってしまった……

　アポロンさんは僕の身を一度ゆすってから手を離はなすと、菊理さんに目を向けた。

「ああ、我が妹よ……他た神しんに頼ることのヘタなおまえが、ようやく誰だれかの手を取った……それがワタシではないことを、少しだけさみしくも思うけど……」

　小さく頭を下げて、

「……先生、どうか彼女のチカラになってあげて欲しい」

　菊理さんは凜りんとした表情になると、力強く頷いた。

「はいっ！　全力でお助けいたします！」

　依い頼らい神しんの肉親と話をしたコトで、彼女の心にも、どうやら火が灯ともったようだ。







　ナタク君とアメノウズメさんにも話を聞いておきたかったけど、そこでタイムオーバーだった。

　十分な情報が得られたとは、とても言えない。でも、悪くない収穫だった。少なくとも、僕と菊きく理りさんはお互いに、情熱を持って戦う理由を再確認できたのだから。後はそれぞれの控え室で、それぞれの依頼神と、公判に向けての打ち合わせをするだけだ。

　アルテミスさんの控え室の前で別れるとき、僕は微笑ほほえんで言った。

「お互い、ガンバリましょう」

　菊理さんは少し表情を曇くもらせてから、きりりと唇くちびるを結んだ。

「……はいっ！」

　僕は軽く頷うなずき返すと、菊理さんに背を向けて歩き出す。

　……きっと彼女も気付いていたに違いない。フォルセティ刑けい事じ神しんがどういう手でくるのか分からないが、共犯というセンでないのなら、どちらか一方を守ることは、もう一方を攻めることにつながりかねない。つまり……僕と菊理さんの戦いになる可能性もあり得ると。

　それでも、全力で挑む。僕と菊理さんの目指すものは同じハズだ！

　オーディンさんの控え室に着いた。ドアの脇わきに立つ刑事神さんにアイサツし、深呼吸をしてから入室する。

　室内はさながら、一流ホテルの最高級スイートみたいな雰ふん囲い気きだ。まあ泊まったことはないけど、こんなイメージだった。豪華な調度品が並び、隅すみにプライベート・バーなんかもあって……少なくとも僕のマンションよりイイ部屋なのは確実だった。

　中にも刑事神さんが二柱ふたりいる。壁かべ際ぎわにひっそりと目立たないように、しかし油断なく控えている。オーディンさんはピリピリした緊張感の中心、ソファーに大またで腰を下ろしていた。軽く左目を閉じて腕を組んでいる。グングニルのヤリは見当たらない。証拠品として押収されたのだ。

「……もうすぐですね」

　話しかけても返事はない。構わずに続ける。

「公判が始まる前に、軽く打ち合わせを──」

「……おい、いつ話しかけることを許可した？」

　薄うすく開かれた左目が僕を見据えてきた。あまりの迫力に身が竦すくむ……でも、ここは退しりぞくワケにはいかない。ぐっと堪こらえて前に出る。

「……どうしたら僕のことを信頼していただけますか？　僕はアナタの弁べん護ご神しんです」

「そうだ、キサマはオレ様の弁護神……そしてオレ様はクライアントってワケだ。なら、クライアントの命令は絶対ということだよな？」

「え、ええ、確かにそうですが──」

「命令だ。何もするな」

　……なぜ？　この絶対的な拒絶は……どうして僕を指名したんだ？　このヒトに連なる天てん地ちの理ことわりが、まったく見えない。

「……すみません、その命令は聞けません」

　僕が言えば、オーディンさんの頰ほおがピクリと痙けい攣れんした。

「なんだと？」

「勝手な話ですが、僕はアナタの戦友のつもりでいます。アナタと一緒に戦い、無罪を勝ち取るためにいるんです。なにもせず負けろなんて命令は、とても聞けません」

　オーディンさんが僕をニラんでいる。無機質な赤い光と、冷たい生なま身みの瞳ひとみで。

「負けるなんてどこのどいつが決めた!?　オレ様は罪を犯していない。なら何を弁護する必要がある？　神かみ々がみの庭にわの司法ってヤツは、神しん界かいで最も公正なんじゃなかったのか？」

　胸の奥で苦い想おもい出でが疼うずき、僕は目を伏せた。

「……神々だって、間違えることはあります」

　むしろ、正しいと信じるからこそ間違える。間違っていると思いながら間違うことは、あんまりないだろう。

「モチロン、間違えないコトは大切です。間違えなければそれが一番ですが……」

　真まっ直すぐに顔を上げ、オーディンさんを見つめた。

「……でも僕は、間違えたときキチンと直せるかが、より大切なのではないかと思うんです。そのために僕たち弁べん護ご神しんがいるんだと信じています。アナタはやっていない。ならば僕は、アナタと一緒に真実を勝ち取りたいんです！」

　オーディンさんの表情は変わらなかった。険しさ以外の何も読み取れない。底の見えない暗くら闇やみに石を投げ込んでいるような気分になった。

「……てめぇはバカか？　さっぱり理解できねーな」

　数拍あって、オーディンさんは口を開いた。

「キサマ、何が目的だ？　金か？　心配しなくてもタップリ払ってやる」

　金……？　何を言われたのか一いつ瞬しゆん、理解が及ばなかった。僕が伝えたいのは、そんなことじゃない！　オーディンさんを救うんだ！

「僕は……アナタを救いたい。それだけです！」

　オーディンさんは鼻で笑う。

「はっ、キレイごとばかり言いやがって中途半端野郎が！」

「そ、そんな──ちが」

　僕がなおも言いかけたとき、背後のドアを強めのノックが打ち据えた。

　中途半端──その一言が僕の心に突き刺さった。なにも伝えられず、なにも得られなかった。十分な情報が得られなかったコトも、戦術がろくに立てられていないコトも僕が未熟だったからだ。……それに、なによりも依い頼らい神しんの信頼を得られなかったコトが辛つらい。所長だったら、絶対に依頼者の信頼を得ていたはずだ。

　くそっ……裁判の最大の武器は信頼する心だというのに……。







　　　　　　　　　　　　　†







　スタジオのドアの前には、液晶画面付きのスタンガンみたいな機械を手にした刑けい事じ神しんたちが立っていた。あれは神しん格かくチェッカー、僕ら神々の神格を計るための装置だ。

　神格とは神々を格付けする数値であり、準主神は５００以上、主神は１０００以上が目安となる。本ほん神しんの能力だけではなく、人間界での知名度やどれくらい信仰を受けているかなども計上される。基本的には高いほどエライし強い。

　多くの場合、対象の危険性を推おし量はかるために活用されるが、データベースと照会して本神確認のようなこともできる。神格はそうカンタンには上がったり下がったりしないからだ。まあフツーは封ホウ神シン区など主要な公的機関に入るときでもなければチェックはされないけど、今回は状況が特殊すぎるので用心しているのだろう……

　──ビビビビーッ！　オーディンさんへと向けられたチェッカーが、けたたましいブザー音を響ひびかせた。そういえば以前、菊きく理りさんもチェックに引っかかったコトがあったけど、そのときよりうるさい。

　刑事神さんがすぐに操作して音を止め、液晶画面を覗のぞく。

「……オーディン、神格１８４４……はい、ＯＫです」

　オーディンさんは一いち瞥べつもくれない。せ、せんはっぴゃく……サスガ主神だな……

　続いて僕に向けられたチェッカーは、ウンともスンとも言わなかった。数値を見た検事神さんが、

「ええと……伏フツ羲キ、神格２……えっ!?　２……あ、はい……」

　あの、そんな気の毒そうな目で見るのはやめてもらえませんかね……って、オーディンさんも驚きよう愕がくの表情をしている。怒りと不機嫌以外の表情は初めて見る。

「２、だと？」

「ええ、まあ……」

　オーディンさんは顎あごに手を当てて、

「……カスか、てめえは」

「や、まあ、色々ありまして……」

　曖あい昧まいに返しながらドアを潜くぐれば、照明に輝かがやかしく照らされたセットが僕たちを出迎えた。

　忙しそうにしているスタッフたちに混じって、刑けい事じ神しんたちの姿がある。観覧席は大入り満員だ……いや、今日この日だけは、ここはセットではなく本物の法廷で、あの神々はお客さんではなくて傍ぼう聴ちよう神しんなのだ。『行列』の面々の姿も見える。

　収録中、弁べん護ご神しん団だんが座っていた箱型テーブルのうちふたつに、菊きく理りさんとアルテミスさんが着席している。僕に気付いた菊理さんが、顔を綻ほころばせて小さく手を振った。机の上に乗ったリバイアちゃんが、オーディンさんをチラチラと警戒している。

　スタッフさんに案内され、残るふたつの席に腰を下ろした。観覧席側から見て一番左から、アルテミスさん、菊理さん、僕、オーディンさんという並び。

　セット中央のモニターの前に、とんでもなく豪華な席が設置されていて、裁判長がチョコンと座っていた。クジャクの羽に似た形状の背もたれは電でん飾しよくで飾られている。何かの番組で使われたモノを持ってきたのだろう。その影に隠かくれるようなこぢんまりとした席に、書記官の姿もある。

　後はフォルセティ検けん事じ神しんを待つだけか……と、スタジオ内に刑事神たちの間にピリリと緊張が奔はしった。なにかを感じ取ったか、観覧席の傍聴神たちもざわめきのトーンを落としていく……こっ、この雰ふん囲い気きは……

　入り口のドアが、もったいつけるようにゆっくりと開いた。外がい套とうの裾すそをひるがえし、刑事神たちの期待の視線と、傍聴神たちの好奇の視線を一身に受けながら、その男神は歩いてくる。

　後頭部で束ねられた長い金髪に、目元を隠すゴーグルタイプのサングラス、左手にはカバンを提さげ、右手には白はく銀ぎんの天てん秤びんを持つ。あの天秤は神じん器きで、有ゆう形けい無む形けい様々なモノの重さを量はかり取るという。神の言動の重さや、罪の重さまで……そう、彼が、彼こそがフォルセティ……

　……あれ、なんか違和感……あんなカンジのヒトだったっけ？

　僕がジーッと見ているうちに、フォルセティ検事神はステージに上がり、検事神席に着いた。収録中は芸げい能のう神じんたちのイスがあった場所には、僕らの座る箱型のテーブルと同じものが設置されている。

　フォルセティ検事神は着席し、荷物を置いてひと息つくと、両腕を軽く広げた。

「フッフーン、お待たせしたネ？　始めようか」

　その口調のあまりの軽さに、僕は啞あ然ぜんとした。ズッシリ重苦しい言動はどうしたんだ？　卓上に置かれた天秤も、その口調と同じくらい頼りなく、フラフラと左右に揺れている……って、アレ天秤じゃない!?

　僕は思わず声を張り上げた。これがツッコまずにいられるだろうか。

「なんですか、そのヤジロベー！」

「天秤が調整中だからネ、代わりに持ってきたのさァ！」

　フォルセティ検けん事じ神しんはツンツンとヤジロベーをツツきながら言う……いやいやいや、それって代わりになるんですか!?　カタチだけは似てますが！

「検事神、なにやら雰ふん囲い気きがいつもと違いますな？」

　裁判長の言葉に、フォルセティ検事神は肩を竦すくめ、

「フフッ、イメチェンしたのさァ」

　そんなレベル!?　なんか違和感あるんですけど……！

「なるほど、随ずい分ぶんガラリと変わりましたのう……ま、とにかく揃そろったので、始めますか」

　裁判長はこだわらずに流すと、

「……やァしかし、ワシもこの仕事長いですが、テレビ局のスタジオで公判をするのは初めてです。傍ぼう聴ちよう席せきもいつもより広い……かなり広範囲な公判です！」

「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！」

　ビミョーな空気になったスタジオの中、フォルセティ検事神が一柱ひとりでウケている……本当にどうしちゃったんだ!?　以前は「さっさと始めろ！」とか怒ど鳴なってたハズなのに……

「……フォルセティさま、まるで別べつ神じんのようです」

　さすがに菊理さんも気になったようだ。小声で呟つぶやいた。

「ええ、なにかあったんでしょうか……」

　僕は首をかしげながら返す。入り口で神しん格かくチェックされてるから本ほん神しんなんだろうけど、この変へん貌ぼうぶりはいったい……ハッ！　まさか！

　ひとつの可能性に思い至り、僕は戦せん慄りつした。僕には姉さんがいるんだけど、検察庁で司法長官を務めていて、つまり彼の上司にあたる。姉さんは結構理不尽で、ほんのりサディスト気味なんだ……フォルセティ検事神、まさか姉さんにイジメられて精神が崩ほう壊かいしたんじゃ!?　いやでもなァ、そんなヤワな神じゃなかったような……

　裁判長も自分でダジャレ言っておきながら、戸惑った様子で咳せき払ばらいをした。

「えー……では神しん定てい質問。被ひ告こく神しんは名前と職業を……そちらから」

　裁判長が片手でアルテミスさんを示せば、彼女は胸に手を当てて堂々と背筋を伸ばした。

「あたくしはアルテミス、弁べん護ご神しんをしておりますわ」

「はい、結構です、では──」

「ヴァルハラ財団代表、オーディン」

　さっさとしろと言いたげな刺とげ々とげしい口調で、オーディンさんが答える。

「はい、えー、では……検事神、起訴状の読み上げを」

　裁判長に促されると、フォルセティ検事神はテーブル上の書類を漁あさった。

「フッフーン、ＯＫさァ！　起訴状、起訴状ネ……、……あった、コレだ！」

　……また違和感を覚える。僕の記憶では、フォルセティ検事神の審理は、形式的な段取りを省こうとする先鋭的なものだった。証拠取とり調しらべの冒頭陳ちん述じゆつに、必要な情報を詰め込むスタイルだった。そして、書類を一いち瞥べつすらしなかった。すべて暗記していたのだろう。

　突然決まった公判なのは確かだ。でも、それでもフォルセティ検けん事じ神しんなら……そう思ってしまうのは幻想だろうか。

「じゃあ、いくヨ？　まずオーディン被告から……えー、人気番組『ガイアの夜よ更ふけ』出演のためテレビ局にいた被告は、被ひ害がい神しんと話してその口調のウザさにムカついた……だから収録前の僅わずかな時間に、エルムトタワーの屋上からグングニルを投げてブスリとヤッちゃったんだ！　罪状は殺さつ神じんだネ！」

　観覧席からはオーッという歓声があがったが、僕や菊きく理りさん、アルテミスさんや裁判長はポカーンとしていた……なんだこの小学生が書いたみたいな起訴状は!?

「……い、以上ですか？」

　裁判長が戸惑いながら口にするのに、フォルセティ検事神は自信マンマンで頷うなずく。

「はあ……で、ではオーディン被告、この公訴事実を認めますか？」

「誰だれが認めるか、バカがッ！」

　オーディンさんが一いつ喝かつしたので、隣となりの僕はビクリとし、裁判長も首を竦すくめた。

「は、はいィッ！　け、検事神、続けてください！」

「フゥン、じゃあ次だネ……アルテミス被告だ」

　フォルセティ検事神は書類を眺めながら、

「彼女は収録の前、スタッフに散歩をしてくると告げて、エルムトタワーの十階にフラリと足を向けたんだ。ソコは丁ちよう度ど、被害神を狙そ撃げきできる位置でネ……以前からウザいと思っていた被害神を、お得意の弓矢でヤッちゃったワケ。罪状は同じく殺神だ」

　またぞんざいな起訴状だけど……なんか妙な気迫を感じる。毒液がポタポタしたたるような……背筋がゾクリとする。

「アルテミス被告は、以上の公訴事実を認めますか？」

　裁判長が問えば、アルテミスさんはやれやれといった様子で首を振った。

「認めるわけがありませんわ」

　裁判長はひとつ頷き、

「では、証拠取とり調しらべに移りますか……検事神、引き続き冒頭陳ちん述じゆつをお願いします」

　ムッ……来るか！　僕は身構える。

「フッフーン、ちょっと待ってオクレよ……」

　フォルセティ検事神はカバンから本を取り出し、鼻歌混じりに目を通し始めた……な、なんだ？　肩かた透すかしを食らった僕は、身を乗り出して目を細める……クッ、遠くてよく見えない。僕はド近眼なんだ……

　隣となりから声がした。

「あの本……よくわかる神しん界かい裁判、入門編、と書いてあります」

　よく見えますね菊きく理りさん！

「って、え？　入門書……？」

　フォルセティ検けん事じ神しんほどのヒトがそんな本を読むなんて……なぜ？

「……よしよし、バッチリさァ！　まずは事件の概がい要ようからだネ！」

　フォルセティ検事神は本を閉じて仕し舞まうと、流れるように語り出した。

「被ひ害がい神しんは球体内部で殺されていた。この上にある、あのタマッコロね。凶器は球体ごと被害神を貫いている……でもネ？　ソレらしい音を聞いたって証言がナイんだ。テレビ局のビルって確かに防音はバッチリだけど、さすがに普通の銃じゆう器きなら誰だれかが音を聞いたハズだから、コレは神じん器きでの犯行だネ」

「ふむ、そう考えるのが自然でしょうな」

　裁判長が相あい槌づちを打つ。

「それでまァ、皆サンもご存知だと思うけど、遠えん隔かく攻撃ができる神器ってありふれてるんだよネ。投げると絶対当たる、とか、威力がスゴイ、とかネ。容疑者候補はけっこうイッパイだったんだヨ。そんな中から──」

　左手でアルテミスさんを、右手でオーディンさんを指差し、フォルセティ検事神は口の端をゆがめるようにして笑った。

「お二柱ふたりは見事！　容疑者に選ばれたのさァ……ヤァ、おめでとう、おめでとう！」

　パチパチと拍手している……僕はヤバイと思って咄とつ嗟さにオーディンさんを見たが、彼は顔をしかめて舌打ちをひとつこぼしただけだった。あ、あれ……こんな風に煽あおられたら、もっと激怒するかと思ったんだけど……

「ああたッ！　なにがおめでたいんですの、ヒトをバカにして！」

　金切り声に目をやれば、アルテミスさんが青筋を立てていた……うわァ、あっちが先にキレたか！　左右を爆ばく弾だんで挟はさまれている気分だ……

　フォルセティ検事神はニヤニヤと笑いながら、

「バカにする？　フッフーン……ボクはね、誰かをバカにするコトはかなり得意なんだヨ。ボクが本気でバカにしたら、キミはゆでダコみたいになって、きっとボクを弓矢で撃っちゃうさ……試してみるかァい？」

　アルテミスさんの額ひたいにプチプチと二本ほど血管が増え、全身が震ふるえ始めて……これはかなりヤバイぞ！　と思われたそのとき、

「おそれながら、異議が御ご座ざいますっ！」

　菊理さんが動いた！

「被ひ告こく神しんへの不必要な挑発はお控えくださいまし、そのような意地の悪い──！」

　と、菊理さんの言葉を遮さえぎり、セット外のＡＤさんが激しく両手を振って声を張り上げた。

「あっ、すみませーん！　できれば異議を申し立てるときは、新しく設置したボタンを押してからお願いできますか？」

　なにそのシステム!?　テーブルをもう一度見てみれば、赤と青のボタンの間に、いかにもトッカン作業で取り付けました感のある大きなボタンが。これか……

「えっ……あ、はい……？」

　出で端はなをくじかれた菊きく理りさんが戸惑いながらボタンを押すと、ピンポーンという電子音が響ひびき、テーブルの電でん飾しよくが光り始めた……いやいやいや、クイズ番組じゃないんだから！

「はい菊理弁べん護ご神しん、異議をどうぞ！」

　裁判長、もう適応している……さすがテレビ慣れしてるな……

「あ、はい……ひ、被ひ告こく神しんを挑発するのは、どうかおやめください！　検察側には真しん摯しな態度を希望しますっ！」

　無理やり押し出した菊理さんの言葉に、裁判長は強く頷うなずき、

「ハイ正解ッ！」

　なにが!?　観覧席から拍手が起こる。

「確かに我々は、真摯な態度で審理に臨むべきです。検察側は不必要な挑発は控えること」

　裁判長にクギを刺されると、フォルセティ検けん事じ神しんはもう一度肩を竦すくめた。

「フゥーッ、親しみのある会話をしただけじゃないかァ……ま、イイさ。とにかく、ヤッたのはどっちだろうネ？　コッチかな？　それとも……コッチかな？　さてさてフフーン……」

　左右の指を交互に上げ下げしながらからかうように言うと、右手をグッと上げて、

「よし！　まずはオーディン被告からだァ！」

　うッ、来るか……！　僕は身構えた。視界の隅すみで菊理さんが僕の方を向き、両手コブシで踏ん張りポーズをしている。応援してくれているようだ。

「ミンナ、アスガルドについてはそれほど詳しくないだろう？　ま、そりゃそうだよネ、閉鎖的な土地だからネ。アスガルドを支配しているアース神族っていうのは、あらくれ者の集団なんだヨ。二言目には殺すだの殺さないだの言ってサ、野蛮なヤツラさ、フゥン……」

　……うッ!?　オーディンさんが怒りのオーラを発散させてる！　ちょ、あのフォルセティ検事神、息をするようにアオッてくるぞ！

「そんなアース神族の長なんだから、オーディン被告も気に食わない相手は殺してもイイとか、ワリと本気で思ってるんだよネ。ホントに困ったオヒトさ」

「ふむ……なるほど……」

　裁判長が頷いている。僕ら全員、オーディンさんが警察相手にアバレようとしていた姿を見てるから、説得力があるな……

「で、被ひ害がい神しんのヘイムダルだけど……彼ってアスガルド出身なんだヨ。しかもオーディンとは面識があったんだ」

　……な……な、なな……なあああああああァ!?　ちょ、ちょ、それは……

　驚きよう愕がくのあまりメガネがズレた。思わず隣となりに目を向けたが、オーディンさんは腕組みをしたままムスッとしている。

　なんてこった……公判前に聞いて、作戦を立てておきたかった。僕がきちんと信頼を得られていれば……いや、後悔も反省もまだ早い！　今はしっかり聞いておくんだ……

「ほう、どんな関係だったんです？」

　裁判長が興味を示す。

「ヒトコトで言えば上司と部下だネ。でもそれほど親しかったワケじゃない。ヘイムダルはヴァルハラ財団の守衛をしていたんだ。大会社の社長と、本社ビルの守衛、ってイメージしてくれればイイんじゃないかな」

「ふむ、顔見知り程度だったワケですな」

「そうそう。ヘイムダルはマジメな男だん神しんだったんだけど、マジメすぎて地味だったから、ずっと出世できなくてネ。イヤになって退職して、神かみ々がみの庭にわに来て……運よくテレビ業界で成功できたってワケ」

「マジメで……地味……？」

　僕が呟つぶやくと、裁判長も首をかしげた。

「ワシも何度かお会いしましたが、地味という印象はなかったですな」

　フォルセティ検けん事じ神しんはウンウンと頷うなずき、

「悪い言い方をすれば、彼は都会に毒されたんだ。マジメなヤツほど、一度堕だ落らくしちゃうと歯止めが利きかないモノだからネ……で、そんなヘイムダルが、久しぶりに元雇用主に会ったワケ。こりゃもう、文句のひとつも言いたいよネ？　現に撮影が始まる前、十時前に、共用スペースで言い合う二柱ふたりを見たという証言がある。ヘイムダルの文句を聞いたオーディンがブチキレて、殺しちゃったってワケさァ！」

「ふむう……」

　裁判長が眉み間けんにシワを寄せている……よし、ここは異議の訴えどころだ！　僕は勢いよくボタンを叩たたき、ピンポーンと鳴ると同時に叫んだ。

「異議ありですッ！」

「はい、伏フツ羲キ弁護神！」

　お、おお？　このボタンちょっと便利じゃないか……

「いくらなんでもそれだけで殺さつ神じんに及ぶとは、僕にはちょっと考えられません！」

「ふむ……そうですな……」

　僕の言葉に裁判長が頷うなずきかけたとき、ピンポーン！　突然電子音が割り込んできた……え、誰がボタンを押した？　なんだ、このタイミングで？　視線を巡らせてみれば、ふたつ右隣の席が光っていた。

「おや？　アルテミス被告、どうぞ」

　裁判長に促されると、アルテミスさんは僕を一いち瞥べつした。

「……あたくしは、あり得るコトだと主張しますわ。ああたのような低級の神には分からない感覚かしら？　あたくしたち高こう位いの神々にとって、誇りはとっても大切なんですのよ。十分殺意の理由になり得ますわ」

　うぐッ!?　こ、これは……アルテミスさん、フォルセティ検けん事じ神しんを援護する気だ！　菊きく理りさんがオロオロしている……

「んむ……まァ、キレるポイントは神それぞれですからな。殺さつ神じんの動機として弱い気もしますが、なくはないでしょう」

　クッ、やられた……裁判長がナットク顔になってしまった！　そ、そうか、分かってきたぞ……この公判はバトルロイヤルなんだ……！

　フォルセティ検事神が、どこか楽しげに口を開く。

「フッフーン、付け加えておくとネ、事件前日……つまり昨日の夜だけど、警察にオーディンの犯行を予言するような電話があったんだってサ」

　裁判長が目を丸くして身を乗り出す。

「重大なコトじゃないですか！　誰だれだったんですか？」

「フゥン、残念ながらまだ特定できてなくてネ……でも、二柱ふたりが出会えば殺神が起きるって思ってたヤツが、他に居たってコト、重要だと思わないかい？」

「なるほど、事件が起きても不自然ではなかった、と」

　フォルセティ検事神はパチリと指を鳴らした。

「さすが裁判長、理解が早いネ……動機についてはもうイイ？　じゃあ次は、えっと……」

　あ、またカンニングしてる！

「……ああ、犯行能力の証明をするのか、ＯＫＯＫ……って言ってもサァ、凶器はあのグングニルだヨ？　もうその名前だけで証明されてるようなモンじゃない？」

　ぶっちゃけたカンジに言うフォルセティ検事神。

「い、いやいやいや、そんな乱暴な！」

　僕は慌あわててボタンを連打した。ピピピピピポーン！

「凶器はエルムトタワーの下方から球体に向かって撃ち込まれたハズです！　オーディンさんが屋上に居たなら、下からヤリを放つコトは不可能だったんじゃないですか！」

　僕が激しく追及しても、フォルセティ検事神はニヤニヤ笑いを浮かべたままだった。

「フゥ、そうか、知らない神も多いのか……仕方ない、教えてあげるヨ。グングニルは『狙ねらったエモノは必ず貫き、手元に戻ってくる』というヤリだ」

　裁判長がひとつ頷うなずく。

「有名な伝承ですな」

「うん、でもこの広い神しん界かい、絶対に当たるって銘打たれた武器は数多くあるじゃない？　そんな中でなぜグングニルが最さい高こう峰ほうのひとつと数えられるのか……ホーミング能力を持つ神じん器きには、幾いくつかの種類がある」

　フォルセティ検けん事じ神しんは指折り語る。

「遠えん隔かくで操作ができるタイプや、あらかじめロックオンしておくタイプ、対象の姿を思い描いて撃てば、神器が勝手に相手を判別して襲おそうタイプとか……ま、他ほかにも色々あるけど……さァて！　グングニルはなぜスゴイんでしょうか？　ハイッ！　伏フツ羲キ弁べん護ご神しん！」

「えっ!?　え、えっと……」

　いきなり指名されて僕が戸惑っていると、バギャッという破は砕さい音おんがした。オドろいて目を向けると、ずっと黙だまっていたオーディンさんがボタンを叩たたき壊こわしていた……そんなチカラ入れて押さなくても……！

「いつまで続くんだこの茶番は……」

　オーディンさんは舌打ちをしてから、

「グングニルはな……生きてるんだよ」

「ちょっとオーディン！　キミが答えたらインチキでしょ？　持ち主なんだから、フゥン」

　フォルセティ検事神はニヤニヤと肩を竦すくめ、

「そうだヨ。グングニルは霊れい樹じゆの枝を使って造られた、生きたヤリなんだ。『持ち主の思い描いた軌道のとおりに、持ち主の思い描いた相手を襲おそう』コトくらい、カンタンにやってのけるのサ……うーん、スゴイネ！」

　僕は仰のけ反ぞった。

「そ……そんな……！」

　なんだってアリじゃないか、そんなの！

「フッフーン、『なんだってアリじゃないか』ってカオだネ？　そう、グングニルに軌道は関係ないんだ」

　顔色を読まれたことにショックを受けている場合ではない。う、うぐぐぐ……被告がそんな最強武器を持っていたなんて……なんとか反証を考えなければならないが、天地の理ことわりがまったく不鮮明だった。濃こい霧きりに巻かれている感覚……僕は額ひたいに手を当てて思案する。

「な、なぜか、なにが……ええと……そんな武器があったなら、どうしてわざわざ下から撃ったんですか？　どういう意図で！」

　かろうじて口にしたけど、我ながら苦し紛まぎれだ……

「ん、ウーン、それは……なんでだろうネ！」

　考えてなかったのか!?

　ピンポーン、間かん髪はつ容いれずに電子音が響ひびいた。これは……うげッ、アルテミスさんだ！

「ああた、しっかりなさい！　そんなもの、あたくしに罪を着せるために決まっているじゃありませんの！」

　援護射撃をもらって、フォルセティ検けん事じ神しんが指を鳴らす。

「それだ！　フッフーン、それでどうだァい？」

　い、いやいやいや僕に訊きかれても……！

「あ、アルテミスさま……あの、その……ふ、伏フツ羲キさま……ああ……！」

　菊きく理りさんがオロオロしている。彼女が戸惑う気持ちはよく分かる。僕を助けようとすれば、それはアルテミスさんの不利に繫つながりかねない。依い頼らい神しんを裏切るコトに繫がりかねない。ヘタに動けないのだ……クッ、あのちょっとヘンなフォルセティ検事神だけじゃなくて、ベテラン弁べん護ご神しんのアルテミスさんまで相手となると……

「──もういい」

　短い言葉が、混迷する状況にグサリと突き立った。オーディンさんだ。そのなにもかも投げ捨てるような冷たい響ひびきに、戦せん慄りつを覚えた。このカンジは……

「よ、よくないです！」

　僕は咄とつ嗟さに言った。腰を浮かせて訴えかける。

「どうか、諦あきらめないでください……必ずナントカしますからッ！」

　オーディンさんは鼻で笑った。

「ブザマな野郎だ。冷や汗ビッショリの必死な顔で言われても説得力がねえんだよ」

　慌あわててハンカチを取り出し、メガネを外して顔を拭ふき始める僕をヨソに、オーディンさんは続ける。

「……確かにオレ様のグングニルなら、ヘイムダルを殺害し、殺さつ神じん現場を偽ぎ装そうするコトはカンタンにできただろうがな」

　あ、ああ、そんな……オーディンさん……言ったじゃないですか、やってないって！　僕はアナタを助けたいのに！

　裁判長がゴクリとノドを鳴らす。

「そ、それは、つまり……犯行を認めると？」

「バカが。それはオレ様がグングニルを使えた場合の話だ」

　オーディンさんはチッチッチと指を振った……え……あ、諦めたんじゃ……ないのか？

「……どういう意味ですの？」

　アルテミスさんが眉まゆをひそめて言うのを、オーディンさんは一いち瞥べつし、

「グングニルはあまりにも最強すぎたんだ。そのチカラは広く知れ渡り、警戒されちまった。当然、対処法も考え出された……神じん器きのチカラを発動するには、神しん力りよくを注ぐ必要があるのは知っているな？」

　確かに……僕は以前、自分の身に余る神器を使って、きりぼし大根みたいにカサカサに干ひ乾からびたコトがある。

「臆おく病びような主しゆ神しんどもが制定した神しん界かい平和条約とかいうクソッタレな取り決めのせいで、グングニルには発信機が取り付けられた……発動分の神しん力りよくが注がれたとき、神かみ々がみの庭にわの自衛軍に知らせが行くというモノだ」

　観覧席からオドロキの声が上がった。僕もあんぐりと口を開けていた。

「そ……そんな……聞いたこともありませんわッ！」

　アルテミスさんが金切り声を上げる。

「そりゃあ、そうだろう。これは主しゆ神しん同士で取り決められた、国防上の機密だからな。キサマのような二流の女神には関係のない話だ」

　オーディンさんの言葉に、アルテミスさんの顔が、怒りでカーッと赤くなった。

「し、知らなかった……！」

　裁判長が目を丸くしている……いやいやいや、アナタ主神ですよね!?　ひょっとして裁判長、主神たちの間でハブられてるのか……？

「とにかく、もしオレ様がグングニルを投げていたら、今いま頃ごろ大変な騒さわぎになっている。知能の足りんキサマらにも理解できたか？　オレ様は投げていないと」

　鋭い眼光が対面をニラむ。

「……検事神、何か反論はあるか？」

　水を向けられたフォルセティ検けん事じ神しんへと、スタジオ中の注目が集まった。

「フッフーン……いやはや……」

　フォルセティ検事神は「まいったまいった」とでも言いたげに首を振った。テーブルの上のヤジロベーも、彼の首と似たような動きで不安定に揺れている。

「神じん器きによる犯行は大前提だからネ、これはちょっとムズカしいネ……ちょっと作戦を立て直さないといけない」

　スタジオがざわつく。観覧席の神々だけでなく、刑けい事じ神しんたちも動揺しているようだ。

　こ、これは……乗り切ったのか？　あまりに唐とう突とつすぎて、実感がまったく湧わかない……僕は何もしてないぞ。

「フッフーン、そうだネ、そしたら……考えをまとめる間に──」

　……腰を浮かせた姿勢のままで呆ぼう然ぜんとしていた僕は、再び背筋に冷たいものを感じた。まただ、あの……毒の滴したたるような気配だ。フォルセティ検事神から漂ただよってくる……

　彼の表情からは、敗北の悔しさも、逆転への気き概がいも感じられなかった。得え体たいの知れないニヤニヤ笑いを浮かべたまま、左手を持ち上げる。その妙になまめかしい指先に捉とらえられた菊きく理りさんとアルテミスさんが、ビクリと身構えた。

「みゅうゥン！」

　テーブルの上で大人おとなしくしていたリバイアちゃんが、フォルセティ検事神を威い嚇かくするように鳴いた。

　フォルセティ検事神はニヤニヤと続ける。

「ここはヒトツ、キミたちを攻めるとしよう……準備はＯＫかァい？」







　……矛ほこ先さきを変えたフォルセティ検けん事じ神しんの声の質は、僕の記憶の中にあるものとは似ても似つかなかった。鋭利な刃物の切れ味はなく、代わりにジワジワと染しみ込んでくる毒のようなトリッキーさが感じられた。

「さて、動機を証明する必要は、もうないよネ？　キミは自分で言ったんだから……誇りを汚されるコトは、十分殺意に値するってサァ」

「……っく、そ……それは……！」

　アルテミスさんの表情に焦あせりがにじみ、対照的にフォルセティ検事神の笑みは深まる。

「キミが男嫌いでキツイ性格の女神サマであるコトは、誰だれもが認めるところサ。そんなキミがしつこく言い寄ってくるヘイムダルに対して、どんな感情を抱いだいていたか？　これはもうカンタンに想像が──」

　ピンポーンッ！　心なしか力強く聞こえる電子音が、続く言葉を遮さえぎった。

　ボタンを両手で叩たたきながら立ち上がった菊理さんは、顎あごを上げて真まっ直すぐにフォルセティ検事神を見た。

「被告はそれほど短たん慮りよな方では御ご座ざいません！　殺さつ神じんなど犯すはずがないのです！」

　言葉でもって果敢に挑む菊きく理りさんに、フォルセティ検事神は肩を竦すくめ、

「フッフーン、ナニを根拠に？」

　菊理さんは深呼吸をする。その息は少し震ふるえている。

「……被告は今日の番組に出演した際、罪は罪なので、どのような事情があれ犯すべきではない、という旨の発言をしております」

「確かに、仰おつしやってましたな」

　頷く裁判長に視線を向けて、菊理さんは続けた。

「事件は撮影の前でした。殺神を行った直後の犯はん神しんの台詞せりふと思えますでしょうか？」

「そんなのはキミの……勲くん章しよう？　いや違う……鑑かん賞しよう！　じゃない、ええと……」

　フォルセティ検事神は、またペラペラと本をめくってカンニングし、

「あァそうだ、心しん証しよう！　心証にすぎないんじゃないかァい？」

「はい、わたしの心証です……しかし！」

　菊理さんのピンと伸びた背筋は、ゆるぎない。

「被告は潔癖なほどに法を愛する女神さまです。そのような方が殺神を犯すとは、わたしには信じられないのです！」

「あ、ああた……」

　アルテミスさんはオドロキの表情を浮かべて菊理さんを見ていた。

　フォルセティ検けん事じ神しんはわずかにたじろいだ様子だった。テーブルの上のヤジロベーも、さらにユラユラと不安定さを増した気がした。

「フッ、フーン……まァ、キミがどんなイメージを持とうと無意味サ……彼女には十分殺さつ神じんにいたる理由があった。それは事実なんだからネ」

　……確かに無意味だったかもしれない。でもアレは菊きく理りさんの宣言だったんだ。戦うコトが苦手な彼女が自分を鼓こ舞ぶするための雄お叫たけび……そして同時に、何があってもアナタを信じているから諦あきらめないでと、アルテミスさんを励ますための声……

　フォルセティ検事神は続ける。

「さて……アルテミス被告、キミの弓矢は、確かロックオンするタイプのヤツだったネ？　顔見知りなんだし、ヘイムダルをロックオンするタイミングは幾らでもあったんじゃない？」

「……そうですわね」

　先制攻撃を受けて揺らいでいたアルテミスさんは、菊理さんの言葉で落ち着きを取り戻したようだった。

「フッ、キミは収録前、散歩をすると言ってエルムトタワーまで行った。そこであらかじめロックオンしておいたヘイムダルを撃ち、何食わぬ顔で控え室に戻った……だよネ？」

　フォルセティ検事神の指先が、アルテミスさんに突きつけられる。

「かしこみかしこみ、異議申しますっ！」

　心を絡からめ取るような指先からアルテミスさんを守るように、菊理さんが身を乗り出した。僕をチラリと掠かすめるように一度見てから、

「被告の神じん器きが『ろっくおん』できるのなら、なぜエルムトタワーまでわざわざ出かけて行ったのでしょう？　不自然ではありませんか！」

　ああ、これは……さっきの僕と同じ手か。苦し紛れの僕のときより、意味のある反論になっている……でもフォルセティ検事神、まだ余裕シャクシャクの様子だな……

「フッフ、理由はふたつさ……今日は休日だから、お客さんも多く訪れている。犯行を目撃されにくい場所には限りがあるんだ。関係者以外立ち入り禁止の区域に行く必要があった、それがひとつ。もうひとつは……彼女のお兄さん、アポロン氏の存在」

　えっ、どうしてここでその名前が……

「アポロン氏も、彼女と同じく弓の名手なんだ。ケルムトタワーで犯行を行えば……」

「御お兄にい様さまが疑われかねなかった、と？」

　アルテミスさんが顔をシカめて返すのに、フォルセティ検事神は楽しそうに手を叩たたく。

「ハイ、正解！」

　なるほど、アルテミスさんがアポロンさんを庇かばったというコトか……

「ろっくおん……矢は……そう、矢が見つかっていないのでは！」

　菊理さんが懸けん命めいに食らいつくが、

「アルテミスの弓はネ、グングニルほどではないにせよ、かなり強力な神じん器きなのさァ。その射程は神かみ々がみの庭にわの重力圏を軽々と超えてしまうんだヨ……斜め上に撃てば、宇宙までブッ飛んじゃうのさ！　だから多分、矢は見つからない。彼女は凶器を隠す意図もあって、エルムトタワーの下から撃ったんだ！」

　さ、さすがは神器、トンデモないぞ……！

「……あの、ワシから、ちょっとよろしいですかな？」

　裁判長が口を挟はさむ。

「アルテミス被告はエルムトタワーで目撃されているとのコトですが、そのとき神器は持っていたのでしょうか？　さすがに弓矢を手にしていれば、その証言がセットでなくてはおかしいのでは？」

　フォルセティ検けん事じ神しんは我わが意いを得たりと頷うなずいた。

「凶器なら、彼女は今も持っているよ……ねェ、アルテミス被告？」

　呼びかけに応じるように、アルテミスさんは険しい顔で席を立つと、月光色の髪へと右手を伸ばし、三日月の髪かみ留どめを外した。

「──あたくしは無慈悲な夜の女王」

　囁ささやくように呟つぶやいた……あれは呪じゆ文もんロックか。神器には音声認証のパスワードでロックをかけている場合が多い……瞬しゆん間かん、彼女の手の中で髪留めが光に包まれ、次の瞬間には大きな弓となっていた。曲線を描くフォルムは息を吞のむほどに美しく、同時に少し怖くもある。

　裁判長は眉み間けんにシワを寄せた。

「これは……神器は持ち歩いていた、というコトですな」

「アルテミスさまっ！　なぜ、みすみす！」

　菊きく理りさんが泣きそうな表情で言うのに、アルテミスさんは右手を一振りして弓を髪留めに戻すと、頭に付け直しながら、

「ああた、落ち着きなさいな……うろたえてはみっともないですわ。あたくしが神器を持っていたコトは事実です」

「で、ですが……貴女あなたさまが罪を犯すハズが御ご座ざいません！」

　菊理さんが必死に叫ぶ。

「ああた……厳しいことを言われたのに、あたくしをそこまで信じてくださるのね……」

　アルテミスさんが微笑ほほえんだ。

「分かったわ」

　心細い夜にふと差し込んでくる、一条の光のように。

「貴女を誤解しておりましたわ。ルーキーと聞いて、さぞひどい弁べん護ごをするのだろうと。でも……あたくしの目が間違っていたようね」

　アルテミスさんは対面を凜りんとニラミつけ、

「あたくしを……守ってくださる？」

　菊きく理りさんの小さな背中が震ふるえるのが、この席から見えた。ウッとノドに詰まった感動のカタマリを、無理やり飲み込んだようだった。コクコクと何度も頷うなずきながら言った。

「は、はいっ！　もちろんです！」
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　……動機と凶器の存在が証明されてしまったこの状況は、確かにピンチと言える。でも土ど壇たん場ばで二柱ふたりの間に信頼関係が生まれたコトは、ひとつの希望だろう。左ひだり隣どなりに目を向ければ、腕組みをしたまま目を閉じたオーディンさんの姿がある。すべてを拒むような姿が。

　……僕は腰を下ろしたまま黙だまっていた。菊理さんが懸けん命めいに戦う姿を、ただ見守ることしかしないでいた。ヘタに手を出して、フォルセティ検けん事じ神しんの矛ほこ先さきが再びこちらに向くコトを恐れた……ワケでは、当然ない。

　アタマの中で、ずっと手探りを続けている。濃のう霧むに包まれ、月明かりも差さない暗い道をさ迷い歩いている。欲しいのは天てん地ちの理ことわり、オーディンさんを救い、同時にアルテミスさんを救い得る真実だ……そして、たった一ヶ所だけ、小さなほころびを見つけた。

　アルテミスさんが犯はん神しんではないと仮定すれば、おのずと浮かんでくる疑問──なぜ彼女は、犯行現場の近くにいたのに、犯神の姿を見ていないのか？　それでなくても、何らかの異変に気付かなかったのか？

　だが、今はこれを口にするワケにはいかない。まだ弱々しい真実だから、カンタンな反証でツブされてしまうだろう。この道にはまだ先がある。それを見極めなければ……

　僕はつなぐ。天てん地ちの理ことわりを。菊きく理りさんを矢や面おもてに立たせながら、そのもどかしさに耐えるコトが、今の僕にとっての戦いだった。

「フッフーン、キズナを深めて共同戦線かァい？　でもちょっと遅かったかもネ、残るはアリバイだけなんだから……ま、遠慮なくヤらせてもらうヨ」

　フォルセティ検けん事じ神しんは余裕の表情だった。険しい表情のアルテミスさんを指差し、調子よく語り始める。

「カノジョは犯行時刻に、犯行現場と思われる場所で目撃されている。散歩をしていたと証言しているんだケド……これってフツーに考えておかしくないかなァ？　わざわざ用事もないのに、隣となりのビルまで行くゥ？」

「わたしとて、考えごとをしながら歩いておりますと、つい隣町にたどり着いてしまっていることが御ご座ざいますが！」

　菊理さんが必死に反論するが、『嚙かみ付く』という印象には程遠く、『じゃれついてる』くらいの弱々しさだった。

「フフッ、それはキミがボンヤリさんだからさァ……カノジョは本番前の忙しいときだったんだヨ？　そんなときにウロウロするゥ？」

「うっ……わ、わたしとて、本番前は緊張のあまり廊ろう下かをウロウロしておりましたが！」

「キミはテレビ慣れしてないけど、カノジョはプロだヨ？」

「ううっ……で、ですが……！」

　菊理さんは、パンチドランカーのボクサーみたいにフラフラだった。彼女は本来、綿密な調査をして作戦を組み立てるタイプで、こういう泥どろ仕じ合あいには慣れていない……

「──もうよろしいですわ、菊理さん……」

　アルテミスさんの言葉に、菊理さんはハッとして顔を向けた。

「あ、アルテミスさまっ!!」

「諦あきらめたのではないわ、そんなカオはしないでよろしくてよ……裁判長、本当のコトを言いますわ！」

　アルテミスさんの気迫に応じて、裁判長の表情にも緊張が奔はしる。

「で、では、やはり、散歩というのは？」

「ええ、ウソですわ」

　アルテミスさんは目を細めて、菊理さんを見た。

「……これはあたくしが絶対に言いたくなかったコト。そして、先に言っておきますが、言ったところでおそらく何も事態は好転しません……でも、ああたに隠かくしごとはやめます。ああたはあたくしの弁べん護ご神しんなのですもの」

　アルテミスさんは前を向くと深呼吸し、一いつ瞬しゆん詰まってから、無理やり言葉を押し出した。

「あ、あたくし……トリふねっしーに会いに行っていたのですわっ!!」

「……、……え？」

　菊きく理りさんの啞あ然ぜんとした声は、スタジオ中の空気を代弁していた。

　なに？　今なんて言った……？

「あたくし、実は……ゆるキャラに目がないんですのっ！　大ファンなんですのよ！　今だってリバイアちゃんが気になって気になって……しかたないんですの！」

「みゅ……？」

　リバイアちゃんが首をかしげている。

　真っ赤にした顔を片手で覆おおい、アルテミスさんはブツブツと、

「……あ、ああ……ああ！　もう、最悪ですわ……よりによって伏フツ羲キ弁べん護ご神しんの前で……ああた、おかしいとお思いなのでしょう？　さあ、お笑いなさい……存分にお笑いなさいな！」

　思いっきり指差され、僕は戸惑う。

「いや、あの……なんで、それ……隠かくすほどのコト、ですか……？」

「コトですわ！　クールで知的な女神たるこのあたくしが、かわいいモノが好きなんて、言えるワケもありませんでしょう！　イメージというモノがあるのです。自宅はゆるキャラとぬいぐるみだらけなんて……口が裂けても言えませんわ！」

「言っちゃってますよ！」
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　法廷での立場を悪くしてまで言いたくないなんて、プライド高すぎでしょ！　ちょっと理解が及ばない……って、あ、あああああーっ!?　ヤバイ、せっかくまとめてた天てん地ちの理ことわりが全部フッ飛んじゃった！

　アタマを抱える僕をヨソに、なんとか戸惑いの渦うずから復帰した裁判長が口を開く。

「もう少し詳しくお願いできますかな？」

　アルテミス弁べん護ご神しんは咳せき払ばらいをし、

「……ゆるキャラ選手権という番組の収録がエルムトタワー十階の大スタジオで行われていたので、あたくし、コッソリとノゾキに行ったんですの……トリふねっしーちゃんが遅刻しているとかで、しばらく待っても来なかったので、渋々控え室に戻ったんですわ……」

「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！　なァんだ、そんなコトだったのか！」

　フォルセティ検けん事じ神しんは大笑いした。

「いやァ、正直ホッとしたヨ。もっとメンドウなコトを言うかと思ってたからネ……キミは犯行現場の近くにいたコトを自分で証言したダケじゃないか！」

　アルテミスさんは悔しそうに目を伏せる。

「……ごめんなさいね、菊きく理りさん……何か、ああたのチカラになればよかったのに」

　消沈の言葉に、菊理さんは首を振って前を向いた。

「……いいえ、力なら、いただきました」

　急がなければ……僕はとっ散らかったアタマの中を整理する……ええと、どこまで考えたっけ……そう、アルテミスさんが弓矢を手にして犯行現場に行ってトリふねっしーを射殺……いやいやいや、違う！　トリふねっしーがあの激しい動きで、アルテミスさんを誘惑して……違ーう！

「──さあ、裁判長！　そろそろ決着じゃないかァい？」

「むゥ……そうですな……」

　フォルセティ検事神の言葉に、裁判長が眉み間けんにシワを寄せる……と、

「かしこみながら、異議が御ご座ざいますっ！」

　菊理さんが凜りんと声を上げた。その横顔、瞳ひとみには、死し地ちに向かう覚悟があった。

「被告がスタジオ近くで犯行を行ったとおっしゃるならば……どなたかが呪じゆ文もんロック解除の声を聞いていてもおかしくないのではありませんか！」

「フッフ、言ったはずだヨ、テレビ局のビルは防音はカンペキだって」

　フォルセティ検事神が片手の指で振り払う。

「うっ……で、では……そう、矢が貫通したのなら、さすがに下にいらした誰だれかが気付かなかったのでしょうか！」

「これがフツーの武具での犯行なら、そうだろうネ。でも凶器は神じん器きだった。神器の破壊力なら、スポンとコルクの栓でも抜くみたいに物体を破壊できる。それは逆に、カノジョ以外の誰にも不可能だった理由にならないかい？」

「ううっ……そ、それでも、犯行の決定的な証拠は、ないのでは……ええと……！」

　菊きく理りさんはなんとか先に続けようとしていた。諦あきらめたくないと願いながら、その手立てが分からないままもがき続ける。

「さァね、それは裁判長の判決次第さァ……でも、ええと、何て言うんだっけ……そう、状況証拠？　けっこう揃そろってるよネ？」

　フォルセティ検けん事じ神しんは、やさしく言葉を続ける。そのやさしさは薄うすっぺらで、すぐ裏側には優越感と嗜し虐ぎやくの心が隠かくれていた。

「諦めなヨ、もう……これ以上どうするんだい？　変えようのない事実なんだヨ……アルテミスが凶器を持っていたコトも、カノジョが凶器の発射地点に居たこともネ！」

　……そうだ。アルテミスさんが現場に居たコトは、変えようがない。トリふなっしーに会いに行ったという言葉には信しん憑ぴよう性せいがある。どちらにせよ、それは変えようのない事実なんだ……では、そう……なぜだ？　なぜ彼女は……目撃者ではないのか？

　変えようが、あるのは……

「い、いや……いやです！　アルテミスさまがわたしを信じてくださったのに、せっかく……やっと……！」

　首を振りながら呟つぶやく菊理さんの横顔が、ひとつぶのナミダを浮かばせたとき、

「──天てん地ちに理ことわり」

　僕は立ち上がりながら、あらん限りの声で叫んだ。

「我に異議ありッ!!」

　そのしずくが、こぼれてしまう前に。

　ざわめきがスタジオを揺さぶり、無数の視線が突き刺さる感覚を覚える。

「伏フツ羲キさま……？」

　僕はメガネを押し上げると、菊理さんに目を向けた。

「すみません、ずっと一柱ひとりで戦わせてしまって……アナタの想おもい、お預かりしてもいいでしょうか？」

　菊理さんは、呆ぼう然ぜんとしていた顔をきゅっと引き締めて、こくりと首を頷うなずかせた。

「わたしの想おもいは……ずっと、伏羲さまにお預けしております！」

　フォルセティ検事神がたじろいでいる。ヤジロベーがフラフラと揺れる。

「な、なんだい弁べん護ご神しんクン……キミは関係ないだろ？」

「関係はあります。弁護神が法廷に立つ以上、真実を追わなければいけない！　それがきっと、依い頼らい神しんを救うコトなんです！」

　僕が言い放ったとき、

「……おい」

　凄すごみのある声が、左ひだり隣どなりから飛んだ。

「キサマはオレ様の弁べん護ご神しんだろう？　勝手なマネをするな！」

　ニラみ上げてくる眼光に、怖おじ気け付きそうになる心を、なんとか奮い立たせて返す。

「大丈夫です！　この真実は、アナタの不利になるコトはないハズですから！」

　依い頼らい神しんを自分の手で危き地ちに立たせるような選択肢なら、選びはしない……これなら二柱ふたりを救える。だから僕は立ち上がったんだ。

「アナタは、その……真実とやらを、見つけたのですか？」

「はい！」

　裁判長の言葉に頷うなずくと、僕は背筋を伸ばした。

「検察側の主張どおり、アルテミス被告が凶器を携帯してエルムトタワーの十階にいたコトは、変えようのない事実です。この上で、もし、彼女が犯はん神しんではないと仮定すると、奇妙な点がひとつあるんです……なぜ彼女は犯行を目撃していないのでしょう？」

「そ、そりゃあ、カノジョが犯神だからさァ！」

　フォルセティ検けん事じ神しんの言葉に首を振る。

「仮定ですよ、フォルセティ検事神。その場合、可能性はひとつしかない……」

　僕はコンマ一秒で覚悟を決める。言葉を放つ寸前に、この真実と共に戦う覚悟を。

「──犯行現場が、違う場所なんです」

「な……なんですと!?」

　裁判長が目を丸くする。当惑の空気がスタジオに滞たい留りゆうする……その中で僕は見た。フォルセティ検事神が殴られたかのように身を震ふるわせるのを。ヤジロベーが激しく揺れている。

　裁判長が片手を小刻みに振る。

「いやいや、それはないでしょう！　だって、凶器の射線の基点が……」

「そこです裁判長！」

　僕は勢いに任せて言葉を紡ぐ。

「あの球体を貫いた軌道が明らかだったからこそ、検察側は凶器を放った場所を特定できました。逆を言えば、球体を貫いた軌道がまったく違っていたのなら、その場所もまた違うというコトになります。それはつまり……」

　核心を舌に乗せて──放つ！

「──あの球体は、回転するんですよ」

　おそらく、という言葉は心の中だけで付け足した。検証は当然していない。

　観覧席がザワザワと騒さわがしくなるのに、裁判長は木き槌づちを打とうとして、手元にないコトに気付き、しかたなさげにボタンを連打した。ピンポンピンポンと電子音が鳴る。

「はい静せい粛しゆくに、静粛に！　一応こちらは法廷ですので、静かに！」

　ある程度静まるのを待って、僕は続ける。

「一般公開はされていないそうなので、ご存知の方はあまりいらっしゃらないとは思いますが、あの球体は四方にトビラがあるというフシギな造りなんです。二枚は通路と連結しているけれど、もう二枚は開けると落ちちゃうんですよ」

「それは、オマタが冷たくなりますな……」

　裁判長へと頷うなずき、

「ヒンヤリしますね……でも、あの球体が回転するなら、あの危険なトビラの意味も分かるんですよ。あれは半回転したとき、前後の通路と連結するのだと思われます。あの球体はおそらく、設計段階では展望室かナニかだったんじゃないでしょうか！」

「フゥム……もしそうだとすれば、ええと……凶器の基点は四つに増える？」

　僕は首を振る。

「いえ、回転している最中に射抜かれた可能性も考えれば、無数に増えると思います」

　これなら屋上に居た上、グングニルを使えなかったオーディンさんも犯はん神しん像から外れる。この真実ならば、きっと……二柱ふたりを助けられる。

「なるほど……でもソレ、アナタの推測ですよな？」

　ギクリ！

「え、ええ、まあ……それはその……」

「やはり！　またアナタはそうやって、突とつ拍ぴよう子しもない推理で審理を進めようとなさる！」

　裁判長が渋じゆう面めんになったとき、観覧席から大声が響ひびいた。

「それ聞いたことあんで、マッちゃん！」

　神の波の中から、ヒラヒラと手が突き出して揺れている……あれはバッカスさんだ！

「なッ……バッちゃん！」

「ダテに長いこと芸げい能のう神じんやっとらへんで！　あれなァ、元々展望室のツモリで造ったけど、いざ出来上がってみたら思ったより不便やったから、使い道変えたらしいねん！」

「な、ななな……なんでそれを早く証言しなかったんですか！」

　裁判長の言葉に、バッカスさんの声が返る。

「すまんなァ、忘れとってん。昔チラッと聞いただけのハナシや」

　と、続いてもう一本、真まっ直すぐに腕が突き上げられる。赤い布でグルグル巻きになっているアレは……アポロンさんか！

「遥はるか時の彼方かなた、かすかに根付くこのメモリー……キミに届けよう今」

　小さな手と、エロティックな指先も突き出す。

「なんかよくわかりませんけど、ぼくも聞いたことある気がしまーすっ！」

「アタシもォーン！」

　あれはナタク君とアメノウズメさんか……芸能神たちが背中を押してくれているんだ！　よし、この流れなら……！

「──は、ハ、ハイィィィィーッ！」

　突とつ如じよ、ずっと黙だまっていたフォルセティ検けん事じ神しんが身を仰のけ反ぞらせて奇声を発したので、僕はビクッとした。

「残念だけどォ、ここで時間切れだァーッ！」

「え、な……なにが……？」

　戸惑う僕をヨソに、フォルセティ検事神は、全身を振り絞るようにしてビシリと左手で裁判長を示した。

「それでは、裁判長にお答えいただきましょう！　この公判、悪いのは、誰だれッ？」

　問われた瞬しゆん間かん、スタジオ内の証明が暗くなった……と同時に、裁判長の座る豪華なイスの電飾が一斉に点灯する。な……なんだよ、この演出！　スタッフと打ち合わせしてたのか！

「え、あ、な……なんですかコリャ!?」

　裁判長もオロオロしている……と、なにやら気を急せかすようなアップテンポなＢＧＭが鳴り始め、背もたれの電灯が一本ずつ消えていく……

「え、あ、あの……え、判決？　判決するのコレで？　今？　え、あ、ちょっと！　早いですコレ、消えるのが早い！」

　最後の一本が消える寸前、テレビ慣れしちゃってたのが災いしたのか、裁判長は半なかば以上言わされるカタチで叫んだ。

「あ、む、無罪ッ！　ムザイです、二柱ふたりとも無罪ッ!!」

　途と端たんに灯ともるスタジオの明かり、同時に炸さく裂れつ音おんと共に紙かみ吹雪ふぶきが舞い散る。観覧席からウワァーッという歓声が上がる……なんだコレは!?　なんなんだ……！

「オォウ！　裁判長、無罪の決め手は？」

　フォルセティ検事神がニコヤカに問い掛けるのに、裁判長は戸惑いながら、

「え、いや……推定無罪が原則ですからな、疑わしいモノは基本的には罰さないという……ここは新たな事実が判明したので、本来なら再調査が妥当かと……」

「はいッ、ありがとうございました！　さあ皆サン、勝利を勝ち取った弁べん護ご神しんと、被告のお二柱ふたりにもう一度盛大な拍手を！　はい、パチパチパチィ！　おめでたいなァー、今度こそ本当におめでたいよネ！　いやァ、負けちゃったなァー、こりゃまいった！」

　ペラペラと口を動かしながら、フォルセティ検事神はセッセと荷物を纏まとめると、飛ぶようにステージから走り去っていった。あまりにも鮮やかな去り際ぎわだった。

　テーブルの上には置いていかれたヤジロベーがポツンとさみしげに揺れていたが、すぐにパタリと倒れてしまった。

　勝利の余韻もなにも、あったもんじゃない。僕も菊きく理りさんも、歓声と拍手に包まれながら、ただただ、ポカーンである。狐きつねにツマまれたような、ペテンにかけられたような感覚だけが残っていた。

　……しかし、呆ぼう然ぜんとする僕のアタマの中で、ひとつの天地の理ことわりが結ばれつつあった……あのフォルセティ検けん事じ神しんは確実にニセモノだ！　本物はあんなに適当じゃない！

　確かに本物のフォルセティさんは強いし、被告を有罪にするためなら強弁だって振るう。でも……なんていうか、あんな逃げ方だけは絶対にしない。真実をケムにまくようなことは、絶対にしない。今日のフォルセティ検事神は、真実を追及しなかった。

　一体何が起きているのか？　こりゃ、調べてみる必要が、ゼッタイにあるぞ！













　　三章　会いたいときに女神はいない







　立ち並ぶ高層建築群が風を生み、僕と菊きく理りさんの衣服をはためかせていく。

　ここは千チ代ヨ神ガミ区神カミヶガ関セキ、公的機関の庁舎が立ち並ぶ中央官かん衙が地区である。ほとんどがオカタい雰ふん囲い気きの建物の中にあって、おやだまみたいに強烈な威圧感を放つビルがひとつ。夕暮れにはまだ早い、中だるみしたような西日を受けてそびえている。神かみ々がみの庭にわ二十三区の司法の要かなめ、『神しん界かい最高検察庁』の威容であった。

「こちらへ参ると、いつも緊張いたしますね……」

　ロビーへの階段をのぼる途中、菊理さんはゴクリと唾つばを吞のみ、心なしか劇画タッチな顔付きになりながら言った。巻物に乗ったリバイアちゃんも劇画調になっているが、あれは多分マネしてるだけだ。

「閲えつ覧らん請求で何度か来てませんでしたっけ？」

「はい、でもさっぱり慣れません……いつもどきどきします」

「まあ気持ちは分かります……」

　僕の場合は、菊理さんよりもう少し個こ神じん的てきな原因かもしれないが……姉さんという……

　言葉を交わしながら、入り口の自動ドアをくぐる。

　ヒッテレでの公判後、刑けい事じ神しんたちに確認してみたところ、あのヘンテコなフォルセティ検けん事じ神しんの神しん格かくは７７４、この数字はデータベースと一致しているそうだ。

　刑事神たちは憤ふん慨がいしていた。検察にとっても難度の高い案件だったのは確かだが、それでも最後まで戦い抜いてくれると信じていたのだろう。「あんなの、フォルセティ検事神じゃないでアリマスッ！」と、アヌビス刑事神も憤ふん慨がいしていた。あれがニセモノだとするなら、どうやって神格チェッカーをごまかしたのか気になるところだ。

　すぐ検察庁に電話を入れ、フォルセティ検事神について訊たずねてみたが、まだ戻ってきていないとのコトだった。続けて姉さんにも電話してみたが、どうしてかつながらなかったので、こうして直接やって来たのだ。

　日曜日だというのに、玄関ロビーにはいかめしい顔の神々が行き交っている。僕は一度立ち止まり、スマイルをキッチリと装着してから、受付カウンターに向かった。

「すみません、ワタクシ、弁べん護ご神しんの伏フツ羲キと申しますが……」

「はい、証拠の閲覧請求でしょうか？」

　お、おお？　検察庁の受付というと、笑顔で刺してくるタイプのウルズさんが印象深いので警戒していたが、やさしげな女神さんだ。僕は流行には疎うといが、かなり今風なんじゃないか？　と思えるファッションに身を包んだ、金髪の女神さんだった。スーツ姿じゃないというのがちょっとオドロキだ。

「ああ、いえ……司法長官に会いたいんですけど、取り次いで頂けますか？」

　僕が言った瞬しゆん間かん、女神さんの顔がわずかにこわばるのが見えた……なんだ？　なんか前にもこんなコトがあったような……僕の心にムクムクと不安の雲が広がる。

「……失礼ですが、どういったご関係でしょう？」

「ええと、弟なんですけど……」

　検察のトップと一いつ介かいの弁べん護ご神しんが姉弟きようだいというのは、各所にいらぬ疑いを与えかねないので自分から明かすことはあまりないけど、ヒミツというワケでもない。

「──ベルザンディ、私が応対します」

　ウッ!?　奥からウルズさんが出現したぞ！　ていうかベルザンディ……そうか、彼女がウルズさんの妹さんか。

「あ、お姉ちゃ……ウルズ！」

　ベルザンディさんは、つい出てしまったらしい、親しみのある呼び方を吞のみ込んだ。

「少し席を外します……お二柱ふたりはこちらへ」

　ウルズさんは僕と菊きく理りさんを手招きしながら、カウンターから出てくると、奥の廊ろう下かへと進んでいく……僕と菊理さんはビクビクしながら後に続く。

「ど、どちらに向かっているのでしょうか……」

　菊理さんが小声で言う。

「分かりません……まさかこのまま逮たい捕ほなんてコトはないでしょうけど……」

　僕が答えたとき、ウルズさんが立ち止まって振り向いた。そこは廊下の途中、自販機の並んだ購買スペースだった。

「されたいんですか？　逮捕」

　ニッコリ笑顔で言われ、僕と菊理さんはギクリとした。しまった聞こえてた！

「い、いえ、全然されたくないです！」

　僕が両手を振りながら言うと、

「そうですか。ヤマしいコトがないなら、堂々としていてください……なにか飲まれます？」

「い、いえ、ケッコウです」

　ウルズさんは銀の髪をかき上げると、表情から笑顔を消した。

「……貴方あなた、長官の弟さんなんですってね？」

「ええ、まあ……」

　ウルズさんは菊理さんへと目を向け、

「そちら、菊きく理り姫ひめさんでしたっけ？」

　菊理さんはピョンと背筋を伸ばした。

「は、はい、然さ様ようです！　ヒメは尊そん称しようですので、どうぞ省はぶいて下さいませ！」

「以前、伏フツ羲キ弁べん護ご神しんと一緒に来られましたね。覚えています……私からお二柱ふたりにお話ししたいことがあります」

「なんでしょう？」

　菊きく理りさんが首をかしげるのに、声をひそめて続けた。

「……今日お二柱は、フォルセティ検事神とお会いしましたよね？」

　僕が頷うなずけば、さらに顔を寄せてきて、

「……どう思いました？」

　その口ぶりで、何を言わんとしているかが何となく分かった。

「やっぱり、ウルズさんもおかしいと思ったんですね！」

「ええ……お二柱が来るとすれば、その件だと思っていました」

　ああ、よかった……ひょっとしたらフォルセティ検けん事じ神しん、時々ああいうヒトなのかもしれないとチラッと思ってたけど。

　ウルズさんは不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを寄せ、

「あんな軽い男だん神しんが、フォルセティ様であるハズがありません。私のフォルセティ様はもっと重苦しくて、毎日楽しいコトがひとつもなさそうにムスッとしているヒトですから」

　あんまりホメてないですね、それ……いやそれより……

「わ、私の……フォルセティ様？」

　僕が目を丸くして言うと、ウルズさんは赤らめた頰ほおに手を当てた。

「ファンなんです……いけませんか？」

　ギラリとニラまれ、僕は慌あわてて首を振る。

「い、いえいえちっとも！」

　ウルズさんはため息をつき、

「神しん格かくが同じだと皆さん言いますが、被かぶることはたまにありますからね。私の目はごまかせません。あの男神、次見つけたら……、……おっと、失礼しました」

　セリフの途中でブワッと流れ出した黒い殺気に、思わず手を取り合ってガクガク震ふるえる僕と菊理さんを一いち瞥べつし、ウルズさんはニッコリ微笑ほほえんだ。まったく取り繕つくろえていない……

「さて……それで、ここからが本題です。先週の金曜日、つまり一昨日おとといですが、長官が休暇を取りました」

　僕は目を丸くする。

「えっ？　姉さんが休暇？」

　逆の意味で仕事とプライベートの区別がついていないと囁ささやかれる姉さんが？　司法の永久機関、検察庁の心しん筋きんとアダ名される姉さんが？

「休暇理由は旅行、期間は一週間。行き先は誰だれも聞いていませんが、そのスジからの情報によれば、どうもアスガルドに向かったらしいです」

　どんなスジなんだろう……彼女の情じよう報ほう網もうには空恐ろしいものを感じる。しかし、あの姉さんが旅行とは……まあ、姉さんだってフツーの女神だから、たまには『ガンバッている自分にごほうび、大人の休日！』するのかも知れないけど……アスガルドってのが妙にタイムリーで引っかかる。だいたい、あまり旅行客が行くような土地じゃない。

　電話に出ないのは、旅行を楽しんでいるから？　いや、それはおかしい……ワーカホリックな姉さんのコト、休暇中は普ふ段だんより余計に連絡に過敏になるハズだ。

　ウルズさんは軽く目を伏せて、

「その翌日の土曜日、つまり昨日、フォルセティ様もなぜか突然休暇を申請し、そのまま姿を消してしまったそうです。申請理由は里帰りとのコトでした」

　里帰りってコトは、彼もアスガルドに！

「そして今日、十三時過ぎにふと登庁してきたかと思えば、あんなカルい男だん神しんになっていたというワケです」

　なるほど、流れは分かった。何かただならぬコトが起きているのは確かみたいだ。いったい何が……僕が思案の浅あさ瀬せにもぐり始めていると、

「ウルズさまは、なぜわたしたちの調査に協力してくださるのです？」

　菊きく理りさんがふと訊たずねた。

　ウルズさんはジッと僕を見つめて、

「少し前、長官が言っていました。伏フツ羲キ弁べん護ご神しんは疑わしいと思ったコトにはツッコまずにはいられない性格だと。貴方あなたならあのニセモノの真相を突き止めてくれるのではないかと思ったものですから」

　いやいやいや、裁判長もそんなコト言ってたけど、僕ってそんな積極的な性格じゃないと思うんですが……

「お、おおっ！」

　菊理さんは目を輝かがやかせ、両手のコブシをぐっと握にぎった。

「おっしゃる通りで御ご座ざいますっ！　神しん界かいにはびこるあらゆる欺ぎ瞞まんを許さず、すべての虚きよ飾しよくを取り払い、真実を追い求める最高の弁護神……それこそが伏羲さまです！　ねっ、そうですよねっ！」

　彼女の中で僕という存在は、いったいどこまで高まっていくのか……こんなキラキラまなこで見つめられたら否定しづらい……

「ま、まあ、そう……なんですかね……？」

　僕が若じやつ干かん傾きながら返すと、

「では、宜よろしくお願いしますね？　サイコウの弁護神さん。私のフォルセティ様のために」

　サイコウの、のあたりにアクセントを付けて、ウルズさんが言ってきた。

　うーん、まあ姉さんのコトも気がかりだからな……あのヒトがピンチに陥おちいるというのは、あまり想像できないが……

「はあ、分かりました。いただいた情報を元に調べてみます……」

　テキトーに……と付け加えようとしたとき、ウルズさんは満面の微笑ほほえみを浮かべて、

「手抜きはしないでくださいね？　もしテキトーな調査なんてしようものなら……」

　僕は背中を思いっきり叩たたかれたみたいに、背筋をピンと伸ばした。

「ち、チカラいっぱいやらせていただきますッ！」







　　　　　　　　　　　　　†







　そんな具合に意気込んで──というよりはまあ、意気込まされて、か──検察庁を後にしたものの、他の文化圏に向かった旅行者の足取りを探るのって、どうすればいいんだ？　探偵や興信所の職員なら、色々とアテもありそうだけど。

　去り際ぎわにそっと渡された、フォルセティ検けん事じ神しんの個こ神じん情報書類が入っているという大封筒を手に、ひとまず事務所に戻ることにした。なぜウルズさんがこんなモノを用意できたのか、あまり考えない方がよさそうだった。なんというか……うん、ファンだったんだろう。

　時刻は十六時過ぎ、朝から色々とありすぎて、時間の流れが遅く感じる。手狭な事務所に戻れば、さっきまできらびやかなステージライトに照らされていたコトが、まるで夢だったように思える。

　さてどうするか……とりあえずデスクに座り、パソコンを立ち上げた。サーチエンジンでアスガルドについて検索してみると、すごい量のヒット件数があった。オーディンさんが平和サミットへの出席を表明したのが原因らしい。あちこちでけっこう盛り上がっている。神しん界かい平和への大きな一歩、新たな秩序への躍やく進しん……ふむふむ。

　オーディンさん、か……あの後スゴく不ふ機き嫌げんになって、アイサツすらなしに去って行ってしまった。それまでの態度がフツーに思えるほどの、近寄りがたい雰ふん囲い気きだった。一応連絡先は交換してあるが、弁べん護ご神しんとしてショックなのは、最後まであのヒトの気持ちが分からなかったコトだ。今いま頃ごろはもうアスガルドに帰ってしまっただろうか……

「──伏フツ羲キさま」

　思考に耽ふけっていたところ、呼び掛けられて顔を向けた。

「お仕事中失礼します、よろしければ、お召し上がりになりませんか？」

　かっぽう着姿の菊きく理りさんが、どんぶりをふたつ乗せたおぼんを手に微笑んでいた。「お母さん」と呼びかけたくなるような風ふ情ぜいがあった。同時に、鼻び腔こうをくすぐるダシの香り……体の真ン中で、カラッポの胃がキュッとちぢまるのを感じた。そういえばお昼食べてない。

　僕は思わず叫んだ。

「う、うおっ！　タマゴとじうどん！」

　しまった、あまりに子どもっぽい反応だったかと思わないでもなかったが、胃袋を摑つかまれた今、そんな理性は無む駄だな抵抗だった。慌あわてて腰を浮かせ、どんぶりとハシを受け取る。

「すみません、ありがとうございます！」

　菊きく理りさんはちょっとマユゲを下げ、

「もっとちゃんとしたものをお造りしたいのですが、事務所にあまり食材がなくて……」

「いやいやいや、僕、三食コレでもいけますよ！」

　これホントにウマイんだよな……ときタマゴ入れただけの素うどんなのに、何か神しん力りよくを使っているのではないかと思うほどウマイ。ゆずの皮の風味がサワヤカなんだよな……

　と、来客用ソファーで寝ていたリバイアちゃんが飛び起き、ててて、と駆け寄ってきた。

「みゅん！　みゅん！」

　菊理さんの足にじゃれついている。

「あらあら、リバイアちゃんのも、今あげますからね」

　菊理さんはもうひとつのどんぶりを自分のデスクに置くと、パタパタとキッチンに駆けて行き、手て桶おけと２リットルペットボトルを持ってきた。

　手桶を床に置き、ドボドボと透明な中身を注そそぎ始める。あれは市販のミネラルウォーターだ。水の神しん獣じゆうであるリバイアちゃんの主食は水なのである。元の飼い主だったイフリートさんがかなり甘やかしてたらしく、水道水はイヤらしい……ゼイタクなヤツだ。

　僕はズルルとうどんをすすりながら、菊理さんに語りかける。

「なんかスミマセン、休日なのにすっかり付き合ってもらっちゃって……」

　菊理さんはかっぽう着を脱ぎ、対面のデスクに腰を下ろしながら、

「そのようなこと、どうか仰おつしやらないでくださいまし。おやすみの日にも伏フツ羲キさまとご一緒できることを、心こころ嬉うれしく思っておりますから……」

　僕は愕がく然ぜんとした。なんて癒いやし系なんだ！　どう育てばこんな風に？

「いやしかし、なんだかトンデモない週末になってしまいましたし……」

　僕が続ければ、菊理さんはしみじみと、

「放送局での公判は驚おどろきましたね……でも、伏羲さまのおかげで無罪を勝ち取れましたから！　アルテミスさま、伏羲さまのことを見直したと仰られておりましたよ。わたしも鼻が高かったです」

「かなり苦しまぎれでしたけどね……」

　そんな会話を交わしつつ、窓から差し込む午後の光の中、うどんをズルズルしながらモニタを眺ながめていると、あるひとつの画像が目に留まった。

　新聞社のニュースサイト内、アスガルドについての特集記事。その写真は、平和条約締結時の講和会議での一枚らしかった。主しゆ神しんたちが並ぶ卓に、ムスッとした表情で腰を下ろすオーディンさんの姿がある……なんだ？　なにかが引っかかる……天てん地ちの理ことわりがざわついている。

　マウスをクリックして拡大してみる。オーディンさんの背後には、部下とおぼしき数名の神が並んでいる。そのうちの一柱ひとりの男だん神しんに、なんだか見覚えがある気がする……目を細めて眺ながめながら記憶を漁あさっていた僕は、ふいにアッと叫んだ。

「こッ……これは、確か……ええと……！」

　あのホラ！　ゼウスさんの秘書だった……ああ、そうだ、トールさんだ！　以前チラッと会ったきりだったから、思い出すのに時間がかかったけど、このブ厚い胸板にシブい顔立ち、間違いないぞ……なんで彼がココに映ってるんだ？

「何か分かりましたか！」

　菊きく理りさんが身を乗り出してくるのに、僕は急いでスマホを取り出しながら、

「ええと、まだなんとも……ちょっと失礼！」

　電話帳から、早速トールさんのケータイに連絡してみる……

『お掛けになった電話は、電波の届かないところにあるか、電源が入っていないため……』

　つながらないな……どうしよう？　神しん界かい電力の代表電話に掛けてみようか……あ、ダメだ、今日は日曜日だ……

　……うーん、この写真はどういう意味なんだ？　トールさんもアスガルド出身なのか？　こんな歴史的瞬しゆん間かんに立ち会っているというのは……

　……考えていてもラチが明かないか、コレ以上は。

　所長の言葉を思い出す──「証拠なんてモンはなァ、アッチから歩いてきたりはしねえ。デスクで頭抱えてたって解決しねえんだよ。刑けい事じ神しんたちは一いつ生しよう懸けん命めい現場に行ってんだ。だったら俺おれたちだって現場に行かなきゃよ」

　僕はデスクの向こうに目を向けた。話を聞くことが大好きな菊理さんが、失礼な感想ながら、おあずけを食らった犬っぽい表情でこっちを見ていた。

「……あの、アスガルドに行ってみようかと思うんです」

　僕がそう切り出すと、菊理さんはおずおずと、

「まあっ！　それは……あの、わたしも御お供ともさせていただいても……？」

「や、ひとつ問題がありまして……明日から平日なんですよね」

「あっ……そう、ですね……事務所を空けるわけにはいきませんね……」

　菊理さんは一いつ瞬しゆんさみしそうな顔をしたが、すぐに笑顔で頷うなずいた。

「分かりました、わたし、お留守番をしております！」

　そのけなげな表情に罪悪感をチクチクと刺激され、僕は慌あわてて手を振った。

「いやいや、スマホもありますからね、事務所の方は数日くらい平気だと思うんですが……ほら、仕事がガッツリ溜たまってるじゃないですか」

「ああ……そう、でしたね……」

　僕と菊きく理りさんはしばらくジーッと顔を見合わせていたが、ほぼ同時に、弾はじかれたようにチャッチャカとデスクワークを開始した。デスマーチ再び、だ。

　一日ツブすのはカンタンだが、一日空けるのは死に物狂い……そういう仕事なのだ。







　　　　　　　　　　　　　†







　翌日、月曜日。結局朝までかかってしまった。

　菊理さんを事務所に泊まらせるというのは気が咎とがめたが、行けるものなら自分も行きたいという、彼女の意志は固いようだった。あらかた仕事を終えた頃ころ、準備してきますと言って出て行ったかと思えば、三十分もしないで荷物を抱かかえて戻って来た。そういえばこの辺にアパートを借りたと言ってたっけ。

　事務所を出る前、一応所長に連絡を入れてみたが出なかった。まあ所長の場合はいつものコトだ、きっと今もどこかで、誰だれかの未来のために戦っているのだろう。

　僕はヨロヨロと、いつもはシャキッとしている菊理さんですらさすがにちょっとフラフラしながら、大オオ神カミ区にある羽ハ根ネ蛇ダ空港に向かった。

　蒼そう穹きゆうにぽつんと浮かぶ離はなれ小島に建造された大空港は、何本もの道路、線路で神々の庭と連結されている。外光をふんだんに取り入れる造りの明るいエントランスは、帰省する神々でイッパイだった。やはり暮れ正月は実家で過ごしたいと思う神が多いようだ。

　券売機で航空券を買って出発ロビーに向かい、神しん格かくチェックを受ける。菊理さんの神格は準じゆん主しゆ神しんクラスなので、ピーピピーピーとチェッカーが鳴り響いて騒がしかったものの、問題にはならなかった。菊理さんの巻物と荷物を預けて、搭乗ゲートをくぐった。

　ラウンジでしばらく待機してから、機体へと続くボーディング・ブリッジを渡る。菊理さんの足取りはソワソワと軽い。

「わたし、他の文化圏に行くのは初めてですので、うきうきしてしまいます……！」

　アスガルド行きの飛行機は、座席にかなり空きがあった。エコノミークラスの窓まど際ぎわの席に腰を下ろす。僕は通路側、菊理さんが窓際。三時間弱のフライト、お昼前には着けるだろう。

　やがてアテンションプリーズと機内放送があり、僕がちょっと緊張しているうちに、座席に押しつけられる感覚、続いてフワッという浮遊感があって、次の瞬しゆん間かん、窓の外は一面の紺こん碧ぺきに染まった。

　ひと息つくと、僕はカバンから大封筒を取り出した。フォルセティ検けん事じ神しんのプロフィール書類とやらだ。どれどれ……、……う、かなり細かいぞコレ……略歴ってカンジじゃない、もっと本格的なヤツだ。

　菊きく理りさんが身を屈し、足元に置かれたバッグのファスナーを開けば、リバイアちゃんが顔だけピョコンと出した。いつ嚙かみ付かれるか戦せん々せん恐きよう々きようとしながら目を通す……

「──なるほど……」

　僕は思わず呟つぶやいた。

「どうなさいました？」

　窓の外を眺ながめていた菊理さんが、やんわりと尋ねてくる。

　熟考し始めると独ひとり言ごとが多くなるのは悪いクセだ。なにしろ個こ神じん情報だから、軽々しく話せる内容ではない。

　……でもまあ、僕たちがこうしてアスガルドに向かっているのは、元々ニセフォルセティ検けん事じ神しんの一件があったからだ。菊理さんだって一緒に法廷に立ったんだし、知る筋合いはあるだろう。

「……フォルセティ検けん事じ神しんは、どうも孤児だったようです」

「えっ！」

　菊理さんが目を丸くした。

　彼の経歴は、セスルームニル孤児院出身、の一文から始まっていた。ストレートで神しん法ほう試験、任官試験に合格し、地裁である黄金法廷グリトニルにて判事を務めた後、神かみ々がみの庭にわで検事神となった。判検交流というヤツだろうか。判事時代から優秀だったようで、何度か賞を受けている。

　僕がなるほど、と言ったのは、ふと彼の言葉を思い出したからだった。

　菊理さんが被ひ告こく神しんとして法廷に立ったとき、彼女は自分の血筋についての残酷な真実を突きつけられて、かなりのショックを受けた。法廷ではそういうコトはたまにある。

　僕はそのとき彼女を庇かばい、「彼女の誇りを傷つけるな」と憤ふん慨がいしたが、フォルセティ検事神に「誇りとは泥に塗まみれてなお輝かがやきを放つものだ！」と叱しつ咤たされた。あの言葉は彼女への、彼なりの激励だったのかも知れない。

「そう、だったのですか……」

　菊理さんが目を伏せる。

　難敵の意外な一面を見せられて、なんとなく感傷的になってしまう。あのヒトも苦く労ろう神しんなのかな……

　まあとにかく、行くべき場所がひとつ決まった。僕は簡易テーブルに書類を放り投げると、背もたれに身を預けて考え始めた。昨日の『ヒッテレ社内ヘイムダルさん殺さつ神じん事件』、そしてその公判について、あれはどういう現象だったのかを。

　おかしなコトが多すぎて、天地の理ことわりが見えづらくなっている。木を隠かくすには森というか……こういう場合、探すべきは根っこだ。

　ニセモノは何者なのか？　その目的は？

　まずフォルセティ検けん事じ神しんに成りすまそうとするなら、彼が居なくなっているコトを知っていなければおかしい。つまりあの何者かは、この奇妙な行方ゆくえ不明事件に関かかわっている可能性が高いだろう。フォルセティ検事神と……ことによれば、姉さんの。

　目的は何だ？　検察側なら審理の流れをある程度操作できる……もっとシンプルに考えて、検事神がニセモノで得をするのは？　それはまあ……、被告側だろう。

　……考えたくない、考えるべきではないと思いつつ、どうしてもオーディンさんへの疑念が高まっていく。僕は彼の弁べん護ご神しんなのに……いや、いずれにしろまだ情報が少ない。断定は避けるべきだろう。結論を急がず、じっくりと天地の理ことわりを補完していかなくては……

　……っと、一柱ひとりで考えに耽ふけってしまった。菊きく理りさんヒマしてないか？　と思って隣となりに目をやれば、彼女は薄うすく目を閉じ、すーすーと深い呼吸を繰り返していた。

　添乗員さんに毛布を借りて、菊理さんに掛けた。こんな無防備な姿は初めて見る……よっぽど疲れていたんだろう、先週はホントにヤバかったからな……アナタがウチに来てくれて、ホント助かってます……

「あっ……ふっきさま……いけません、ふっきさま……！」

　……んわッ!?　こっ、これは……これは!?　なにか僕の、イケない夢を見ているのか!?　聞かない方がイイよな、耳を塞ふさいだ方が……でも気になる！

「えいようが、かたよってしまいます……やさいもたべなければ……」

　ゆ、夢に見ちゃうほど、僕の食生活が心配だったのか！　ちょっとガッカリしたが、かなり申し訳なく、そしてじんわりとありがたい。たまには野菜も食べよう……

　再び座席に腰を落ち着け、姉さんのコト、フォルセティ検事神のコト、事件のコトなどをつらつらと思考したり、孤児院までの路線をスマホで調べたりしているうちに、三時間はアッという間に過ぎてしまった。考え事をしていると疲れていても眠れない性質なのだ。忙しいときは便利だが、今みたいに余裕のあるときは逆にツライ。

　着陸五分前になると、菊理さんはパッチリと目を覚ました。

「……あ、ああっ！　すみません、わたしだけ寝てしまうなんてっ！」

　顔を真っ赤にしてペコペコし始めたが、僕はそれどころではなかった。一度は着陸態勢に入った飛行機が、断念して引き返したからだ。悪天候のためしばらく様子を見るという旨むねの機内放送があった。エンジンがチカラを振り絞る、ゴウゴウという音が轟とどろいている。

「いえ……ど、どうかお気になさらずッ……！」

　僕はガチガチになっていた。悪天候……窓の外は曇どん天てんだ……墜つい落らくするんじゃないか？　着陸をミスるんじゃないか？　車輪が出ないとかたまに聞くし……イヤな想像ばかりしてしまって、気もそぞろだった。

　……しかしそんな恐怖もやはり一いつ瞬しゆんのこと、数分後には、機体は無事アスガルドへと降り立っていた。雪深き北ほつ邦ぽうの都市に。







　アスガルド──アース神族の土地、という意味である。周辺文化圏の覇は権けんをアース神族が握にぎったがために、それは今ではこの地域一帯を示す名称となった。

　この土地は色々な意味で、菊きく理りさんの故郷、高たか天まが原はらと似ている。

　まずなんといっても、神々の生活区域の多くが大樹の樹上にあること。大樹ユグドラシルは世せ界かい樹じゆとも呼ばれ、確かにその呼び名にふさわしい大きさを有している。しかし、ノビノビと枝葉を茂らせる高天原とは少し赴おもむきが異なる。灰色の冬空の下、雪を被かぶって聳そびえ立つ姿は峻しゆん厳げんで気き骨こつにあふれ、この地に住む神しん民みんの気風がなんとなく理解できる気がする。

　そして次の類似点とは、アース神族とヴァン神族、微妙な関係を保つふたつの神民にある。高天原にも天あま津つ神かみと国くに津つ神かみのふたつの神民がいて、かつて争っていた……いや、これは蛇足か。神族紛争はどの土地にもあるしな。アスガルドにはまた、巨人族という巨きよ軀くの神々も住んでいて、牧歌的な暮らしを営んでいるという。

　菊理さんの荷物を代わりに受け取って、空港のエントランスを出た僕は、

「……さ、寒ゥッ!?」

　直後、自分の肩を抱いて叫んだ。大気は痛いほどに冷たく、風は切るように鋭く、チラつくと言うにはややためらわれる量の雪が、ぶあつい雲から降り注いでくる。神かみ々がみの庭にわの温暖な気候に慣れた身に、この寒さは染しみる！

「冷えますね……どこぞ服屋で、防寒具を調達しますか？」

　菊理さんの声は震ふるえてもいない。よく寒くないなと思って目を向けると、彼女の肩掛けが変形して足元までを覆おおっていた。便利ですね、そのハゴロモ!?　僕のスーツもけっこういい神しん器きで、全天候型なんだけどな……まァ冷え性だからな僕は……

「ままま、まあ、へへ、平気ですよ、そ、外に長時間居たりは、しないと思いますし！」

　歯の根が合わない。上着の前をシッカリ留とめて、

「い、いいい、行きましょう！」

　いざ！　空港の敷しき地ち内で連結している、在来線の駅まで走ろうとしたとき、

「あ、伏フツ羲キさま、しばし！」

　呼び止められると同時に、フワリと肩に温かいものが掛かった。

「……えっ？　あ……！」

　マユゲを下げて微笑ほほえむ菊理さんの表情が間近にあった。背伸びをして僕に抱きつくような姿勢で、マフラーのように伸びたハゴロモの一端を僕の首に掛けている。なんだコレ……べらぼうにあったかい……！

「お寒いでしょう？　よろしければ、ご一緒しませんか？」

　この僕の感じているあたたかさが、ハゴロモによるものなのか、菊きく理りさんの気き遣づかいによるものなのか、ちょっと分からない。僕は思いっきり感動しながら頷うなずいた。

「あ……ありがとうございます、あったかいです、すごく……！」

　身を寄せ合って駅まで走る。それほど遠くないのが幸いだ。

　高たか天まが原はらでの主な移動手段は路面電車だったが、このアスガルドでは『ビフレスト交通』が運営するロープウェイらしかった。枝と枝の間に張り巡らされた鉄てつ索さくはとても入り組んでいる。

　券売機の上にある路線図とスマホを交互に見て目的地を探す……ええと、セスルームニル孤児院は、フォールクヴァング地区にあって……クッ、もう名前からしてややこしい……

　あ、荷物もあるし、先にホテルがいいか……そうしよう。

　切符を買ってホームに向かい、滑すべり込んできた車両に乗り込んだ。中は温かく、まばらな神々の姿があった。座席の下部のヒーターが温風を噴ふき出している。

　座席に腰を下ろし、ホッとひと息ついた。もう一度お礼を言ってから、菊きく理りさんのマフラーを丁てい寧ねいに首から解いた。いやはや……これほど冬を感じたのは久しぶりだ。

　菊理さんはキュッキュッと窓のくもりを手で拭ふき、外を眺ながめながら、

「わ、伏フツ羲キさまご覧ください、絶景ですよ！」

　弾はずんだ声を上げた。

　菊理さんと顔を並べて、僕も外を眺めてみる。確かに美しい風景だった。石と鉄で構成された町並みからは、厳しい自然と戦うような反骨心が感じられた。

「聞いていたカンジと違いますね。なんというか……これほど近代的とは……」

　垂れ込める雪雲のせいで薄暗いが、ユグドラシルの枝の上に引かれた道には街灯が立ち並び、まだ昼なのに皓こう々こうと灯あかりを放っている。

「そうですね……見たところ、高天原より発展しているように思います」

　町の灯ともしびを映して、菊理さんの瞳ひとみはキラキラだ。

「そこがフシギです」

「え？」

「僕もちょっと調べただけなんですけど、諸もろ々もろの事情があって、アスガルドには神しん界かい電力の電線が引かれてないそうなんですよ。発電所も多くないからエネルギー情勢はよろしくない、という話だったんですが……」

　菊理さんは、唇くちびるに指を当て、

「……情報が古かったのではないでしょうか？」

「まあ、多分そうでしょうね」

　ロープウェイを下りる。この辺りは梢こずえの内側に入り込んでいるので、吹きっさらしの空港付近より、寒さはまだマシなようだ。

　にぎわいから離はなれた、落ち着いた雰ふん囲い気きの町並みをしばらく歩けば、クラシカルな外観のホテルがある。往年のスキーの名プレイヤーが引退してから建てたという『ホテル・ユーダリル』は、ゲレンデまでのバス送迎も行っており、ウインタースポーツを楽しむのには最適だという。それでも宿泊客は多くないようだ。アスガルドは観光地として開かれていない。

　一階にあるバー兼カフェラウンジでは、普通の神々に混じって、天井に頭が付きそうなほど巨大な神や、逆に僕の半分ぐらいの身長しかない神が酒を吞のんでいた。あれが多分、巨人族とドワーフ族だろう。赤ら顔で「ハイホー！　ハイホー！」と陽気に歌っている。

　早速二部屋とり、菊きく理りさんの荷物を置いた。リバイアちゃんはヒーターの前に陣取って動かなくなってしまったので、そのまま留守番に置いておき、ロープウェイの駅にとって返した。菊理さんは巻物だけ肩から下げた、いつもの身軽なスタイルになっている。

　スマホと路線図を駆使しながら、フォールクヴァング地区を目指した。乗り換えが複雑で、ちょっとでも間違えるとすぐ迷子になりそうだったが、なんとか目的地に辿たどり着くことができた。

「──こちら……ですか？」

　菊理さんが当惑した様子で呟つぶやいた。

「多分、あってるとは思うんですが……」

　僕も首をかしげながら返す。目の前に現れたのは、まるで刑務所か要よう塞さいかと思えるような、トゲトゲしい建物だった。看板には『セスルームニル孤児院』とある。

「まあ、とりあえず訊たずねてみましょう……あの、ゴメンくださァーい！」

　インターホンを鳴らして声を掛けると、数拍あってガチャリと開いた。

「……所属と階級を言いなさーいっ！」

　と、ドアの向こうに立っていたのは、左手を腰に当てた、威圧的、かつ悩殺的なポーズの女神さんだった。帽子のツバに片目を隠かくし、もう片目で僕と菊理さんをニラみつけている。その帽子も衣服も軍服っぽい。カッチリとした服ではあるが逆に胸部が強調されており、あまりのボリュームに目のやり場に困る。

「えっ？　あ、ええと……」

　僕は戸惑ったが、慌あわてて営業用スマイルを装着した。

「あの、ワタクシ、こういう者でして……」

　サッと名刺を取り出し、腰を七十五度に傾ける。一連の動作は我ながらスムーズだ。

「……えっ？」

　キョトンとした様子で名刺を受け取る女神さん。

「伏フツ羲キと申します。神かみ々がみの庭にわで弁べん護ご神しんをしております」

　菊理さんも、ワタワタと慣れない手つきで名刺を取り出した。

「お、同じく、菊きく理り姫ひめと申します！　ヒメは尊そん称しようですので、どうぞ省はぶいて下さいませ！」

　名刺二枚を受け取った女神さんは、「やっちゃった！」という顔をした。

「あ……あら？　あらあら、まあまあ……院長のフレイヤです……！」

　片手の指を揃そろえて唇くちびるに当てて、オホホホと笑った。取り繕つくろっている……

「それで、ご用件は、なんだったかしら？」

　僕は咳せき払ばらいをして、

「ワタクシどもですね、実は今、フォルセティさんについて調べておりまして。コチラのご出身であると伺ったもので」

　フレイヤさんが目を丸くする。

「あらまあ、それでしたら……立ち話もなんですから、奥へどうぞ」

　フレイヤさんの招きに応じて、僕と菊きく理りさんは院内に踏み込む。

　中はかなり広く、中庭の周囲を回かい廊ろうが巡る造りで、外観ほど寒々しい印象はなかった。あいにくの天気だったが、この程度の雪は慣れっこなのか、中庭で子どもたちが元気に遊んでいる。楽しげな声が響ひびいてくる。

　回廊を先導されて入った部屋は、応接室だろうか、チリひとつない整せい理り整せい頓とんぶりだった。ソファーに対面になって腰を下ろした。

「──さっきはゴメンなさいね、部下のおつかいだと思っちゃって……」

　フレイヤさんが申し訳なさそうに言う。

「部下、ですか？」

「あたし、これでも元将校でね」

　元将校……軍ぐん神しんさんか。確かに最初だけそれっぽかったけど……いや、最初のもちょっとムリしてた感あったかな。

「軍が解体されてからも、軍神同士のつながりはあるんだけど、そのツテを使って、子どもたちの職業を斡あつ旋せんしたりしてるのよ。ヴァルハラ財団にも出資してもらっているわ」

「ヴァルハラ財団にですか？」

「ええ。あそこには多くの元もと軍ぐん属ぞくが務めてるわ。あたしもオーディン元げん帥すいから誘われてたんだけど、子どもたちに関かかわる仕事がしたかったから断ったの。アスガルドの未来を担う優秀な神しん材ざいを選び、育て上げる……やりがいのある仕事よっ！」

　熱意を見せて語った後、フレイヤさんはハッとして、

「……って、あらあら、あたしったらゴメンなさい、お茶も出しませんで！」

「あ、いえ、どうかお構いなく……」

　僕はそう言いかけたが、フレイヤさんは駆け出して行ってしまった。

「……やさしげな方ですね」

　菊理さんがそっと言う。

「そうですね。元軍属とはちょっと信じがたいです」

　彼女の柔和な微笑ほほえみは、僕が軍神さんに持っているイメージからは程遠いモノだった。院長先生という方がよほどしっくりくる。いや、それこそがまさに、今の彼女なんだろう。

　フレイヤさんはほどなくして戻って来ると、ティーポットから紅茶を注ついでくれた。お礼を言って一口いただけば、冷え切ったカラダにじんわりと染しみた。

「──では、あの、フォルセティさまについて、お聞かせ願えますでしょうか？」

　菊きく理りさんが切り出すと、フレイヤさんは頷うなずいた。

「確かにフォルセティちゃんはウチの出身よ。おとといも来てくれたの」

　おお、来てたのか！　僕は身を乗り出す。しかし、フォルセティちゃんって……そう呼ばれたときの彼の顔が見てみたい……

「訪問の目的は、なんだったんですか？」

「顔を出しただけだって。帰郷の度たびに来てくれるのよ」

　マメだな……

「なんだか急いでたみたいで、あまり話もできなかったけど……そうそう、クリスマスも近いから、子どもたちのプレゼントにって、寄付をしていってくれたわ」

　フレイヤさんはしみじみと続ける。

「あの子、院に居たときから頭がよくて。今より楽な生活もあったでしょうに、一心不乱に法ほう曹そうを目指して……きっとバルドルのことを、今も引きずっているのね」

「バルドル？」

　僕が問い直すと、フレイヤさんは目を伏せた。

「ウチの一期生でね、フォルセティちゃんにとっては父親代わりだったの。アース神族の中では珍しく温厚な性格で、法律を勉強していたわ……」

　しっとりと憂うれいを帯びた言葉。

「それ……引きずっている、と言うのは……」

　僕がおずおずと問えば、フレイヤさんは微笑ほほえんだ。口の端だけはなんとか上げたけど、そこ以外の全部が悲しんでしまっているような表情だった。

「……事故で死んじゃったの」

　ああ、やっぱり、そうなのか……

「みんな悲しんだけど、フォルセティちゃんはさぞ悲しかったでしょう……あの子はきっと、バルドルの影を追っているのよ」

　ライバル的存在である彼の、思わぬ素す性じようが明かされて、僕はちょっとたじろいだ。そんな過去があったなんて……

「フォルセティちゃん、子どもたちにいつも言うのよ。お前たちが大きくなる頃ころには、この神界はもっと平和になっている……自分がそうしてみせる、って。真剣な顔で言うの。それがバルドルの夢だった」

　平和に……神しん界かいを平和に。誰だれもが笑って暮らせるように……それは、……それは、僕が心の底から願ってやまないコトじゃないか！

　彼は僕と同じだった……いや、僕にはミロク所長がいる。でも彼が憧あこがれた神は、もう遠くに逝いってしまった。彼に理想を残して……あのヒトが法廷で見せる、異様なまでの迫力の理由が垣かい間ま見えた気がした。

「──それで、お二柱ふたりは、なぜフォルセティちゃんのことを調べているの？」

　仕切りなおそうとしてか、つとめて明るい声で、フレイヤさんが訊たずねてきた。

　やや呆ぼう然ぜんとしていた僕は、ハッとして返す。

「あ、ああ……ええと……守秘義務があるので、詳しくは話せないんですが……」

　言うべき言葉を数秒考えてから、

「……どうも、彼の行方ゆくえが分からなくなっているみたいなんです」

「えっ！」

　フレイヤさんが不安げな声を上げるのに、僕は慌あわてて言った。

「まだ事件にはなっていません。それほど時間も経たっていませんし。ひょっとしたら取り越し苦労かもしれませんが……」

「そう……」

　必要以上に心配させないように語りながら、手帳を取り出して開いた。

「……もし彼が行きそうな場所に心当たりがあれば、教えてくれますか？」

　彼を見つけたい。その想おもいが胸にくすぶっていた。







　フレイヤさんは、フォルセティ検けん事じ神しんの同期の連絡先や彼が泊まりそうな宿泊施設など、知る限りを教えてくれた。

　菊きく理りさんと手分けして足跡を追う。

　おとといの土曜日、朝検察庁に出勤したフォルセティ検事神は、何らかの事情から休暇を取って早退し、このアスガルドにやって来た。時刻は昼過ぎと見られる。

　最初に向かったのは古巣の地裁、黄金法廷グリトニル。当時の同僚と話をしてから、裁判所の図書館で何ごとか調べ物をしていたらしい。それからの足取りがはっきりしないが、孤児院に顔を出したのは十七時ごろ。

　孤児院を出た直後、ヴァルハラ財団に勤める同期数名と連絡を取り、近々会えないかと訊ねている。そして……その直後だ。フォルセティ検事神は、ブキミなほど忽こつ然ぜんと消えてしまっていた。

　これほどの大都市で神が一柱ひとり消えて、何の痕こん跡せきも残らないなんて、あるだろうか？　いや、大都市だからこそなのか？

　夕暮れ時を迎えて、雪が激しくなってきた。ロープウェイも外周を回る何本かに欠航が見られる。調べられる線も尽きてしまい、仕方なくホテルに戻った。作戦の練り直しだ。

　僕の部屋は菊きく理りさんの部屋の隣となり。三階なので見晴らしはよくないが、思考をまとめるために窓まど際ぎわのイスに腰を下ろした。立て肘ひじのコブシに頰ほおを乗せて思案する。

　疑いたくはないが……フォルセティ検けん事じ神しんをさらったのは、ヴァルハラ財団なのではないだろうか？　実質的にアスガルドを支配していると言っても過言ではないそのチカラがあれば、可能なのではないか。

　フォルセティ検事神、ヴァルハラの研究員とアポイントを取ってたんだよな……何を調べてたんだろう？　これは考えて出る類たぐいの答えではないな……アプローチの方向を変えてみよう。ヘイムダルさんはなぜ亡なくなったのか？　彼もヴァルハラの社員だった……

　クッ、まとまらない……姉さん、ドコに居るんだ？　姉さんならいろいろ知っているんだろうに……、……姉さん、無事だよな……？

「──伏フツ羲キさま、すみません、伏羲さま！」

　玄関から菊理さんの声と同時にノックの音が響ひびいた。やや焦りを含んだ声を疑問に思いつつ、思考を中断して席を立ち、オートロックのドアを開いた。

「どうなさいました？」

　かなり慌あわてた様子で、つんのめりながら入ってきた菊理さんは、長い髪を下ろしていた。風ふ呂ろ上がりらしくホカホカしている。

「あ、あの、このようなものが……！」

　差し出されたのは、何の変へん哲てつもないただのメモ書きだった。書いてある字数も多くない……だが受け取って内容を読んだ瞬しゆん間かん、僕は急いでドアを閉めた。メモにはこうあった──『フォルセティはギンヌンガ刑務所にいる』と。

「こッ……！」

　大声を出しかけて、ムリヤリ小声にした。

「ど、どど、どこに、こんなモノが……!?」

「リバイアちゃんとお風呂に入っておりましたら、トロけたリバイアちゃんの中からこちらが……ドライヤーで乾かしてみたのです……！」

　菊理さんもヒソヒソ答える。

　リバイアちゃんが菊理さんと一緒にお風呂に……！　ちょっと想像してしまいそうになるが、そんな余裕はない。僕のアタマはグルグルと回転し始めた。

　コレを書いた何者かは、僕と菊理さんの留守中に部屋に忍び込み、リバイアちゃんをトロケさせて、体内に仕込んだと思われる。リバイアちゃんがトロけるのは、とてもリラックスしたときだ。懐なついた相手にナデられるか、ステキな音楽を聴きいたとき。リバイアちゃんは女神さんたちの間で大ブレイク中のペットらしいから、その情報自体は知っている者がいてもおかしくないが、それが可能な神となると……

　最低限の情報しか書いていないのは、おそらく用心のためだろう。他の誰だれかに見られたらマズイ情報なのだ……逆を言えば、このメモ書きが他の誰かに見られる可能性があると、その誰かが警戒していたというコトになる。部屋の中にあるメモ書きが。

　ギンヌンガ刑務所の名前は聞いたことがあった。文化圏併合以前よりアスガルドに存在する、古い古い刑務所だ。ギンヌンガ淵ぶちという、治安のよくない場所に建っているという。フォルセティ検けん事じ神しんがそこに……一体どうしてだ？

　トビラの前の狭い廊ろう下かで、僕はジッと考え込んでいたが……やがて顔を上げた。メガネを押し上げて、菊きく理りさんへと……さて、どう切り出そうか……

「……あの、ですね」

「はい」

　菊理さんは僕をジッと見上げてくる。

「事態はかなりシリアスみたいです。僕は明日の朝一で、この刑務所に行ってみようと思うんですが……」

　ツッコまずにはいられない性格……確かにそれもあるが、フォルセティ検事神は、僕と同じ理想を追うヒトだ。探さなければ。見つけなければならない。必ず。

「とりあえず、アナタは神かみ々がみの庭にわに──」

　僕が言いかけたとき、菊理さんは強く首を振った。

「イヤですっ！」

　頑固!?

「い、いや、聞いてください……もしかしたら、僕と菊理さんが一緒に捕まってしまう可能性があるんですよ。もしそうなったら最悪の状況に……」

　菊理さんは泣きそうな顔をした。

「それは方ほう便べんというものです。危険だからわたしを置いていこうと思ってらっしゃるのでしょう？」

　僕は言葉に詰まる。

「や、まあ……確かに、それもありますが……」

　どう説得しようか悩んでいると、菊理さんは手を伸ばし、僕の袖そでをそっとつまんだ。黙だまって俯うつむいたままでも、言いたいことはヒシヒシと伝わってきた。

　……しばらく、そのままでいた。

「菊理さん……？」

　途方に暮れて呼びかけると、続く言葉を恐れるように、菊理さんは口を開いた。

「ふ、伏フツ羲キさまをっ……！」

　言葉はすぐにか細くなる。

「……伏羲さまを……困らせたくはないのです。邪じや魔まにも、なりたくないです……」

　彼女らしからぬつたなさで紡がれる言葉。

「でも……もし、わたしだけが帰って、貴方あなたさまが帰ってこなかったらと思うと……、どうしても、離はなしたく、ないのです……」

　……普ふ段だん、意見は言うが主張はしない菊きく理りさんが、珍しく見せた態度だった。それでも、この指を振りほどくことはカンタンだ。ほんの少しチカラを入れればいいだけだ……

　僕はひと息ついてから、口にした。

「……分かりました、一緒に行きましょう」

　菊理さんは弾はじかれたように顔を上げた。オドロキ顔で見上げてくる。

　僕は微笑ほほえみ、頷うなずいてみせた。

「ジャマだなんて思いません。来てくれると心強いです、本当に。お力添え、願えますか？」

　……これは僕の問題だ。行きたいというのも、彼女に来ないで欲しいというのも、どっちも僕のワガママだ。だったら……僕が守ろう。あらん限りのチカラで守ろう。

　菊理さんは、目に涙すら浮かべて歓喜の表情だった。

「は、はいっ！　かならずお役に立ちます！」

　僕はもう一度頷くと、

「ひとまず……菊理さん、今日は一緒に寝ましょう」

「えッ……！」

　……あッ、菊理さんが硬直してしまった！

「いえ、違います違います違います！　僕はソファーで寝ますってことを言いたかっただけでして！　ええと……あ、あの、このメモを残した誰だれかは、部屋の中まで誰かが入ってくるコトを警戒していたような気がします。ちょっと用心した方がよさそうなので……！」

　菊理さんが解凍された。

「ま、まあ……それならば、わたしがソファーに……」

「いえ、僕、いつも事務所でソファーなんで！」

　僕は素早くソファーにカジリついた。

「ソファーがいいんですよ、ソファーの方が慣れてるんです。ソファー大好き！」

　矢や継つぎ早ばやに言えば、菊理さんは困ったように笑った。

　その後、一緒に菊理さんの部屋に行き、僕の部屋に荷物とリバイアちゃんを運び込んだ。謎なぞの侵入者を警戒しなければならないし、リバイアちゃんは嚙かみ付きたそうに僕を見ているし、菊理さんと一緒の部屋だし、色々な意味で緊張する夜だ……と思いきや、疲れていたからか、それとも菊理さんからアルファー波でも出ているのか、僕にしては珍しく、すんなりと眠ってしまった。

　翌朝、起き上がってアクビをしていると、

「──髪を結ってまいりますね」

　菊きく理りさんは言い置いて、そそくさと洗面所へと向かった……と思ったら、ヒョコッとドアの横から気合いマンマンの顔を出した。

「……必ずお役に立ちますから！」

「あ、はい……き、期待してますよ！」

　僕が答えれば、ニコリと笑ってサッと引っ込む。

　……今だって本心を言えば連れて行きたくはない。でも、もし逆の立場だったら、僕だって石にカジリついてでも一緒に行こうとしただろう。

　胸ポケットをそっと押さえ、八卦盤があるコトを確認する……なにかあれば、コレを使って、菊理さんを守らなければ。







　　　　　　　　　　　　　†







　ロープウェイを数本乗り継いで、ユグドラシルを下降していく。段々と乗客は減っていき、やがて僕たちだけになった。

　窓の外の視界は悪いが、それは降りしきる雪だけのせいではなく、雲海に近付いているからだ。霧きりが濃こくなってきていた。

『──次は、ギンヌンガ淵ぶち、ギンヌンガ淵、終点です……』

　アナウンスがあり、ほどなくして停止したゴンドラから降りる。

　そこはユグドラシルの根元近くで、乗降場からは、山脈ほどもある根がうねり霧の中に濃い陰影を刻んでいるのが見下ろせる。繁はん茂もする梢こずえが空の光を遮さえぎり、根と根の間は渓けい谷こくと呼べるほどに深い闇やみで、底冷えのするような風が、霧と雪を巻いて吹き上がってくる。美しくて雄大だが、同時に寒々しい光景だった。

「……行きましょう」

　僕が声を掛けると、菊理さんは緊張の面おも持もちで頷うなずいた。いつもの巻物で、巻物の上ではリバイアちゃんが、物珍しげに首を伸ばしている。かさばる荷物はホテルに置いてきた。

「ずいぶんと、さびれたところですね……」

　菊理さんが呟つぶやく。

　駅を出た正面、そこは根と根の間に幾いく重えにも渡せられた石造りの橋の途中で、バラックのような家屋が立ち並び、欄らん干かんに並ぶ街灯が点々と明かりを投げている。明かりの届かないあたりには、ボロを身にまとった神々が座り込み、僕たちへと物珍しげな視線を投げてくる。

「あまり、離はなれないでください……」

　僕はそう言って、霧の中へと歩み出した。行く先には、巨大な石造りの建造物の影がそびえている。刑務所と聞いていなければ、古代の城か城じよう塞さいだと思っただろう。もしかしたら昔はそういう建物だったのかもしれない。

　ねばつくような視線を受けながら歩くうちに、何とか門前までたどり着いて、ホッとひと息。ああ、怖かった……

　さて……ここにフォルセティ検けん事じ神しんがいるんだろうか？　こんな危なそうな場所に……僕は所持しているスマイルの中で、もっともブ厚い一枚を顔面に装着した。これはおいそれとは砕けない。

　金バッヂの威力で門もん衛えい所じよをパスし、受付へと進む。映画の中にでも迷い込んだような、大時代的で重厚な内装だった。調度品も古めかしい。カウンターの向こうには黒服の刑務官が幾いく神しんかいて、うち一柱ひとりが言った。

「ご用件は？」

　僕は気付かれないように深呼吸をした。さて、うまくやらなければ……慎重かつ大胆に。金バッヂを軽く見せながら、

「フォルセティという神がこちらにいますね？　接見を希望します」

　……刑務官の間に動揺が走ったようだったが、今日の僕の最強スマイルはこの程度では揺らがない。余裕を演じて、さらに笑みを深めてすらみせる。内心はドキドキだが……

「しょ、少々お待ち下さい……！」

　言い置いて、どこかに電話をかけ始める刑務官。大丈夫だ、落ち着け……この段階でいきなり何かされる可能性は低いハズ。

　刑務官たちの反応で、色々と天地の理ことわりが補完できた。

　まず、メモ書きが正しかったというコト。そしてこの刑務所が、神しん法ほうとは別の法によって支配されているらしいというコトだ。おそらくは……ヴァルハラという。

　フォルセティ検事神が正規の手順で拘こう束そくされているのなら、弁べん護ご神しんの接見交通権で面会が可能だったハズだった。しかし、この様子だとそうではないらしい。一応、神かみ々がみの庭にわの司法の末端であるハズなんだが……まあ、別の法があるならあるで、その法に沿った作戦に切りかえるだけだ。

　ややあって、ズシン、ズシンと連続的な地じ響ひびきが近付いてきた……な、なんだ？

　やがて奥の廊ろう下かから、頭をゴリゴリと天井にスリながら現れたのは、ものすごくデカい二柱ふたりの神々だった。

「ガガガ……ガガガピ……何者ですか」

「ビビービガ……何用ですか、ビビビ」

　ノイズ交じりの機械音声。黒服を着て制帽を被かぶっているが、覗のぞく肌は鋼こう鉄てつの色をしているし、もっと分かりやすくビスで留められている。ロ、ロボだッ、この二柱ふたり！

　あまりのインパクトに、ヒビ割れかけた最強スマイルをなんとか補修し、

「あ、ど……どうもお世話になっております、弁べん護ご神しんの伏フツ羲キと申します。オーディンさんの主任弁護神を務つとめさせていただいております。こちらは助手の菊きく理りです」

　菊理さんが小さく頭を下げる。

「ガガガ、弁護神……ガガガ……」

「ビビ……聞いていませんが、ビビビビ……」

　巨神たちが首をかしげるのに、僕も同じく首をひねった。

「……あ、あれ？　お話いってません？　おかしいな……この件について、法的な処理を一任されてるんですが……」

　カバンから、ヒッテレ公判の前にオーディンさんと交わした弁護神契約書を取り出す。僕が差し出したソレを、息ピッタリの動きでそれぞれの右手と左手でツマミ上げ、目の前に持っていく二柱ふたり……

「ガガガ、筆跡、照合チュウ……ガガガ……」

「ビービビー……照合終了、オーディン様のサインと一致」

　書類を僕へと返すと、同時に会え釈しやくをした。

「ガガガ、ようこそ、ワタシたちは獄ごく長ちようの、ナリとナルヴィ、デス」

「ビビビ、二柱で務めているのデス、ビビビ」

　どっちがどっちか、よく分からない……！　僕は内心圧倒されていたが、何とかスマイルを保って身を乗り出した。

「あ、ヨロシクお願いします……それで、フォルセティという囚しゆう神じんに会いたいんですが。法的な対策を立てなければならないので、一刻も早くと言われているんです」

　ナリさんとナルヴィさんは同時に頷くと、同時に踵きびすを返した。

「ガガガ、ご案内シマス。ガガガ」

「ビビビ、どうゾこちらへ」

　よしッ！　心の中でガッツポーズする。やれやれ、背中は冷や汗グッショリだ。こういう強引なの、所長は大得意なんだけど、僕はニガテだ。

　二柱に案内され、幾つかの区画を越えて廊ろう下かを歩いていく。バレやしないかと気が気じゃない……ここまで来たら待ったナシだ。

「ガガガ、オーディン様は、オ元気ですか？　ガガガ」

　多分ナリさんだろう方が突然言ったので、僕はビクリとした。

「え？　あ、は、はい、お元気ですよ！」

「ビビビ、それハ、ヨカッタ……」

　おそらくナルヴィさんであろう方が言う。機械音声なのに、妙に情の深さを感じさせる声こわ音ねだった。

「あの……お二柱はオーディンさんとは、どのような？」

　歩きながら、おずおずと尋ねた。

「ワタシたちは、オーディン様の、忠実なシモベです、ガガガ……」

「ビビビ、オーディン様の育ての親、ミミル様に造られたのデス」

「育ての親……？」

「ガガガ、ミミル様は、オーディン様の伯お父じ上うえ様デス」

「そしてまた、天才的な技術者でもあります、ビビビ」

　なにやら複雑な家庭環境だったみたいだ……

「ガガ、造られたとはいえ、ワタシたちのオーディン様への尊敬は、ホンモノです」

「ビビビ、あの御お方かたコソ、やさしく強い、まことの王なのデス」

　鋼こう鉄てつでできた二柱ふたりの顔は表情にとぼしかったが、それでも陶とう酔すいの色が見て取れた。うーん、強いってのはよく分かるけど、やさしい……のか？

「オーディン様は常に、アスガルドとアース神族のコトを考えています、ガガガ……」

「ビビ、ワタシたちのような機械にも、よくしてくれマス……」

　うッ……な、なんだか、騙だましているコトに罪悪感が……いや、でも僕はフォルセティ検けん事じ神しんに会いたい……なんとしても、助けたいんだ！

　そんな言葉を交わしながら歩くうちに、古びたトビラの前にたどり着いた。古びた、というのもかなりひかえめな表現で、もうほとんど朽くちかけている木のトビラだ。ナリさんが指でチョンと押してトビラを開けば、カビ臭くて冷たい空気が流れ出してきた。積み重なったヒミツのニオイがする。

「ガガガ、この先には古い監かん獄ごくが並んでいます、ガガ」

「ビビ、まだ生きているハズですが、ビビビ」

　ナルヴィさんの口調にゾッとした。

「え……ちょ、それ、どういう意味ですか？　生きてるって……」

　二柱が同時に僕を見る。カメラのレンズのような瞳ひとみで。

「激しく抵抗されたので」

「痛めつけました」

　菊きく理りさんが息を吞のみ、僕は思わず声を上げた。

「そ……そんなッ！　囚しゆう神じんを痛めつけるなんて！」

　二柱は同時に首をかしげた。

「逃がすなと言われましたので」

「命令されましたので」

　……コブシを握にぎって、続く言葉を飲み込んだ。ダメだ、今は感情を抑えなければ、怪しまれる。とにかく進まないと……フォルセティ検けん事じ神しん、大丈夫ですか……今行きます！

「面会は十一時半までデス……ガガガ」

「迎えに来ます、ビビビ」

　二柱ふたりがズシンズシンと歩き去って行く。

　僕と菊きく理りさんは急いで薄うす暗ぐらい闇やみの中へと踏み込んだ。数段ばかりの短い階段があって、その先は左右に鉄てつ格ごう子しが並ぶ廊ろう下かになっている。背後からの電灯が、僕たちの影をジグザグと前に伸ばす。

　階段を降りて進んでいくと、やがて身じろぎの気配が、淀よどむ空気を伝わってきた。

「フォルセティ検けん事じ神しん！　無事ですか！」

　僕は小さく鋭く声を掛けながら、一番奥の鉄格子の前まで走った。

「…………誰だれ、だ？」

　独房の奥、閉ざされた闇にふたつの炯けい々けいたる眼光が輝かがやいた。僕は息を吞のんで続ける。

「お、覚えてますか？　僕です、伏フツ羲キです……弁べん護ご神しんの……」

　息を吞む気配があった。

「グッ……そ、その……聞くに堪たえぬ軽々しき口調はッ！」

　声と共に、独房の奥に座り込んでいた影が、壁に手をつき、よろめきながら立ちあがった。わずかな光源の中に見えたその姿、かなり憔しよう悴すいしている様子だったが、憔悴しているからこそ、余計な部位が削そげ落ちたように鋭さが増し、凄すさまじい迫力で僕を睨にらみ付けている。

　それは確かに、僕の記憶にあるフォルセティ検事神だった。













　　四章　反撃同盟







「そちらは、菊きく理り弁べん護ご神しん、か……！」

　フォルセティ検けん事じ神しんの声はとても苦しげだった。でも、喋しやべる元気はあるみたいだ……少しだけホッとする。

「はい！」

　菊理さんが返事をし、

「みゅっ！」

　リバイアちゃんも一声鳴く。

「なぜ貴き様さまらが……いや、それより長官殿だ、長官殿はご無事なのか！」

「いえ、姉さんはまだ……ていうか、僕らはアナタを探しに来たんですよ。大丈夫ですか？　痛め付けられたと聞きましたが……！」

「私のコトはいい！　長官殿が心配だ……！」

　フォルセティ検事神は苦しげに顔を俯うつむかせた。額ひたいに前髪がかかり、鬼き気き迫る形ぎよう相そうになっている。ギリリと奥歯が鳴る。

「一緒だったんですか？」

　フォルセティ検事神は首を振る。

「あの方は、出発前に私を長官室に呼んだのだ……『少し出かけてくるが心配は要らない、決して私を追うな』と言った。翌日登庁して長官殿の姿がないことを知って、私は急いで後を追ったんだ」

　ね、姉さん……その言い方は逆効果でした……！

「しかし、長官殿の行方ゆくえを追ううちに、こうして囚とらわれてしまった……クッ！」

　フォルセティ検事神はガツンと壁にコブシをぶつけてから、鉄てつ格ごう子しごしの真しん摯しな眼まな差ざしを向けてきた。

「……この上は、貴き様さまたちに頼る他ほかはないッ！　私の知り得た情報を話すゆえ、どうか長官殿を頼む……！」

「……あのヒトは多分、大丈夫だと思います」

「なぜだッ！」

「いや、それは、確かな根拠はないんですが……」

「貴きッ様さまァ！　それでもあのお方の弟か！」

　怒られた!?

「長官は確かにお強いが、一柱ひとりで頑張りすぎてしまうところがあるのだ！　誰だれかがお傍そばに居なければならん！　分からんのか！」

　まあ、思い込んだら一いち途ずなところはある、確かに……

「だったら、アナタは絶対に助けないといけませんね」

「な、なッ……助ける？　私を？」

　フォルセティ検けん事じ神しんが困惑の声を上げるのに、僕は牢ろう屋やを眺めながら、

「これは……古いタイプの結けつ界かい牢ろうですね。結界の『要かなめ』はあれかな……？」

　鉄てつ格ごう子しの横の柱に目をやる。柱にはカギ状の金具が付いており、そこには木札が掛かっていて、クギで刻んだような文字が書かれている。

　フォルセティ検事神から声が返る。

「ああ、ルーン文字という、アスガルドの伝統的な呪じゆ文もんだが……」

　結界には神しん力りよくを封じるモノや、もっと直接的に見えない壁を生じさせるモノなど、幾いくつか種類がある。色々と制約が多くて不便ではあるが、僕ら神々に対してかなり絶対的なので、要所ではたまに使われているし、こうした古い施設にはよく見られる。

　しかし……この、ルーン文字ってのは初めて見るな……僕の八はつ卦けみたいなモノだろうか。でも、どんな結界でも関係ない。

「……よし、菊きく理りさん、お願いします！」

　菊理さんは頷うなずくと、緊張の面おも持もちで前に出た。あらかじめ打ち合わせをしておいた、これが最終手段だ。

　木札へと両手を伸ばしていく。その指先が空間の一点に達すると、まるで水面みなもに石を投げ込んだときのような、かすかな波紋が生まれた。結界の界面だ。

　彼女は『潜ククリ』姫。その名の通り、あらゆる境界を超越する女神であり、その神力の前に、すべての結界は意味を成さない……

「──きゃっ！」

　バチッと強いシッペみたいな音がして、菊理さんが悲鳴を上げたので、僕は慌あわてた。

「どっ、どうしました!?」

　菊理さんは弾はじかれた手をさすりながら、

「変に意識してしまうと駄目なのです……何気なくやればいけるとは思うのですが」

　緊張しちゃうと上手くいかない、みたいなカンジか……なんか分かる。そういうのってなかなか難しいんだよな。

　牢の奥からフォルセティ検事神の戸惑った声がする。

「おい……どうする気なんだ？」

「当然、脱獄します」

「なんだと!?」

「アナタが法に則のつとって囚とらわれているのなら、僕もその法に従って、アナタの解放を訴えるつもりでした。でも、こんなの略りやく取しゆ誘ゆう拐かいですから」

「あの、伏フツ羲キさま、何か落ち着ける言葉を掛けていただいてもよろしいでしょうか……」

　菊きく理りさんが言う……お、落ち着ける言葉って……どんなだ？

「おい、やめろ……脱獄など、無む謀ぼうだッ……！」

　フォルセティ検けん事じ神しんが言うのに、シーッと指を立てて返してから、菊理さんへと、

「ええと……まず、気持ちを、楽にしてください……」

「はい……」

「頭をカラッポにして……アナタはキレイな森の中にいます……風が……そよそよ、そよそよと……小川が……さらさらと……」

「は、い……」

　僕が思いつくままに語るうちに、目を閉じた菊理さんがみるみる安らぎの表情になっていく……こ、こんなんでいいのか！　菊理さん素直すぎて、ちょっと心配になる……

　再び繰り出された指先は、今度は波紋すら立てるコトなく進み、難なく木札を摑つかんで取り去った──瞬しゆん間かん、目に見えない潮しおが一気に引くような感覚があった。神しん力りよくが消えた感覚。もはやこの牢ろう獄ごくは、神を封じるに足るものではなくなったというコトだ。これは刑務所側の認識がアマいというより、彼女の神力がイレギュラーすぎるのだろう。

　菊理さんはフリスビーを取ってきたイヌの表情で、

「やりました、できましたっ！」

「助かります」

　僕が答えると、菊理さんは嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるませる。

「お、おい……やめろと言うのが分からんか……！」

　フォルセティ検事神の言葉に、僕は金鎖を指で引っ掛けて、八はつ卦け盤ばんを取り出しながら、

「こんなところにアナタを置いていくなんて、聞けない相談ですよ」

　八卦盤に神力を注ぎ込む。僕の周囲で混こん沌とんの気が遊び始めた。それはみるみる八つの方角に別れ、そこからさらに微細に別れていき、床、壁、天井にビッシリと、整然たる天地の理ことわりを描き始める。よしよし、神力封じが消えたおかげで、八卦陣が展開できるぞ……

　両手で八卦盤を構え、

「ハアアアァッ！」

　神力を振り絞って叫べば、パキンッという小さな音がして、牢屋のカギが砕けた。僕は荒い息をつく。フゥ、これだけでもかなり消耗する……

　すぐさま牢屋に踏み込んだ。八卦陣が僕の動きに合わせてついてくる。フォルセティ検事神のため息が聞こえる……

「……うッ!?」

　そうして、ようやく見えた姿を見て、僕は思わずうめいた。

「ひどい……なんて……！」

　菊きく理りさんも息を吞のむ。

　ところどころ破れた衣服から覗のぞく肌はアザになっており、両足のスネはひどく腫はれ上がって変色していた。彼がずっと牢ろうの奥の壁に手をついて動かなかった理由、これだったんだ……

「あ……足、折れてるんですか……！」

　フォルセティ検けん事じ神しんは苦しげに、

「多分な……だから無理だと言ったんだ。神しん力りよくを放出すれば、多少は動けなくもないが……素早い動きは無理だろう。貴き様さまたちだけでも逃げろ」
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　フォルセティ検事神の言葉を聞く気にはなれなかった。怒りがどんどん湧わいてくる。よくも……よくもこんな、ヒドイことを……！

「絶対に連れて行きますッ！」

　言いながら、急いでフォルセティ検事神の右腕を取ると、自分の首に回した。菊理さんが左側から同じようにして、左右から肩を貸す。

「無む謀ぼうだと言うのに……ック……！」

「大丈夫です。八はつ卦け陣じんさえ展開していれば」

　フォルセティ検事神はなおも難色を示す。

「錠じよう前まえ開けの神しん力りよくで、どうにかなるものでは……！」

「とにかく、行きましょう！　あんまりもたないので早く！」

　僕が強めに言えば、フォルセティ検けん事じ神しんもさすがに黙だまった。菊きく理りさんと呼吸を合わせ、ゆっくりと歩き出す。さぞ痛むだろうに、フォルセティ検事神はうめき声ひとつ上げない。すごい精神力だ。

　闇やみのよどむヒミツの通路から、堂々と廊ろう下かに出て、来た道を逆にたどっていく。『幸運にも』見回りの職員さんと鉢はち合あわせることもなく、『偶然にも』区画を遮さえぎる鉄てつ格ごう子しのトビラは、誰かが閉め忘れていたようだ。スイスイと進んでいく……

「……どうなっているのだ、これは……！」

　フォルセティ検事神が戸惑いの呟つぶやきを発する。

　僕は疲労の吐息を吐きつつ、

「ものすごくザックリ言うと、八はつ卦けは天地の事象を操り、運勢を操るチカラでもあります。お、ラッキー！　程度の幸運なら引き起こせるんですよ」

　不自然な事態を引き起こそうとすればするほど、それだけ神力の消耗は激しくなる。『それもう幸運ってレベルじゃないぞ』という事態ほど難しくなるのだ。フォルセティ検事神の牢ろう屋やのカギが『運よく』老ろう朽きゆう化かしていた可能性はほとんどないので、かなり消耗してしまった。新品だったらもっと難しかったろう。

　神の多い受付からの脱出は避け、『なんとツイてることに』古びて立て付けが悪くなっていた窓の鉄格子を外して庭へと出る……

「──ここまでは、何とか、……なりました……」

　もうフラフラだった。窓明かりの下でいったん小休止。三さん柱にんで肩を組んだまま、深い息を吐く。霧きりと雪まじりの冷たい風が、オーバーワークで火ほ照てったカラダを冷やしていく。まだ昼前だというのに、神かみ々がみの庭にわの夜よるより暗い。

「……貴き様さま、大丈夫か？　顔色がありえない色になっているが」

　フォルセティ検事神が気き遣づかわしげだ。どんな色になっているんだろうか……

「平気です……アナタの方が重傷じゃないですか……」

「ふ、この程度で音ねを上げていては、検事神は務まらんわ……」

　口ではそう言いながらも、かなりツラそうだ。息が荒い。アブラ汗の浮かぶ顔を、ムリヤリに微笑ほほえませて続ける。

「……しかし、いいのか？　敵である私を助けて。勝率が下がるぞ」

「まあっ、そのような……！」

　菊理さんは眉まゆ毛げを下げ、僕は思わず笑った。この自信マンマンぶり……いかにも彼だ。

「……アナタは検事神ですけど、敵じゃないです」

「なんだと？」

　僕は顔を上げた。

「……アナタは……同志、だと思います」

　フォルセティ検けん事じ神しんが不思議そうに首を傾かたむけている。トモダチ？　仲間？　味方？　他に適切な言葉が見付からなかったから……それ以上は口にしないで、前を見た。

　敷しき地ちの周囲はグルリと高い壁で囲まれ、外へと続く鉄てつ柵さく門もんの横には門もん衛えい所じよがある。アレを越こえるってのが、運勢でどうにかなるレベルかどうか……まあ、やるしかないな。

　再び足を進めていく。庭を中ほどまで来たとき──

「ガガガッ！　止まってクダサイ、ガガガ」

「それ以上進むなら、ビビービ！　攻撃します」

　背後から響ひびく機械音声と同時に、外壁の上から何本ものハイビームが照射された。闇やみになじんだ目がくらみ、思わず足が止まってしまう……しまった、バレたッ！　半はん身みになって振り向けば、ヌッと二柱ふたりの巨体が玄関から出てくるところだった。刑務官たちをゾロゾロと引き連れている。

　なぜ気付かれた……いや、ムチャな幸運続きでここまで来たが、よそ見していた見張りの誰だれかが、ふと僕らの映った監視カメラのモニターを見たのかもしれないし、見回りが痕こん跡せきを見つけたのかもしれない……細い幸運の糸が、切れたんだ……！

「ガガ、絶対に逃がすなとの命令を受けています」

「ビビビ、牢ろう屋やに戻ってください。従わない場合、武力行使します」

　丁てい寧ねいな口調が、逆に絶対にやるんだろうなという意味で迫力をにじませている……僕は腹にグッとチカラを込めた。

「こんなの、おかしいですよ！　僕たちは罪ざい神しんじゃないッ！」

「ガガガ、ギンヌンガ淵ぶちは、無法地帯デス、ガガガ……」

「ビビ、捕まえなさい、ビビービ……！」

　ナルヴィさんの号令で、刑務官たちが距きよ離りを詰めてくる……

「こんなこと……オーディンさんの命令なんですか！　どこがやさしい王様なんです！」

　僕が右手で八はつ卦け盤ばんを構えながら叫ぶと、ナリさんとナルヴィさんの鋼こう鉄てつの顔面にわずかな苦悩が浮かんだが……すぐに義務感の仮面が覆おおい隠かくした。

「ガガガ、深いお考えがあってのこと、デス！」

「ビビビ……命令はゼッタイ、デス！」

　クッ……交渉の余地はないのか……！

　残り少ない神しん力りよくを、八卦盤へと注ぎ込んだ。僕の周囲、陣を構成する無数の爻かいが微光を放ち……途と端たん、陣へと踏み込んだ刑務官の皆さんが、一斉に悲鳴をあげてコケた。なおも僕たちを捕えようと向かってくるが、次々に積もる雪に足を取られていく……

「い、行きま、しょう……」

　僕はヨロヨロになりながら、門へと歩き出す。めまいがひどい……フォルセティ検けん事じ神しんを支えているんだか、支えられているんだか、もう分からない状態だ。

「ガガガ、妙な神しん力りよくを使うようです、ガガピ」

「ビビビガ、逃がすわけには、いきません……武力を行使します」

　次の瞬しゆん間かん、背後から何かが爆ばく発はつするような音が連続した。思わず振り向くと、ナリさんとナルヴィさんが宙に浮いていた。両足から激しい炎が噴ふん射しやされている……ロケットだ！　ドドドドドと轟ごう音おんを轟とどろかせながら飛ひ翔しようした二柱ふたりは、

「ガガガガ、セーフティーロック、解除」

「ビビビ、神力同調シーケンス開始……」

　空中でガシャンガシャンと派手な変形を見せた……ま、まさか、あれって……二柱の巨体がスパークを放ちながら、左右から近付いていき……ガシィン！　うわーッ、やっぱりだ！　合体した！　少年たちのロマン溢あふれる刑務官だ！

　僕たちと門の間に降り立つと、

『完了ッ！　二神合体、ヴァーリ降こう臨りん！』

　叫びながらポーズを決めた。菊きく理りさんの巻物の上のリバイアちゃんがミュウミュウと威い嚇かくの声を上げる。

『──説明しよう！』

　え……なんだこのナレーション！　あ……合体した二柱から出てる！

『アスガルドの技術力の粋すいを結集して造られたナリとナルヴィは、合体するコトで無敵の機動刑務官ヴァーリへと変形する！　オーディン様のため、脱獄犯たちと戦うのだ！』

　脱獄犯じゃないってのに！　とか、ツッコんでる余裕はない。

　フォルセティ検けん事じ神しんが、張り詰めた声で呟つぶやく。

「ヤツの狙ねらいは、おそらく私だ……お前たちだけなら、なんとか逃げられるかもしれん。早く行け……！」

　まだ、そんなコトを……

　僕は何とか両足で踏ん張ると、汗を散らせて叫んだ。

「……アナタが死んだら、誰だれがバルドルさんの遺志を継ぐんですかッ！」

「な……き、貴き様さまッ……!?」

　ヴァーリさんの胸部が、左右にパカリと開いた。無数の砲ほう門もんがハイビームを受けて、凶悪な輝かがやきを放っている……ちょ、ヤバイ、殺す気マンマン！

『射線上の職員は、直ちに退避してください……ヴァーリ・バルカン、発射します』

　相手の宣告と、僕が神しん力りよくを振り絞るのは同時だった。刑務官たちが慌あわてて左右に逃げた次の瞬しゆん間かん、鼓こ膜まくをつんざくような砲撃音が連続した……弾丸を目視することは到底できなかったが、どういう結果になったのかは想像できた。弾丸は『さいわいにして』ハズレたのだろう。地面には無数の弾だん痕こんが刻まれている……

　……僕はフラリと崩くずれ落ちる。なんとか立て膝ひざ姿勢で耐えたが、地面がとても恋しい……

「伏フツ羲キさまっ！」

　菊きく理りさんが泣きそうに叫ぶ声が、妙にボンヤリと聞こえる。

『射撃攻撃、効果ナシ……近接攻撃に移行します』

　ズシン、ズシンと近付いてくる足音に、霞かすむ視界を上げた。丸太のような巨大さの警棒を無造作に構えたヴァーリさんが歩いてくる……警棒が振り上げられる……僕はさらに八はつ卦け盤ばんを突き出して神しん力りよくを込める。振り下ろされる警棒が、僕や菊理さん、フォルセティ検けん事じ神しんを叩たたきツブす寸前に、虚こ空くうでガツンと停止した。目に見えない障壁だ……運勢操作と違って消耗が大きい。

　ヴァーリさんが、二度、三度と警棒を振り下ろす。ズシン、ズシンと衝しよう撃げきが奔はしるたびに、僕自身が殴られているような消耗がカラダを襲おそう。

「──みゅ、みゅうっ！　みゅぐっ！」

　菊理さんの巻物の上から飛び出したリバイアちゃんが、ヴァーリさんの巨大な足にガジガジと嚙かみ付いているが、まったく意に介されていない……

　くっ……意識が、朦もう朧ろうとする……フォルセティ検事神を……菊理さんを守りたい……だって、二柱ふたりは僕の……僕と同じ……夢を持つ……

「やめろッ、それ以上神しん力りよくを使えば、死ぬぞ！」

　フォルセティ検事神の言葉に抗あらがうように、落ちかけた右腕を掲かかげた。

　天てん地ちの理ことわりよ……どうか、もう一度……もう一度だけでも……！

「ぬ……ぐ、お、おおおおおおッ！」

　思いっきり嚙かみ締めた奥歯が離はなれ、自然と声が溢あふれる。僕の内側にあるすべての神力を振り絞る。何度目かの警棒が、障壁とぶつかりあったとき、ビシッと鋭い音がした。ヤバイ、障壁が破れた!?　絶望を覚えかけた瞬しゆん間かん……ヴァーリさんの巨体がグラリと揺らいだ。リバイアちゃんがテテテと戻ってくる。

　見守っていた刑務官たちの上に影が落ち、間かん一いつ髪ぱつ、逃げた直後に地面へと倒れ、ズシンとひときわ大きな震しん動どうを起こした。は、八はつ卦け陣じんが発動した！

『ガピガピ、バランサーに一時的な異常アリ、起こしてください、ガピガピガピ！』

　けたたましい機械音声が鳴り響ひびき、刑務官たちが駆け寄る。

「ふ、伏フツ羲キさま、お手をッ！」

　片腕でフォルセティ検事神を支えた菊きく理りさんが、もう片腕を僕へと伸ばしてくれる。その手を取って何とか立ち上がり、泥の中を走るような足取りで、刑務所の影へと逃げ込んだ。そっちに希望的な何かがあったワケではない。たんに刑務官たちが居ない方へと来ただけだ。

　壁に背中を預けて何とか立つ。膝ひざが震ふるえる。死ぬ覚悟でなら、もう一回くらい、やれるだろうか？

　八はつ卦け盤ばんを見下ろした僕は……思わず声をあげてしまった。

「は、八卦盤が……八卦盤にヒビが！」

　さっきの音はコレだったのか！　なんてこった、どうすれば……！

「えっ、伏フツ羲キさまの神じん器きにですか!?　そんなっ……！」

「……ちょっと、見せてみろ」

　菊きく理りさんに続いて、フォルセティ検けん事じ神しんがそう言ったので差し出すと、受け取った八卦盤をジッと見つめ、眉み間けんにシワを寄せている。

「……ど、どうかしたんですか？」

「いや……防御用神器でもなく、直接攻撃を受けたワケでもないのに、神器が壊こわれると言うのは、あまり聞いたコトがない……確かに壊れかけているな……いずれにせよ、この状態では満足なチカラは出せんだろう」

　返してもらった八卦盤を軽くニギリしめる。八卦盤は壊れかけ、神しん力りよくは尽きて、もう一歩だって歩けそうもない……万ばん事じ休きゆうすだった。

「──居たぞーッ、こっちだ！」

　複数の足音、向けられるライト……く、クソッ……諦あきらめない、諦めないぞ……フォルセティ検事神を助けて、菊理さんと一緒に、皆で帰るんだ……！

　僕が決死の覚悟で身構えたとき……ふと、張り詰めた空気がたわんだ。向かってきていた刑務官たちが、一柱ひとり、また一柱と天を仰あおぎ始める……なんだ？　と、フシギに思った直後、その音に気付いた。

　バタバタと空気を打ち据える音が、どんどん大きくなってくる……刑務官たちがざわついている。

　すぐに突風が吹き荒れ始め、激しく雪が舞い踊る。不意に強い照明に照らされ、僕は思わず顔を覆おおった。音は既すでに耳に痛いほどになっている。暗い空から、中庭へと降りてくる機影……あ、あれは……ヘリコプター!?　僕たちのすぐ隣となりに──

　運転席のドアが開かれると同時に、ローター音を貫いて鋭い声が飛んだ。

「お前たち、乗れっ！」

　あ、あああ、こ、この声はッ……！

　僕のカラダは、最後のチカラを振りシボって動いた。菊理さんの手を取って、弾はじかれたように駆け出していた。フォルセティ検事神もほぼ同時に動いている。複雑な気持ちだ……長年のウチに染しみついた条件反射というか……つい言うコトを聞いてしまう。

　訓練された兵隊のような、あるいはホネを見せ付けられたイヌのような僕たちの動きに、刑務官たちは完全に出し抜かれた形となった。

　僕と菊理さんは後部座席に、フォルセティ検事神は助手席に、それぞれ倒れ込むように転がり込んだ。

　ドアも開けたままで、グンッとカラダにのしかかる重力を感じた。

　た……助かった……のか？

　座席に崩くずれ落ちたまま、荒い呼吸を繰り返す僕へと、運転席から声がした。

「間かん一いつ髪ぱつだったな、伏フツ羲キ……礼を言ってくれても良いんだぞ？」

　僕は倒れこんだまま、起き上がるチカラもないまま返す。

「……ヘリの運転なんて、できたんですね……姉さん」

　運転手がこっちを覗のぞき込んできた。長い黒髪に、世間ではしばしば魔ま性しようの美び貌ぼうと称たたえられる顔立ち……このヒトこそが、神しん界かい最高検察庁の司法長官にして、おさわがせな僕の姉、女ジヨ媧カそのヒトだった。

　と、吹き込む風に髪をアバレさせながら、菊きく理りさんが振り向いた。

「からくりの方かたが、追ってきていますっ！」

「なッ!?」

　這はいずるようにして、菊理さんのカラダの上に乗り出して外を見ると……みるみる遠ざかっていく刑務所から、両足のブースターを激しく噴ふん射しやさせながら、ヴァーリさんが飛ひ翔しようしてきていた。

『ガビガビガビ、命令はゼッタイです、ガビーッ、ニガニガガ逃がしまセン、ヴァーリ・バルカン、発射準備……！』

「う、うわッ……だ、出してる、バルカン出してます！」

　僕がアセッて言えば、姉さんはフッと笑った。

「面白い……この私のドライビング・テクニックを見せてやろうではないか。お前たち、早くドアを閉めろ！　トバすぞ！」

　僕たちが風に難なん儀ぎしながら、一斉にドアを閉めた……次の瞬しゆん間かん、ヘリがものすごい加速を見せ始めた……ぐ、お、お、おおお、おおおおお……す、すごいＧ！　カラダがツブれそうだ！　リバイアちゃん、座席にベターンとなっちゃってる！

『ガビガビ、ガビビ……、……ガビビビビガガ……ガガー……、……』

　激しい機械音がみるみる遠ざかっていく……

「──うむ、さすがは神しん界かい電機製の最新機。警察への導入をと現場からの陳ちん情じようがあったが、前向きに検討するか……」

　やがて、梢こずえの影を抜けたのか、窓の外に蒼そう穹きゆうが広がった頃ころ、姉さんはコンソールをピピピと弄いじった。多分オートパイロットにしたんだと思う。Ｇが消え失せ、リバイアちゃんが再びまるみを取り戻す……

　何とか逃げられたようだった。緊張で止めていた息を、ようやく吐き出す。

「あ、あの、女媧さま……お助けくださり、ありがとう御ご座ざいました！」

　菊きく理りさんが深々と頭を下げるのに、姉さんは手を振った。

「いや、私の方こそ礼を言わねばならん。愚ぐ弟ていがいつも世話になっている……みな無事か？　フォルセティ、随ずい分ぶんひどくやられたな……フォルセティ？」

　助手席に目をやった姉さんの横顔が、みるみる驚きよう愕がくに彩いろどられた。

「なぜ泣いている!?　痛むのか？」

「ムッ、心外です……泣いてなどおりません！」

　ハナゴエだ……

「長官殿の無事なお姿を拝見し、多少、感かん極きわまっておるだけのこと！」

　姉さんは啞あ然ぜんとしてから、フッと微笑ほほえみを浮かべた。

「……命令に背そむいたお前を、私は叱しかるべきなのかもしれん」

　そのまま前を向いたので、もう表情は見えない。だが、続く口調は柔らかかった。

「だが、そういう気には、とてもなれん……」

「なにを申される！」

　フォルセティ検けん事じ神しんが逆に声を荒くする。

「助けるつもりが助けられ、このフォルセティ、慙ざん愧きの念に堪たえません。不ふ甲が斐いないとお叱しかりくださって結構ッ！」

「そうか……では一言だけ叱ろう。自愛せよフォルセティ。お前を失うワケにはいかん」
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「な、何と……グッ……あ、ありがたきお言葉……！」

　二柱ふたりのアツさに感化されて、僕もジーンとしてしまう。よかった、フォルセティ検けん事じ神しんを助けるコトができて。本当に……

「──さて」

　姉さんが半はん身みに座りなおす。

「ようやく、我らはこうして、顔を揃そろえる機会を得た。この事件については、私にも分からんコトだらけだ」

　機内へと視線を巡らせながら、

「私、フォルセティ……そして伏フツ羲キ、お前と菊きく理り姫ひめ。我々はそれぞれ別の角度、視点から、ひとつながりの事件を眺ながめてきたらしい」

「ひとつながりの、事件……」

　菊理さんが呟つぶやく。

　僕は突然戦せん慄りつを覚えて、ブルッと身み震ぶるいした。霧きりの深い谷の奥に、または光の差さない深海の奥底に、全体像の見えないほど巨大な怪物が眠っている。それは今にも目覚め、姿を現そうとしている……そんな感覚があった。

　姉さんは淡々と、しかしその底に確かな熱を帯びた口調で続けた。

「神かみ々がみの庭にわに着くまで、およそ三時間ほどか……我々は互いの情報を開示し、真実を捜さがさなければならん。事件の始まりはどこなのか、そして……どこへ向かおうとしているのかを」







「──あの……それで、最初にちょっと確認しときたいんですけど……」

　僕はそう切り出した。

「今日リバイアちゃんの中から出てきたメモ書き、あれって姉さんですよね？」

「えっ、そうなのですか!?」

　菊理さんが目を丸くするのに、姉さんは頷うなずいた。

「いかにも、私だ」

「き、貴き様さま、連絡を受け取っていたのか？　だから長官殿は無事だと言っていたのか！　なぜ早く言わなかったッ！」

　押し寄せるフォルセティ検事神の怒ど気きに、僕は両手を立ててガードしつつ、

「いや、脱獄の途中で言うヒマがなかったんです！　確証のないコトで変に期待させたら申し訳ないですし……」

　姉さんは僕らのやりとりに、楽しげに口の端を上げながら、

「ホテルの支し配はい神しんに身分を明かしてカギを借りた。こういうとき検事神は便利だな」

「どうやってリバイアちゃんをトロけさせたのですか？」

　菊きく理りさんがおずおずと尋ねた。

「ああ、歌ったんだ」

　ちょっとシンプルすぎる姉さんの回答に、僕が注釈を入れる。

「姉さん、音楽の神でもあるんで、歌はけっこう上う手まいんですよ」

　昔、笙しよう簧こうという楽器を開発して人間に与え、音楽を教えたとか言われてたりするのだ。

「まあっ、お歌で……！」

　菊理さんの尊敬の眼まな差ざし……僕はハナシを本題に戻す。

「それで、あのメモですけど……あれ、僕たちにフォルセティ検けん事じ神しんを助けろって指示だったんですか？　もし僕たちが行かなかったり、失敗してたらどうしたんです？」

　姉さんは人差し指をピンと立て、

「お前の性格からして、行かないというコトはまずない。失敗していたら、私が刑務所に乗り込んで助けただろう。大切だったのは、お前たち三さん柱にんが同じ場所にいることだった。別の場所に迎えに行っている余裕はなかった」

「そんなに追い詰められていたんですか？」

「ああ、エインヘリヤルの連中が私を追っていたからな」

　フォルセティ検事神が眉み間けんにシワを寄せる。

「なんです、それは？」

「特殊な神しん力りよくを有する神々で構成された、旧アスガルド軍の特殊部隊だそうだ。今はヴァルハラの一部署として動いている……この辺りの話をするなら、私がなぜアスガルドに向かったかについて話しておかねばならん」

　姉さんは足を組み、懐ふところに手を入れた。

「……先週の木曜、長官室でばりばり仕事をしていた私の元に、一通の封書が届けられた。差出人の名も消印もない。そこには、一柱ひとりでアスガルドに来いという指示と……この写真が入っていた」

　語りながら、一枚の写真を取り出す。差し出されたそれを受け取ると、フォルセティ検事神と菊理さんも覗のぞき込んできた。

　ずいぶん古びた写真だった。カワラ屋根の路地にお祭りの風景が映し出されていて、にぎやかな音や楽しげな声まで聞こえてきそうだ。その中央には、今からは考えられないほど屈託のない笑顔の姉さんが映っている……

「……この写真を撮ったのは、神しん農のうなんだ……」

　姉さんが呟つぶやいた名前に、僕は息を吞のんだ。フォルセティ検事神と菊理さんはピンとこない様子だったが。

「……そうだったんですか」

　僕は写真を見下ろして呟いた。神農さんが関かかわっていたのか……なるほど、今回の動きは、姉さんにしては性急すぎた。逆に言えば、姉さんがムチャをするとすれば、それ以外ありえない。神しん農のうさんだけが、姉さんのただひとつのアキレス腱けんなんだから……

「しんのうさま……？」

　菊理さんが首をかしげるのに、僕はそっと口にする。

「ずっと行方ゆくえが分からなくなっている、僕と姉さんの幼なじみです」

「あ、ああっ！　以前、少しお聞きしました……！」

　そうだ、菊きく理りさんには話したことがあったっけ……

　姉さんは目を伏せた。横顔には後悔の影があった。

「……私がアスガルドに向かったのは、本当に私的な……こんな理由だったんだ」

　細めた瞳ひとみをフォルセティ検けん事じ神しんに向けて、

「すまんな、お前を付き合わせる気はなかった……」

　フォルセティ検事神はひと息ついて、

「……ご相談いただけなかった事情は、理解しました」

　怒りに近い表情で、姉さんを見つめた。

「しかし私は、どのような場所でも……いついかなるときでも、貴女あなたに侍はべる覚悟がある。私にとって貴女の苦境に、公私はまったく関係ない……どうかそれを、お忘れなきよう」

　姉さんは顔を上げると、軽く目を閉じて鼻から息を吸った。

「……分かった。肝に銘じておく」

　フォルセティ検事神……どこまで忠義に篤あつい……！

　姉さんは再び凜りんとした気配をまとって続けた。

「アスガルド空港を出てすぐ、私はエインヘリヤルに追われる羽目になった。案あんの定じよう、罠わなだったようでな。結局神しん農のうのことは分からずじまいだ……アウェイで、軍の特殊部隊相手とあって、かなり危なかったんだが……ある神に助けられた」

「ある神？」

　僕が尋ねると、姉さんは「まあ待て」という風に手を動かして、

「……今、我々検察が追っている案件のひとつに、『雷霆ケラウノス』消失事件、というものがある」

「なッ!?　長官殿、それは極秘ですぞ！」

「二柱ふたりとも弁べん護ご神しんだ。守秘義務は心得ているだろう」

　目を剝むくフォルセティ検事神を、姉さんが諫いさめる。

「けらうのす……なにやら聞き覚えが御ご座ざいますが……」

　首をひねる菊理さんへと、姉さんは答える。

「ゼウスの神じん器きだ。たった一本で神しん界かい全土の電力供給量の30パーセントを生み出すイナズマの杖つえ。神界電力の発電所で稼動していたこの杖つえが、半年ほど前に消失した。諸事情で表おもて沙ざ汰たには出来ずに調べていたが……実行犯が見付かった」

「なんですと!?」

　フォルセティ検けん事じ神しんが目をムいた。

「私を助けてくれたと言うのは、その犯はん神しんなのだ。エインヘリヤルの一員でありながら、オーディンに背いてな……トールと言う男だん神しんだ」

　今度は僕がおどろく番だった。

「トールさん!?　ゼウスさんの秘書の!?」

「ん、知っていたか。彼はオーディンのスパイとして、神しん界かい電力にもぐりこんでいたのだ。ゼウスの逮たい捕ほを機に命令どおり雷霆ケラウノスを奪い、アスガルドへと持ち帰った。雷霆ケラウノスのチカラによって、アスガルドはこの半年で急速な発展を遂げた……」

　近代設備に覆おおわれた世せ界かい樹じゆ、ユグドラシルの風景が思い出された。天地の理ことわりが急速に補完されていく。トールさんがスパイ……以前会ったときには「自分、不器用ですから」とかシブい声で言ってたのに。

「アスガルドのためと信じて、オーディンの元で働いていたトールは、あるとき、とんでもない計画が進行しているらしいと勘付いた。散々悩んだ末に、こっそり邪じや魔ましようと決意したそうだ」

「……とんでもない、計画……！」

　菊きく理りさんがゴクリとノドを鳴らすのに、姉さんは首を振る。

「内容までは分からん。全容を把は握あくしているのはおそらくオーディンだけだろう。トール自身は表立って調査もできんから、協力者として私を助けた」

「……なぜ連絡をくれなかったんです？」

　僕の口調は、ついつい責めるような響ひびきを帯びてしまう。これでも僕だって、けっこう心配してたんですよ……

「エインヘリヤルは高性能な通シ信ギ傍ン受トシステムを有している。下へ手たを打てば居場所がバレる恐れがあった。空港もハイウェイも見張られて、私は完全に孤立させられていた」

　そこまで話すと、姉さんはひと息ついた。

「さて、私のいきさつは以上だが……ひとつ補足しておく。トールが裏切りを決意したきっかけは、オーディンがヘイムダルの殺さつ神じんを計画しているらしいと知ったからだそうだ」

「えっ!?」

　僕は思わず声をあげ、菊理さんは両手で口元を覆おおった。

　そんな……オーディンさん、やっぱりクロだったのか？　僕は……真しん犯はん神しんを庇かばってしまったのか？

「ヘイムダルもまた、エインヘリヤルの一員だったのだ。どういう目的で神々の庭に潜伏していたのかは不明だが、千せん里り眼がんの神しん力りよくを持っていたらしい」

　そ、そうだったのか……千里眼とはその名のとおり、遠くのモノや風景を見る神力だ。まあ千せん里りとは言うが、四千キロも視界が届く神はそうそうおらず、だいたい五、六キロ程度が限界らしいけど。

「トールはなんとか止めようとして、本庁に電話などもしたらしいが、間に合わなかったと嘆いていた」

「あ……ああ、電話……！」

　警察にリークしたのは、トールさんだったのか！

「ヌウゥッ……そんな事態になっていたとは……」

　フォルセティ検けん事じ神しんがうめく。

　僕と菊きく理りさんはそっと顔を見合わせた。どうやら、次に話すべきはこっちのようだ。アタマの中を整理しながら口を開く……

「ええと、そのヘイムダルさんの事件があったから、僕らは来たんです──」

　僕は語った。あの奇妙なヒッテレでの公判や、ニセフォルセティ検事神の話、二柱ふたりの失しつ踪そうを知り、アスガルドを訪れるに至った経けい緯いを。

　すべてを聞き終えた姉さんは、似ても似つかないニセモノのくだりがツボに入ってしまったようで、頰ほおをヒクヒクさせながら言った。

「それはおそらく、ロキという男だん神しんだろう……」

「ロキ？」

　どっかで、聞いたような……

　フォルセティ検事神は顎あごに手を当てながら、

「……アスガルドのロキ……もしや、保険外交員の？」

　姉さんは首しゆ肯こうし、

「うむ。お前と伏フツ羲キの公判で、証神として立った男神だな。ヤツもまたエインヘリヤルの一員で、神しん格かくを自在に操り、あらゆるところに入り込む神しん力りよくを有しているそうだ」

「神格を操る!?」

　そんな神がいるのか……すごい才能だ！

「ああ、上限はあるが底はないらしい。私やフォルセティが居ないのをいいことに、オーディンを無罪にするために一役買ったのだろう……トール、ロキ、ヘイムダル、この三名はいずれも一芸に秀ひいでた、ヴァルハラの潜入工作員だったというコトだな」

　僕と菊理さんは言葉もない。

　フォルセティ検事神が、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で呟つぶやく。

「私になりすますとは……まったく腹立たしい……！」

「……他にもいるんですか？　その……エインヘリヤルとかいう神々は」

　僕が尋ねれば、姉さんは首を振った。

「いるらしいが、トールが把は握あくしているのはこの二名だけだそうでな。他のメンバーとは、どこかですれ違っても分からないと言っていた」

　僕たちも、知らないうちに会っているのかもしれない。ひょっとしたら、ウチのマンションの隣となりに住んでいるかも……ゾッとする想像だ。

　菊きく理りさんが愁うれいを帯びながら口を開く。

「なぜおでんさまは、部下であるヘイムダルさまを殺そうとなさったのでしょう……」

「まだ分からんが……ひとつだけ言えるのは、計画殺さつ神じんである可能性がかなり高いということだな」

　姉さんはそう答えてから、あらたまって口を開いた。

「……さてフォルセティ、お前の番だ。私が逃げている状態で、エインヘリヤルはお前を追った。逃がして対象と接触するのを待つのが定じよう石せきだろうにな。自分が狙ねらわれた理由に、心当たりはあるか？」

　フォルセティ検けん事じ神しんは、僕と菊理さんを一いち瞥べつすると、ひとつ息を吐いた。

「……それは私が、『ラグナロク計画』について調べていたからでしょうな」

　僕と菊理さん、姉さんまで首をかしげた。

「なんだ、それは？」

「旧アスガルド軍が企くわだてた、大規模な爆ばく破はテロ計画です」

「テロ!?」

　また話がひと回り大きくなった！

　フォルセティ検事神は僕と菊理さんを一瞥し、

「……貴き様さまら、セスルームニル孤児院に行ったのか？」

「あ、はい……行きました、すみません」

「いや、いい……隠かくすことではない。あそこには元もと軍ぐん属ぞくの職員が多くいてな。これは彼らから聞いた話なのだが──」

　……フォルセティ検事神が語ったのは、平和が訪れる以前、神しん界かいがもっと野蛮だった時代の最後の残照、亡ぼう霊れいのような影をともなう物語だった。

　ラグナロク計画──文化圏の統一を目前にして、追い詰められたアスガルド軍幹部が立案した、無差別爆破計画。高性能な新型爆弾を用いてこそ可能な大計画であり、肝心の爆弾を造り上げるだけの国力が足りなかったことから、未遂に終わったという。

「──二週間ほど前、ヴァルハラ財団に勤める友ゆう神じんから相談を持ちかけられた。財団に怪しい動きがある、半年ほど前、元兵器局の研究員ばかりを集めた極秘セクションが立ち上げられ、何かを秘密裏に開発しているらしい、と」

　フォルセティ検事神は腕を組んで続ける。

「セクションの主任はミミル、オーディンの伯お父じであり、天才的な技官だそうだ……彼の兵器局長時代の最後の仕事こそ、ラグナロク計画に使用される予定だった高性能神じん器き爆弾『レーギャルンの匣はこ』の開発」

　僕は息を吞のんだ。

「……爆ばく弾だんを造っていたと言うんですか？」

「調べた限り、その可能性が高いな。途中で捕まってしまったから確証はないが……オーディンは、テロを計画しているとみられる」

　……高速ヘリの機内に、張り詰めた静けさが舞まい降りた。菊きく理りさんの膝ひざの上、リバイアちゃんだけがノンキに眠りこけている。

　……僕は途方に暮れていた。

　依い頼らい神しんが、大規模なテロの首しゆ謀ぼう者しやかもしれないなんて。そんな神を助けてしまっていたなんて……彼との信頼は築けなかったが、彼を信じてはいた。心の底から信じなければ、必死の弁護はできないからだ。信じていたのに……

「──雷霆ケラウノスのもたらした急成長が、兵器の開発を可能にさせた、ということか……」

　姉さんの呟きが聞こえる。

「オーディンが私を狙ねらったのは、この結論にたどり着くことを恐れたからか……しかし、私やフォルセティへの対応には、妙に杜ず撰さんな印象があるな。事を急せいているような……」

　フォルセティ検事神の緊迫した声が重なる。

「もうひとつ、ウラの取れておらん情報ですが……どうも先週のアタマ頃ごろから、ミミル主任の姿が見えないそうなのです」

「……まさか、消されたか？」

「そう考えるのであれば、既すでに爆弾は完成していると見ていいでしょうな……」

　二柱ふたりの緊迫した言葉が交わされる中、呆ぼう然ぜんとしていた僕は、菊理さんにそっと腕を揺さぶられて我に返った。

「あの、伏フツ羲キさま……消された、とは……？」

「え……、……ああ、それは……」

　彼女はとても察しがいいが、他た神しんの悪意には想像が及ばないところがある。それは彼女の美徳だと僕は思うが。

「爆弾さえ完成してしまえば、オーディンさんにとって、裏事情を知るミミルさんは邪じや魔ま者ものですから……幽ゆう閉へいされたか、あるいはもっと……直接的な」

　それは僕にとっても、あまり想像したくないコトだった。オーディンさんの悪あく行ぎようが判明すればするほど、自分は間違ったコトをしたのだという気持ちが大きくなる。

　菊理さんはショックを受けた様子だった。

「そんな……ミミルさまは、おでんさまの伯父上なのに……？」

　姉さんはひとつ息を吐き、

「肉親といえど、邪魔とあらば排除する……そうした非情さが、王の資質と称たたえられた時代もあった。そんなオーディンの価値観も考慮に入れねば、真実にはたどり着けないだろう」

　真実……、……そうだ、真実を追わなければ……

　まだすべてが明らかになってはいない。そこにたどり着くことができれば、誰だれもが幸せになれる結論がきっとあるハズだ……停止しかけていた脳みそをムリヤリ動かす。

　ここまで僕らは、天てん地ちの理ことわりを順にたどってきた。混こん沌とんの中にわずかに浮かび上がる数少ない情報を、飛び石のように渡って。なら次は……逆にたどるんだ。オーディンさんが最終的に何をしようとしているのか……

「──フォルセティ検けん事じ神しん、そのレーギャルンの匣はこって、どんな神じん器きか分かりますか？」

「片手で持てる程度の小さな箱だ。外側はただの封ふう印いん具ぐで、九層もの封印の内側に、小さな火が封じられている。所有者の戦意や憎ぞう悪お、憤ふん怒ぬなど、負の感情をひたすら溜ため込んで成長する神の火だ」

　フォルセティ検事神は両手の指で、ルービック・キューブほどの大きさの四角を作りながら語る。

「神の火は扱いが難しく、また製造にも時間が掛かるので量産はできん。雷霆ケラウノスを手に入れた時期から考えるに、現段階ではひとつ用意するのがせいぜいだろうが……威力はデカいぞ」

　そんなモノを使って、何をしようというのか。オーディンさんは急いでいたと姉さんは言った。何かに間に合わせるために？　この時期のイベントと言えば、クリスマス……いや……。

　……アタマの中で、カチリと音が鳴った気がした。それは爽そう快かいな音色ではなく、目の前に突きつけられた拳けん銃じゆうの撃げき鉄てつの音に似て、僕を身み震ぶるいさせた。ウソ、だろ……ただの妄もう想そうであってほしい。くだらない思い付きであってほしい……

　誰だれかが笑い飛ばしてくれるコトを期待しながら口を開いた。

「あの……平和サミットが狙ねらい、だなんて……ないですよね？」

　姉さんもフォルセティ検事神も、ハッと顔を強こわ張ばらせた。

「そうか、それか！」

「な、なんというッ……主しゆ神しんを皆殺しにする気か！」

　ワンテンポ遅れて、菊きく理りさんの表情にも戦せん慄りつが奔はしった。

「そ、それでは、崑こん崙ろん山さんに爆ばく弾だんがっ!?　伏フツ羲キさまと女ジヨ媧カさまの郷里に！」

　……本当なのか？　本当にオーディンさんはそんなコトを……彼は再びこの神しん界かいを、あの戦乱の時代に逆行させようとしているのか……なぜ、どうして、そんな……

「サミットはいつからだ！」

　姉さんが鋭く問えば、フォルセティ検事神も険しい表情で、

「今日の午後四時からです……しかし、オーディンも出席しているはずでは？　爆破などすれば、彼自身も巻き込まれてしまうハズだ」

「いや、ヤツは出席していない。今は神かみ々がみの庭にわにいる」

　姉さんは素早くスマホを取り出しながら返す。

「ヌッ!?　なぜ！」

「アスガルドに居られては手が出せんから、私とトールで一計を案じた。トールが雷霆ケラウノスを奪って神かみ々がみの庭にわに逃げ、オーディンを呼び寄せたのだ。トールはアスガルド軍神の中でも実力者で、オーディンにしか止められん」

　そう答えてから、姉さんはせわしなく電話を掛け始めた。公私問わずあらゆるパイプを使って、オーディンさんの計画を阻そ止ししようとしているのだ。

　僕は……ショックから立ち直れずにいる。

　この事件は、僕と菊きく理りさんにとって『ヘイムダルさん殺さつ神じん事件』だった。同じように姉さんにとっては『雷霆ケラウノス盗難事件』であり、フォルセティ検けん事じ神しんにとっては『姉さん失しつ踪そう事件』だった。その三つの事件が……主しゆ神しんの皆殺しを狙ねらった大規模テロなんていう、恐ろしい真実に辿たどり着いてしまうとは……思ってもいなかった。

　僕は彼のために戦った。そして今でも救いたいと願っている。それは……間違いなのだろうか？　僕は……




　……どうしたらいいんだ？

　悩んでも悩んでも、答えは出てこなかった。もう……時間がない……
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　羽ハ根ネ蛇ダ空港でヘリを降り、空港警察でパトカーを借りた。フォルセティ検事神は別のパトカーで警察病院へ向かい、僕と菊理さんは姉さんの運転で、神シン川ガワ埠ふ頭とうを目指した。そこにトールさんとオーディンさんが居るという。

　昼下がり、海運企業のコンテナや倉庫が立ち並ぶ雲海沿いの道。寄せる雲が砕けて霧きりとなり、午後のきよらかな日差しや、遠くに掛かる恵印方エインホーブリッジの威容や、都心の風景をにじませている。都会にぽっかりと空いた穴のような、静かな場所だ。

　僕たちが駆け付けたときには、緊張感あふれる状況が展開されていた。距きよ離りを置いて二柱の男だん神しんが向かい合っている。ガンマンの決闘のような雰ふん囲い気き。他に神の影はない。

　一柱ひとりは半年前にチラッと会ったっきりのトールさん。ミチミチな肉体でハチキレそうなスーツに、シブみ五割増しの表情。柄つかの短さに不釣り合いな巨大なヘッドのハンマーを、無造作に手にしている。そしてもう一柱は、当然のようにオーディンさんだ。その顔は無表情で、雲海から吹き上がるゆるやかな風が、黒いコートを羽ばたきのようにひるがえしていく。グングニルの穂ほ先さきが空を突いている……

「──は、早まらないでください、オーディンさん！」

　僕はいち早く後部座席から飛び出すと、つんのめりながら二柱ふたりの間に駆け込んだ。

「先生……！」

　トールさんの声が背中に届く。菊きく理りさんと姉さんが、続いて駆けつけてくる。

「……そうか、そういうコトかッ……」

　オーディンさんが、低く呟つぶやきながら、おもむろに僕を見た。戦乱の予よ兆ちようを宿す生身の左目と、亡もう者じやの眼がん窩かにも似た右目の鬼おに火びが……

「トールが裏切ったのは、てめえらのせいかアァッ！」

「うグッ!?」

　怒ど声せいと共に嵐あらしの風のような殺気が吹き付け、僕は吹き飛ばされそうになる。

　オーディンさんが馴な染じんだ動作でグングニルを構えるのに、トールさんがハンマーを構えながら慌あわてて前に出た。

「ち、違います、オーディン元げん帥すい、自分は──！」

「黙だまれッ！」

　トールさんを一いつ喝かつしてから、オーディンさんは続ける。

「よくもノコノコ顔を見せられたもんだ、クソが……ブチ殺す！」

　僕は何とか踏ん張りながら、

「お、落ち着いてください、暴力はよくないです……法廷で不利になりますよ！」

「法廷だと？　く、くく、くく……」

　額ひたいに青筋を立て、両目を見開いて、ワナワナと震ふるえる唇くちびるだけがムリヤリな笑みを形作る……その表情には狂気的なスゴみがあった。カラダの芯しんが冷える思いがする。

「てめえらが、心配するのは……オレの法廷じゃねえ……てめえらの命だ！」

　オーディンさんの気迫がふくれ上がり、突撃してくる……と思った瞬しゆん間かん、カツリとカカトを鳴らして姉さんが割って入った。腰に手を当てて凜りんと立ち、

　オーディンさんから押し寄せる殺気が、ほんのわずかに弱まった。

「お前は稀き代だいの軍ぐん神しんだ。私だけなら到底勝てぬ。だが、トールと私と二柱同時に相手をすれば、一いつ矢し報むくいることくらいはできるかもしれん。それが分からぬお前ではあるまい」

　オーディンさんは舌打ちをする。

「……女ギツネが」

「伏フツ羲キ弁べん護ご神しんが法廷を気にするのは無理からぬコトだ。お前の弁護神なのだからな……」

　ヤリを構えて無言、静かな怒りを湛たたえているオーディンさんを指差し、

「お前にはもう一度、被ひ告こく神しんとして法廷に立ってもらう。ヘイムダル殺さつ神じん事件のな」

「既すでに無罪判決は下された」

「そうだな……お前が用意したニセモノは、ご丁てい寧ねいにも上じよう訴その放棄手続きまで済ませていってくれた。厄やつ介かいなコトにだ」

　オーディンさんは目を細めた。むせ返るほどの殺気は鳴りを潜ひそめ、代わりに老ろう獪かいなオーラを身にまとう。強さに飽かして腕を振るう猛も者さではなく、カウンターを狙ねらう古ふる強つわ者ものの気配だ。

「フン……ニセモノ？　何のコトだ？」

「トボケる気か……まあいい。確かに我々は上告ができん。だから──再審請求をする」

　姉さんが言い放てば、オーディンさんの口の端が上がった。

「……ほう、再審か」

　再審……審理のやり直し。それこそが、オーディンさんを法廷に引きずり出す、ただひとつの手段だった。再審となれば、オーディンさんの弁護神は、以前担当した僕が引き継ぐ形になる。

　この期ごに及んでオーディンさんを裁判にかける理由はふたつ。ひとつは、爆ばく弾だんが実際にあるかどうかの確証がないから。もうひとつは、気付かれないうちに確実に爆弾を解除できるようにだ。フォルセティ検事神の調査によればタイマー式らしいが、遠えん隔かくで爆破できる可能性もある。審理中なら爆弾や解除班から、オーディンさんの注意を反らせる。

　それには、僕らが計画に気付いているコトを悟られてはいけない……姉さんはそんなそぶりはミジンも見せずに胸を張った。

「当然だろう。検けん事じ神しんがニセモノだったのだからな。審理があった日、フォルセティがギンヌンガ刑務所にいたコトに関しては、我々全員が証しよう神しんとなろう」

「証言のみか？　弱い手だ」

「確かに、それだけでは一度決まった判決を覆くつがえすには弱いな……そこで、これだ」

　スマホを取り出し耳に当て、

「……私だ。やってくれ」

　短く言葉を交わした後、刑けい事じ神しんたちが手帳をそうするように、オーディンさんへと掲かかげた。スピーカーフォンにしたらしく、荒い吐息まじりの声が聞こえてくる。

『──ぜえ、ぜえ……あー、ワガハイは、捜査一課のアヌビス刑事神でアリマス……えー、ただいま全身全霊をもちまして、被疑者を確保したでアリマスので、ご報告するでアリマス……ほら、なにか喋しやべるでアリマス！』

『イタタタ、そんなに引っ張らないでオクレよ……フッフーン、オーディン、ごめんネ？　捕まっちゃった！　いやァ参ったネ、ＨＡＨＡＨＡＨＡ！』

　このヒトを小バカにしたような声は、どう聞いてもニセフォルセティさん……もとい、ロキさんだ。姉さんの指示を受け、警察は全精力を傾けてロキさんを追っていたのだ。捕まえられたのはついさっきだ。アヌビス刑事神の根性が発揮された、ギリギリの一手だった。

　しかし、オーディンさんは揺るぎない。右手の槍やりを動かし、穂ほ先さきでスマホを指して、

「そいつがニセモノだという証拠は？」

　僕は思わず口を開く。

「い、いやいや、まんまじゃないですか！　口調とか声とか！」

　菊きく理りさんも続く。

「そうです、覚えが御ご座ざいますっ！」

「他た神しんの空似だ」

　ズバッと一刀両断……クッ、強引な……切れ味の悪いナタでも、腕力があれば切れる、みたいな論調……！

　姉さんは静かに口を開く。

「以前一度出廷した際、ロキの神しん格かくは計測された。そのときは13だったが、今、逮たい捕ほしたときには６６６だった。ヤツは特殊な神力を有し、フォルセティに成りすますことができた……重要なのはその可能性だ」

　姉さんとオーディンさんの気迫がぶつかり合う。菊理さんの巻物の上で、リバイアちゃんが前足で顔を覆おおってプルプルしている。

　……と、オーディンさんがフッとチカラを抜いた。

「トールの証言があれば、しらばっくれてもムダか。確かにロキはオレ様の部下だ」

「観念したか？」

　姉さんの言葉に……しかし、オーディンさんはニヤリと笑って切り札を出した。

「再審の請求は、有罪の言いい渡わたしをした判決に対して、その言渡を受けた者の利益のために、これをすることができる……だったか」

　言葉を受けて、菊理さんが呟つぶやく。

「……神しん界かい刑訴法、第千八百三十五条」

「そうだ。無罪になったオレ様に対しては、再審請求はできない……オレ様を再逮捕したければ、令状を持ってアスガルドまで来るんだな」

　……やっぱりオーディンさんは、ただ乱暴なだけの神じゃない。相手の仕掛けはすべて調べているのだろう。戦いの神でありながら、知恵の神と称される男だん神しん。

　そのまま踵きびすを返そうとする途中、オーディンさんは足を止めた。

「……トール、最後にもう一度だけ言うぞ。雷霆ケラウノスを持って、オレ様の下に戻れ。今ならまだ、許してやる」

　トールさんは俯うつむくと、音が鳴るほどハンマーの柄つかを握にぎり締しめた。

「……オーディン元げん帥すい、自分は自分の意思で、アナタに背きました」

「てめえ……！」

　ギリリと歯は嚙がみをするオーディンさんへと、トールさんは顔を上げて必死の瞳ひとみを注ぎ、訥とつ々とつと訴えた。
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「自分は、アナタを尊敬しています。お傍そばに仕えることは、ずっと自分の誇りでした。しかし……自分は不器用ですから……分からないのです。どうしてヘイムダルを殺したのですか？　自分たちの同どう胞ほうを」

　灰に埋もれた火のような、じんわりとした熱を帯びた言葉だったが、オーディンさんのココロにはなに一つ届いていないようだった。

「……オレ様は、殺していないと言っている」

　トールさんは苦く悶もんの表情で首を振った。

「それでは……自分は戻れません」

　初めてオーディンさんの顔に、感情らしきものが浮かんだ。ひどく苦しげなあれは、なんだろう……苛いら立だちか？　いや違う……悲しみか。

「バカが……オレの前から消え失うせろ。二度とそのツラを見せるな」

　すべてを断ち切るように向けられんとする背中へと、

「お、お待ちくださいっ！」

　菊きく理りさんが声をあげた。

「黙だまれ」

　オーディンさんの赤い眼光が輝かがやき、菊理さんが息を吞のんだ。気け圧おされて言葉が出てこないようだ……僕はそっと、小さく震ふるえる肩に手を置いた。

　菊きく理りさんは一いつ瞬しゆん僕を見返すと、キュッと唇くちびるを結んで前を向いた。

「さ、再審請求は……わたしが提出するのです！」

「……なに？」

「先ごろ、『ヘイムダルさま殺さつ神じん事件』の二審が決着いたしました……被告はアルテミス女史、担当弁べん護ご神しんは、わたしです……有罪判決で、確定しました」

　菊理さんはコブシで胸を押さえ、痛みに耐えて戦う戦士の表情をしていた。

　これが姉さんの切り札。ヘリの中からアルテミスさんに連絡を取り、罪を被かぶってくれと言ったのだ。アルテミスさんは、なんとふたつ返事でＯＫしてくれた上、菊理さんに「ああた、信じていますわよ。キッチリ真実を見つけてくださいな」とさえ言ってくれたそうだ。

　作戦とはいえ、一いつ時ときとはいえ、自分の依い頼らい神しんに有罪判決を下させることは、菊理さんにとってさぞ苦しいコトだったろう。今、オーディンさんを絡からめとろうとしているのは、二柱ふたりの女神さんの覚悟とキズナだ。

　菊理さんの言葉を受けて、僕が口を開く。

「この事件の被告は二柱いました。再審はアナタの利益のためではなく、有罪を受けたもう一柱の被告神、アルテミスさんの利益のため、菊理弁護神が請求するものなんです」

　僕らの背後に、護送車がブロロロと走りこんできた。すべては姉さんの思惑どおりに進んでいた。昔、僕の郷里でサルの男だん神しんが、釈しや迦かさんの掌てのひらの上でもてあそばれたコトがあったが、そんなカンジだった。

　オーディンさんが背を反らせ、軽く天を仰あおいだ。

「……ふ、ふふふ、はははははは！　まさか、これほどなりふり構わん手を使うとは！」

　なりふり構わない手……そう、そのとおりだ。無実の女神さんを有罪にしてまで。そうでもしなければ、手の届かない相手だった。

　オーディンさんはひとしきり肩を揺すると、ふと姉さんを見た。

「……なあ女ジヨ媧カ、オレ様の配下にならんか？　ヴァルハラはいつでも有能な神しん材ざいを募集している。キサマは平和ボケした神かみ々がみの庭にわには相応ふさわしくない女神だ」

　姉さんは鼻で笑った。

「お前とは価値観が違いすぎる。私は利の先に信頼があると信じている。だがお前は利のために信頼を築こうとする男神だ。そういうヤツとは交渉をしない」

　再びオーディンさんをニラみつけ、

「安心しろ、再審はすぐに行われる。すんなりいけばご執心のサミットに出られるかもしれんぞ。トクベツ待遇だな……さあ、クルマに乗れ、オーディン『被告』！」

　被告。その単語は、王手の駒こまの音色に似て響ひびいた。

「……イイだろう。キサマの策に乗ってやる。勝負の続きは法廷だ」

　オーディンさんは堂々とした足取りで護送車へと歩いていく……僕は急いで駆け寄ると、声を掛けた。

「あの、ヨロシクお願いします。審理の前に、控え室で打ち合わせを──」

「やかましい」

　返るのは冷たい言葉だった。

「味方ヅラをするな、敵のクセに」

　敵……僕は、敵なのか？　いや……違う。敵意はない……！

「敵じゃないです！　僕はアナタの弁べん護ご神しんです！」

「キサマは女ジヨ媧カの手先だろうが。いまさら信用を得ようとしてもムダだ。せいぜいシッポを振って、オレ様を有罪にしてみるんだな」

「……、……それはッ……！」

　僕が言葉に詰まっている間に、オーディンさんは護送車に乗り込んで行ってしまった。

　……確かに、ここまではすべて、姉さんの作戦だ。

　オーディンさんが審理を受けている間に、姉さんは危険物処理班を指揮して、すみやかに爆ばく弾だんを処理する。タイムリミットはサミットが始まる十六時。僕と菊きく理りさんは解除が終わるまで、審理を長引かせてくれと言われていた。

　確かに僕は、姉さんの作戦に乗っている。だから言葉に詰まってしまった。

　テロ計画は絶対に止めなければならないが、それはオーディンさんへの敵対行為になるのだろうか？　今、アルテミスさんは有罪を吞のんでくれている。オーディンさんが無罪になれば、彼女はいわれなき罪に問われるコトになる……僕が戦うコトは、アルテミスさんを攻撃するコトに等しいのだ。それも悩ましかった。

「……何とか引きずり出せたな」

　姉さんが独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

　その言葉は、ひょっとしたら僕に向けられていたのかもしれない。だが僕は返事もできないまま、下した唇くちびるを嚙かみ締しめていた……トールさんと同じように。
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　神かみ々がみの庭にわ中央裁判所の弁護側控え室は、重苦しい空気に包まれていた。時刻は十四時半、後三十分で開廷だ。

　オーディンさんはおとといと同じように、ソファーに腰を下ろして腕を組み、軽く目を閉じている。「話しかけるな」というオーラがムンムンに発散されている。

　オーディンさんの対面、僕の隣となりには菊理さんの姿がある。彼女は補佐として審理に立つのだ。沈黙に堪たえかねて、たまに「あの……好きな食べ物など、御ご座ざいますか？」とか、「ご趣味は？」とかニコヤカに話しかけているが、これなら壁に話しかけていた方がマシだというくらい返事がなくて、そのたびにシュンとしている。膝ひざの上のリバイアちゃんはずっと警戒モードだ。

「──おい」

　何度目か、菊きく理りさんが話しかけようとしたとき、オーディンさんが先さきんじて低い声をあげた。ビクッとする僕ら。

「シラジラしい演技はやめろ、見てて怒りがわいてくる……敵なら敵らしくしておけ」

「敵……のつもりは、ないです」

　僕の言葉は確かにウソっぽくて、スマイルはポンコツだった。

「知っているぞ、ナリとナルヴィが世話になったらしいな？」

　オーディンさんの瞳ひとみには敵意と、何かを探るような光があった……僕たちが計画に気付いているコトを知られるワケにはいかない。

「あ、あれは……フォルセティ検けん事じ神しんが捕まっているというので行っただけです！」

「検察の味方なんだろうが」

「公判になれば話は違いますよ。検事神は犯罪を立証する、弁べん護ご神しんは無罪を訴える、それがルールですから」

　オーディンさんは鼻で笑い、

「クチでどんなコト言ってたって、てめえも裏切るさ。そのときがくれば、必ず裏切る……オレ様は、もう誰だれも信じねえ」

　その言葉に、憂うれいの影はない。ただ事実を述べただけだという、乾いた響ひびきだった。その言葉に、ひどくさみしさを感じる。なんだろう……この気持ち……

　一拍あって、僕は言葉を続ける。

「……これから行われるのは、アナタがヘイムダルさんを殺さつ神じんしたかどうかの審理です。確かにアナタはフォルセティ検事神を誘ゆう拐かいしたかもしれませんが……」

　オーディンさんは身を乗り出し、

「殺神には関係ない、と？　オレ様がフォルセティを捕え、ロキという替え玉を立てたとしてもか？　キサマ本気で言っているのか？　それを信じられるのか？」

　僕は小さく息を吐くと、腹筋にチカラをこめた。

　信じられるか……僕たちが信じるべきコトは……何よりもまず信じるべきなのは……

「……アナタがやっていないと仰おつしやるなら、信じます」

　オーディンさんは口の端を上げた。

「そうか。じゃあ、こう言うのはどうだ……ヘイムダルを殺したのはオレ様だ」

　放たれた破壊力バツグンな言葉に、菊きく理りさんは硬直し、僕は思いっきり咳せき込んだ。オーディンさんは僕たちの様子をユカイそうに眺ながめながら、

「……どうだ、これでもてめえは、オレ様を無罪にできるか？」

　僕はズレたメガネを押し上げながら、グラつく心を必死に支える。

「……え、っと、それは……そうですね……、自白といっても直接証拠のひとつにすぎませんから、合理的な疑問を超える証明がなければ、有罪にはならない、ですが……」

　しどろもどろに答えれば、オーディンさんは笑いながら両腕を左右に伸ばし、ソファーの背もたれに大きく身を預けた。

「からかいがいのねえヤロウだ。トールみたいなヤツだ。生き真ま面じ目めでな……」

　菊きく理りさんはキュッとマユゲを上げた。

「ひ、被ひ害がい神しんが亡なくなっているのに、そのような『じょーく』は、よくないです！」

　オーディンさんは菊理さんをニラみ、

「キサマの仕事は依い頼らい神しんの説教か？」

「い、いえ……そうではありませんがっ……！」

「なら黙だまれ」

　言葉に詰まる菊理さんの後を継ぐように、僕は口を開く。

「依頼神との信頼関係の構築は、僕たちの大切な仕事のひとつです……オーディンさん、ひとつだけ、僕から聞いておきたいんですが」

「前置きはいい。イラつかせるな」

　この話題は……危険だ。でも、必要だと感じる。

「……ミミルさんとは、どのような神だったんですか？」

　僕が言った瞬しゆん間かん、オーディンさんの全身が迫力をにじませた。左右不釣り合いな瞳ひとみに、等しく剣けん吞のんな眼光が宿る。痛いような沈ちん黙もくがあって、

「……なぜキサマが、その名を知っている？」

「ナリさんとナルヴィさん……それから、フォルセティ検けん事じ神しんから聞きました。アナタの育ての親だと」

　また、沈黙。互いを探り合うような。

「……それを訊きいてどうする気だ？」

「僕にはまだ、アナタという神がどういう神かよく分からないんです。開廷前に、せめてそれだけは、少しでも知っておきたいと思うんです。どういう方がアナタを育てたのか……知りたいと思ったんです」

　彼がなにを考え、なにを想おもってこの事件に関かかわったのか、弁べん護ご神しんとして、まずそれだけは分かりたかった。彼の過去のかけらを得られたら、少しはなにかが分かるかもしれない。

　オーディンさんは軽く息を吐くと、押し黙だまってしまった。壁掛け時計の秒針と分針が、コチコチと時間を刻む音だけが響いていく……

「──僕は……僕らは、アナタを信じます。アナタにも、信じて欲しいけど……それが無理でも、僕たちはアナタを信じて戦います」

　返事がない……僕は深く頭を下げる。

「お願いします、どんな小さなものでもいい……ひとかけらだけでも、真実が欲しいんです。お願いします……オーディンさん……！」

「どうか、おでんさま……」

　隣となりの菊きく理りさんも、僕に倣ならうように頭を下げた。時間が過ぎていく……ダメ、か……

「……確かキサマ、２だったか？」

　ふと聞こえた呟つぶやきに、弾はじかれたように顔を上げた。

「え……？」

「神しん格かくのことだ。２だったな？」

「え、あ……はい、そうですが……」

　やや戸惑いながら返せば、オーディンさんはノドの奥で笑った。

「……敵と呼ぶのも、バカらしく思えてくるぜ。ウチの下請けのドワーフどもの方が、もう少しマシだぜ。このカス野郎め……」

　菊理さんがプウッと頰ほおをふくらませたので、僕はやんわりと片手を上げて止めた。

　オーディンさんはひとしきり笑ってから続けた。

「懐なつかしいな……キサマほどじゃないが、オレ様も昔は低かった。神格は50程度の雑ざ魚こだった」

「えっ、ご……ごじゅう、ですか？」

　思わず声をあげた。50？　本当に？　それは……、今は確か１８４４だったっけ？　アリがゾウに進化するくらい不可能な変化だ……

　オーディンさんは僕をニラみ、

「おい、見くびるんじゃねぇぞ？　今はてめえ如ごとき、ひとひねりだ」

「あ、はい……」

　オーディンさんは視線を遠くへと投げながら続けた。

「てめえらはヌクヌクと育ってたんだろうが、アスガルドは戦乱の地だ。オレ様が生まれた当時も、元主しゆ神しんのユミルという神が、巨人族を率いて反乱を起こしていた。そんな土地で弱い神として生まれるってのは、けっこうキツいもんでな……キサマには、分かるか？」

　容易に想像できる。役立たずと罵ののしられ、白い目で見られる日々……だがなによりツライのは、無力感だ。自分の内側からわき上がってくる感情。愛する者たちを守りたくても、そのチカラがない絶望感だ……

「……よく、分かります」

　僕が答えると、オーディンさんはフッと笑った。

「だがな、オレ様には伯お父じ貴きがいた。天才である伯父貴がな。オレ様は伯父貴に頼み込んで、自分を改造してもらったんだ」

　伯お父じ貴き……ミミルさんか。いや、それより……

「か、改造って？」

　オーディンさんは両腕を広げ、自分の体を誇こ示じしてみせた。

「このカラダはな、ほとんど神じん器きなんだ。右目を抉えぐって、全身に神器を埋め込んで、伯父貴はオレ様を戦せん闘とうマシーンにしたんだよ」

「なッ……!?」

　僕も菊きく理りさんも、言葉を失った。なんという……なんてコトだ……

　神しん格かくを１上げるのがいかに大変なコトか、神しん界かいに住む神なら誰だれでも知っている。想像を絶する施せ術じゆつが行われたのだろう。どれほどの苦痛があったのか、それは想像も付かない。

　神界が、今よりもっと野蛮だった時代の……彼こそが、亡ぼう霊れいだったのだ……

「アスガルドの敵は皆殺しにしたぜ。この右目なんか、かなり役に立った。透視能力があって隠かくれた敵も見つけられる……」

　あまりに寒々しい……あのアスガルドの空のような声で語られる過去に、僕は返す言葉を見つけられずにいる。

「アスガルドには、強い王が必要だった。伯父貴もそう思って承しよう諾だくしてくれたようだが、何度も謝られたぜ……オレ様はむしろ感謝してるんだがな。伯父貴は……そういう神だった。自分で造った兵器で誰かが死ぬコトを、ずっと申し訳なく思っていたらしい……」

　オーディンさんは僕を一いち瞥べつし、

「……キサマが聞きたかった真実ってのは、こういうモノか？」

　僕はかろうじて言葉を返す。

「あ……、ありがとう、ございました……」

　同情すべきか、悲しむべきか……突きつけられた事実がショッキングすぎて、気持ちの整理が付かない……

「……おい、同情してんじゃねえぞ、てめえ」

　押し殺された声と共に、オーディンさんの右腕が僕に伸びてくる。外がい套とうの裾すそから覗のぞいた右腕は、鎧よろいのような外がい骨こつ格かくのような装そう甲こうで覆おおわれ、常在戦場の気配を宿している。

「カス野郎が、何様のつもりだ……ヒネリ殺すぞ」

　……動けない。全身から冷たい汗が噴ふき出す。指の隙すき間まから見える彼の全身が、殺気をにじませている。恐ろしい。あまりにも恐ろしい。でも……怖いだけではない。その奥底に垣かい間ま見える、この深い深い悲しみは、なんなんだ……と、次の瞬しゆん間かん、僕の体に温かいカタマリが覆おおい被かぶさってきた。

「わっぷ!?　え、ちょ……き、菊理さん！」

　僕を庇かばって抱きついたまま、半はん身みに振り向いてオーディンさんをニラんでいる。その小柄な体はカタカタと小さく震ふるえていた。

「お、おやめください、伏フツ羲キさまには指一本触れさせませぬ！」

「みゅう！　みゅう！」

　リバイアちゃんが援えん護ごするかのように、けたたましく吠ほえている。

　僕のために、これほどに身を挺ていしてくれる……ありがたいし、申し訳ない。僕は菊きく理りさんの肩を摑つかんでやんわりと離はなしてから、微ほほ笑えんで見せた。

「ありがとうございます、菊理さん……彼は僕を殺したりはしません」

「でも……！」

　僕はオーディンさんを見つめて続ける。

「……アナタはアース神族らしい凶暴な一面をお持ちですが、一方でとても理知的な方です。公判の直前に僕を殺すなんてリスクを犯すとは思えません……今までお話ししてみて、よく分かりました」

　オーディンさんは口の端を上げると、凶悪な殺気を引っ込めた。

「……殺すならオレ様が有罪になってからでも遅くはないからな」

　内心、胸を撫なで下ろす。

　オーディンさんは、獰どう猛もうな笑みを浮かべたまま続けた。

「まぁ全力で弁護してみせろ。……オレ様を信じる？　その言葉が中途半端ではなくホンモノだったらな」







　──そして、審理が始まる。

　今度は舞台もちゃんと裁判所だし、フォルセティ検けん事じ神しんもホンモノだ。でも……内容はどうなんだろうか？　ホンモノなのだろうか？

　姉さんの言うとおり、時間稼ぎをして……これって、正しいのか？　真実なのか？　それで、もし爆ばく弾だんが見付かったら……それでも、オーディンさんを守るために戦うべきなのか？　こうして悩んでいるコト自体、正しいのか？

　答えの出ない問いを両手いっぱいに抱かかえたまま、僕は法廷へと向かう……













　　五章　ひとりぼっちの黄昏に







　中央裁判所、第一〇八号法廷。

　僕のいる弁べん護ご神しん席せきから見て右手が法ほう壇だんであり、菊きく理りさんは僕と法壇の間に立っている。かなり緊張している様子だ。まあ僕も余裕はない……いっつもないけど、今回は特にない。リバイアちゃんは控え室でお留守番だ。

　左手に距きよ離りを開けて、オーディンさんが座る被告席があり、そのさらに向こうが傍ぼう聴ちよう席せき。急な公判なので傍ぼう聴ちよう神しんは多くないが、それでも七割方埋まっているのは、被ひ告こく神しんが他ほかならぬ主しゆ神しんだからだろう。さっきからヒソヒソと交わされる会話が聞こえてくる──「あれがオーディンか……」「オッソロしいツラしてんぜ」「あれは殺やってるよ、神の一柱ひとりや二柱ふたりや百ひやく柱にん」……とかなんとか。

　そして僕らの対面、検察席には……なんと、フォルセティ検けん事じ神しんの姿が。腕組みをして微動だにせず立っている。頭の包帯が痛々しいし、歩くのだってまだキツいだろうが、彼は自分が検察席に立つと強く言い、姉さんはそれを受け入れた。

　時間になり、入廷してきた裁判長は、法壇に着くなり言った。

「むッ、検事神、今度はホンモノでしょうな？」

　フォルセティ検事神は、元々甘さひかえめな表情をさらにニガニガしくゆがめ、

「……ニセモノが騒さわがせたようで、非常に腹立たしいと同時に申し訳ない気分だ。この私がホンモノである証明は、審理によってさせていただくとしよう」

　ホレボレするほどいかめしい応答……テーブルの上には白はく銀ぎんの天てん秤びんがチョコンと乗っている。ヤジロベーのようにフラフラしておらず安定感がある。

　裁判長はウムと頷うなずき、

「ヨロシクお願いします……えー、傍聴席の皆さんの中には、流れをご存知でない方も多いでしょう。これから行われる裁判は再審です。有罪判決後、何かヒジョーに革新的な証拠が発見された場合に審理をやり直すというモノで、ワシもとても久しぶりです」

　左手の人差し指を立て、

「そうそうあってはいけないコトですから、今度こそ細心の注意を払って臨ませていただきますぞ。再審なだけに、細心の注意を、と……」

　……もはや貫かん禄ろくすら感じさせるほどの、安定したシラケっぷりだった。

　裁判長はチラチラと検察席の方を見ている。どうやらツッコミ待ちみたいだが、フォルセティ検事神は険しい表情のまま無言。すでに時間稼ぎは始まっているようだ。

「あの、検けん事じ神しん？　細心の注意を……払いますぞ？」

　フォルセティ検事神は頭痛に耐えるような表情で、

「……まあ、よろしいのではないか」

　裁判長は不服げに、

「ぬう、なにやら生ぬるいカンジ……貴方あなた、本当にホンモノですか？」

　フォルセティ検事神はキッとマユゲを吊つり上げて右手コブシを振り上げたが、その手はピタリと止まり、行き場なさげに前髪をかき上げた。

「くだらッ……ぬ、コトは、ほどほどにして……神しん定てい質問などなさってはどうか」

　あのヒトもたいがいツッコミ気質なんだよな……大丈夫だろうか。

「んむ、ではボチボチ始めましょう……被ひ告こく神しんは名前と職業を」

　オーディンさんは不機嫌そうに、

「アスガルド主神、オーディン……何度同じコトを言えばいいんだ？」

「す、すみません、決められた形式なので……そうニラまんでください、怖いですぞ」

　裁判長がアバレ牛をたしなめるように、両手をドウドウと動かしながら言う。

「……では、公訴事実を読み上げる」

　フォルセティ検事神が続けて言えば、裁判長は目を丸くした。

「えっ、読むんですか？　どうなさったんです、やっぱりニセモノでは？」

　フォルセティ検事神は咳せき払ばらいをし、背筋を伸ばした。

「たまには読み上げることもある。本案件は少々ややこしいので、整理の意味もあって、朗読させていただくとする」

　いよいよ始まりだ。僕の中に悩みは深いが、とにかく爆ばく弾だんだけは解除しなければならない。覚悟を決めろ……

「先の日曜日、ヒミンビョルグ・テレビの社しや屋おくにて、同社社しや主しゆのヘイムダルが殺さつ神じんされた。現場の状況を顧かえりみるに、神じん器きでの犯行と見て間違いない。容疑者は二名、うち一名が先ごろ別法廷にて有罪判決を受けたアルテミス被告、もう一名がそちら、オーディン被告だ」

　読むとは言ったが、やはり書類を手に持ったりはしないで、フォルセティ検事神はスラスラと言葉を続ける。

「被害神の神格は３８６、被告は１８４４。犯罪遂行の基本的な能力に疑いの余地はない。被告神は当日、人気番組『ガイアの夜よ更ふけ』に出演するためヒミンビョルグ・テレビを訪れ、待機時間中に危険指定神器グングニルにて被害神を刺殺、そのまま収録を済ませて帰宅しようとしたところを逮たい捕ほされた。その後の裁判で被告神は、検察側に他神を替え玉に立て、勝訴している」

　ムズカしい顔をする裁判長。

「なるほど……後半がやや複雑ですな。背後関係が気になります」

「詳しくは証拠取とり調しらべにて審理されるだろう。罪名は殺さつ神じん……以上だ」

「ふむ、分かりました……被ひ告こく神しん、以上の公訴事実を認めますか？」

　裁判長に改めて問われると、オーディンさんは軽く両腕を広げた。

「確かに替え玉は使った。だがそれは、オレ様が殺神者だという証拠にはならん」

「と言いますと？」

「オレ様は神々の庭の司法をミジンも信用していない。いくらやっていないと主張したところで有罪にされかねない……自分の身を自分で守っただけだ」

「なるほど……犯行自体は否認なさると」

「当たり前だ」

「んむ、分かりました……」

　裁判長はひとつ頷うなずくと、キリッとして続けた。

「しかし、もう少し我々を信用していただきたいものです。確かに間違いはどんな神にもありますが、この法廷にはそれをフォローする仕組みが幾いくつもあります。最後にはきっと真実に辿たどり着けると、ワシは信じております」

　オーディンさんは裁判長を指差し、

「信用されたいなら、クソくだらねえダジャレをやめろ」

　その言葉が胸に突き刺さったようで、裁判長はシュンとしてしまった。

「ワシは……皆さんに少しでもリラックスして審理に臨んでいただけるようにと……まあ確かに趣味でもありますが……」

「わ、わたしは好きですよっ……！」

　あまりに痛々しい凹へこみっぷりに、菊きく理りさんが思わずといった様子で口にする。

「おっ、そうですか？　いやァ、お一柱ひとりでも応援してくれる方がいる限り、ワシのダジャレは永遠に不滅です！」

「黙だまれ、うっとうしい」

　オーディンさんにピシャリと言われ、

「「は、はい！」」

　裁判長と菊理さんが同時に返事をする。これは荒れそうだぞ……

「さて、では証拠取調に移りますかの……検察側、冒頭陳ちん述じゆつを」

「心得た」

　裁判長に促され、フォルセティ検事神は背筋を伸ばした。僕へと鋭く視線が飛び、言げん下かの言葉を運んでくる──「行くぞ、伏フツ羲キ弁べん護ご神しん」と……僕も見つめ返す──「どうぞ」。

「……難事件と言うよりは、珍事件の類たぐいだろう。周知のように被告神はヴァルハラ財団の代表を務めている。このヴァルハラ財団には旧アスガルド軍の軍ぐん神しんが多く勤務しており、被害神のヘイムダルはその特殊な部署の一員だった」

　こうして改めて聞くと、けっこうトンデモないな……法廷にも戸惑いの雰ふん囲い気きがある。

「ヒッテレ社しや主しゆとは仮の姿、その本業は潜入工作員だったのだ。オーディン代表の密命を受けて神かみ々がみの庭にわに来ていた。任務の内容については現在調査中だが、何らかの情報収集に携わっていた可能性が高い」

　マスコミ関係だから、まあそうなのか？　この辺りはツッコミどころかな……って、今回はあまりツッコまない方がイイのか……

「あるとき酒に酔った被ひ害がい神しんが、故郷に帰りたくないとボヤいていたとの証言が、行きつけのＢＡＲの店員から得られた。その言葉どおり、彼はもう随分長い期間アスガルドに帰っていない。神々の庭での暮らしに順応し、工作員としての使命を捨てたのだ。それが被告の逆げき鱗りんに触れ、殺害された……以上が事件の概がい要ようだ。この前時代的な暴ぼう虐ぎやくを、我々は許すわけにはいかない。断固として処罰すべきだと考える」

「ふむ……まるで戦争映画でも見ているような気分ですが、真しん偽ぎのほどはおいおい明らかになるコトでしょう」

　裁判長は厳おごそかに言うと、弁べん護ご神しん席せきを一いち瞥べつ、

「弁護神側から、なにかありますかな？」

　さあ出番だ……僕は胸を張る。

「はい。検察側は今、前時代的な暴虐、という表現を使いました。そのとおりだと思います。オーディン被告は現代の神であり、裁判長が仰おつしやったような映画の登場人物でもありません。部下が転職を希望したからと言って、それだけで殺さつ神じんに及ぶ神がいるでしょうか？」

　うーん、時間稼ぎってムズカシイな……ついフツーにやってしまう。

「まあ、たまに転属してきたばかりの新しん神じんさんに、自分の想像していた仕事じゃなかったから辞めますとか言われると、イラッとするときはありますが……さすがに殺そうとまでは思いませんな」

　神しん間げんくさい裁判長の言葉に僕は頷うなずき、

「殺神という一線を越えるというのは、並大抵のコトではありません……弁護神は無罪を主張します」

「ふむ、分かりました」

　裁判長の言葉を受けて、フォルセティ検事神が口を開く。

「軍神の価値観については、じっくりと証明していくとしよう……さて、なにもなければ証しよう神しんを喚かん問もんさせていただくが？」

　フォルセティ検事神がチラチラと僕をニラんでいる……え、ひ、引き伸ばせって？

　僕はコメカミに右手の人差し指をグリグリやって脳に刺激を与えながら、

「ええと……もし仰おつしやるとおりなら、被害神は自分を殺した相手を自分で呼び寄せたコトになりますが、それっておかしくなりませんか？」

「おかしくはない。被ひ害がい神しんはまだ自分の裏切りが気付かれていないと思っていたのだ。上う手まく演じているツモリだったのだろう。被告が自分を呼べと命じたんだ」

　な、なるほど……

「他ほかには？」

　えっ、まだ引き伸ばせって、ムチャな……！

「そ、そうですね……あー……その……ひ、被害神が行きつけていたＢＡＲって、なんていうお店だったんですか、ね？」

　うわァ、我ながらムリヤリすぎる……フォルセティ検けん事じ神しんの視線が「なんだその質問は！」と僕を責めているが、僕は「そんなコト言ったって！」という念を込めて視線を返す。

「その質問は、審理に関係あるんですか？」

　裁判長が問い掛けてくる。

「や、それはその……」

　僕が愛あい想そ笑いを浮かべていると、

「まあ、弁護側には何か重要な意図があるのだろう」

　フォルセティ検事神のフォローが入る。ハードルが上がった気がしなくもないが……

「我々が主に調査したのは、神シン宿ジユク二丁目にある『男おとこ盛ざかり』というＢＡＲだ」

「オカマバーですよそれ！」

　僕は咄とつ嗟さに叫んでいた。知った名前だった。店長のイフリートさんは、半年前の事件に深く関かかわった女神……いや、男だん神しんだ。色々あって現在服役中であり、副店長がお店を守ってガンバッていると聞く。

「うむ、そうらしいな」

「え、じゃあ、ええと……ヘイムダルさんは、オカマさんだったんですか？」

「いや、それは早計というものだろう。オカマバーに行く者が全員オカマとは限るまい。被害神は業界の付き合いであちこち飲み歩いていたらしく、ほぼ神かみ々がみの庭にわのすべての飲み屋を網もう羅らしていたほどだ。同様の証言は幾いくつかある」

「なるほど……」

　裁判長は怪け訝げんそうに、

「被害神がオカマかどうかが、それほど重要なコトなのですか？」

「ええ、まあ、その……ああ、そうだ、被害神がどのような方だったかを知るのは、事件の背景を知るのに重要なコトかと思いまして！」

「なんだかフワフワしてますな……曖あい昧まいな質問は控えてください」

「あ、はい……」

　叱しかられてしまった……まあでも、あんまりロコツにやるとオーディンさんに気付かれるかもしれないから、丁ちよう度どいいくらいだろう。

「まったく、軽々しい時間の無駄だったな……では、証しよう神しんを呼ばせていただくとしよう……入廷するがよい！」

　フォルセティ検けん事じ神しんが声を張り上げて右腕を振り払えば、応じるようにトビラが開かれ、巨きよ軀くの神が入廷してきた。傍ぼう聴ちよう席せきからヒソヒソと声があがる──「うわ、シブイッ……」「シブすぎる！」「ああいうヒト、けっこう好みかも……」

　男だん神しんは法ほう壇だんの正面、証言台に立つと、ビシリと見事な敬礼をした。

　フォルセティ検事神が口を開く。

「彼はトール、元アスガルドの軍ぐん神しんで、今はヴァルハラ財団に勤つとめている。神格は８７０。彼の証言からはこの事件の裏側だけではなく、神しん界かいがどのような過去を経て平和を成し得たかを感じ取ることができるだろう……さあ、重く語るがよい！」

　……さっきから僕の左半身が、ビリビリと痛いほどの怒ど気きを感じ取っている。オーディンさんから放たれる殺気だ。証言台をニラみつけている。

「てめえ……よくもツラを出せたもんだな……！」

　あふれ出る殺気にちょっとビビりながら、裁判長が口を開く。

「しょ、証神をオドしたりはダメですぞ……会話はつつしむこと！」

　舌打ちをするオーディンさんを、悲しげに見やってから、

「……自分、不器用ですから、上う手まく話せないかもしれませんが」

　トールさんは訥とつ々とつと語り始めた。

「自分はヴァルハラの特殊部署に所属する者です。オーディン元げん帥すい直属の部下であり、特命を受けて長らく神々の庭に潜伏していました。ヘイムダルとは同僚です」

「ほおォ！」

　裁判長が興味深そうに身を乗り出した。傍聴席もわずかにざわめき始めた。

　トールさんは一拍置いて、

「……半年ほど前、オーディン元帥から急な連絡があり、ヘイムダルを殺せるか、と訊たずねられました。自分は、できませんと答えました。上官の命令は絶対ですが……同どう胞ほうであるアース神族を殺すというのは、心情的には到底不可能でした」

　不器用だと自分では言っていたが、その話しぶりは実直で分かりやすかった。

　その内容に、傍聴席がざわめき始める。

「先日、オーディン元帥がヒッテレに向かわれたと聞き、もしかしたらと思いました。警察に電話を入れたのは自分です。結局ヘイムダルは死んでしまい……自分には、もう少し何かできなかったものかと後悔しています……。証言は、以上です」

　裁判長は眉み間けんにシワを寄せていた。

「むむゥ、これは……直接証拠ではなくても、かなり有力な証言ですな……被ひ告こく神しん、本当に言ったんですか？」

　オーディンさんは肩を竦すくめ、

「言ったが、それがどうした？　キサマだってムカつくヤツの愚ぐ痴ちをこぼすコトくらいあるだろう。殺してやりたいとかな。オレ様の場合、少々リアリスト過ぎただけだ」

「ふむ……まあひとまず、弁護側の反対尋問を聞いてみるとしますか」

　裁判長に目配せをされ、僕は深呼吸をした。

　さて、どう質疑するべきか……事態の核心にはあまり迫らないようにしなければ。

　今まで必死に真実を明らかにしようとすることはあっても、隠かくそうとしたコトはなかったように思う。天地の理ことわりを見ないというのは初めての経験だった。ええと、そうだな……

「……被ひ告こく神しんとの会話の内容について、もう少し詳しくお聞かせくださいますか？」

　トールさんは頷うなずき、

「オーディン元げん帥すいは普ふ段だんから、用件以外は話されません。自分が無理だと言うと、すぐに切られました。不審に思ってリダイヤルし、なぜかと質問しましたが、お前が知る必要はないとの返答でした」

「ヘイムダルさんが仕事から逃げていたコトは、知らなかったんですか？」

「は、自分、不器用ですから……しばらくアスガルドに帰っていないコトは知っていたので、オーディン元帥から話を受けて、そうかもしれないとは思いました」

　いったん言葉を止めて、次の質問を考える。ある程度事情を知ってしまっていると、逆に何を疑問に思うべきか判別しづらい。うーん、調子が出ない……

　菊きく理りさんが小さく手を挙げ、

「あの……証しよう神しんさまは、どのような任務に就つかれていたのですか？」

　それは僕が、核心的かと思って避けていた話題だ……雷霆ケラウノスはレーギャルンの匣はこにつながり、テロ計画につながってしまう……だ、大丈夫だろうか？

　トールさんが口を開くより早く、すかさずフォルセティ検けん事じ神しんが言った。

「今回の審理はあくまで、ヘイムダル氏殺さつ神じん事件の再審だ。証神の受けていた任務については、被告神の余罪に関かかわるコトではあるが、直接の関係はないと検察側は判断している」

　お、おお！　これは……そうか、検察側は気付いていないアピールになってる！　菊理さんやるなあ……

　裁判長が咳せき払ばらいをし、

「それは一応、聞かせていただいた上で、ワシに判断させていただくとしましょう。証神、質問に答えてください」

　トールさんはフォルセティ検事神を一いち瞥べつしてから口を開く。

「は……自分の任務は、ゼウス総帥の神じん器き、雷霆ケラウノスの奪取です。そのためにゼウス総帥の秘書として、神しん界かい電力に勤務しておりました」

　傍ぼう聴ちよう席せきから驚きよう愕がくの声が幾いくつもあがった。

「はいはい、お静かに願います！　あまり騒さわぐと退廷していただきますぞ！」

　裁判長が慌あわてて木き槌づちをカンカンと打つ。

　そうなんだよな……ゼウスさんの秘書だった。あのときはこんなコトになるなんて、まったく思いもしなかった……

　フォルセティ検けん事じ神しんが補足する。

「大きな事件ではあるが、ヘイムダル氏の殺さつ神じんとは直接には関係ないと思われる。ややこしくなるから必要ないと判断したのだ。別件として審理されるべきだろう」

「なるほど、確かに……弁護側、他になにか質問はありますか？」

「えっと、そ、そうですね……」

　くっ、想定より展開が早いな……と、菊きく理りさんが意を決したように身を乗り出し、

「あ、あのっ！　お好きな食べ物など、なにか御ご座ざいますかっ！」

　裁判長はポカーンとし、フォルセティ検事神は頭痛に耐えるように額ひたいに手を当てて俯うつむいている。菊理さん、イザとなると大胆だ！

「は……自分は、カミナリおこしが好物です」

　律りち儀ぎに答えるトールさん……えーい、乗るしかない、この流れに！

「い、犬派ですか、猫派ですか！」

「は……サカナ派です。水すい槽そうでライギョを飼っています」

「あの、では、ええと、ご趣味は……！」

　菊理さんがさらに続けようとしたとき、

「──おい」

　オーディンさんの鋭すぎる眼光が、僕と菊理さんを射抜き、フォルセティ検事神を薙なぎ払って、裁判長を貫いて止まった。な、なんだ、あのレーザービームみたいな視線!?　かすった外がい套とうがチリチリいってる！

「どういうツモリだ、キサマら……神しん界かいの法の中心と称たたえられる神かみ々がみの庭にわの公判ってのは、こんなにグダグダなものなのか？」

　裁判長が気け圧おされながら口を開く。

「ま、まあ再審ですからな。慎重になってしまうのは仕方ないと……」

「慎重？　ヘイムダルがオカマかどうかとか、トールの好きな食べ物を訊きくコトが、慎重さの現れだと？　オレ様にはムダな議論にしか思えないが」

　や、やばい、不審がってるぞコレは……！

「……確かに無駄だな。軽々しい質問ばかりだ」

　フォルセティ検事神は、オーディンさんの気迫にも揺らがずに言い放った。

「だが、大目に見てやるとよい。貴き様さまの弁べん護ご神しんどもは有効な反証が思い付かず、必死になって引き伸ばして、糸口を探しているのだ……幼稚で姑こ息そくな手だがな」

　おお、悪口っぽいけど、フォローしてくれている……頼もしい。

「証しよう神しん、ご苦労だった。貴き様さまは下がるがよい」

　トールさんがもう一度敬礼をして去っていくと、フォルセティ検けん事じ神しんは背筋を伸ばし、オーディンさんをニラみつけた。厳冬の風が、わずかに吹き上がって外がい套とうを揺らす。

「さてオーディン被告、そんなに早く刑務所で罪を償つぐないたいと言うのなら、望みどおりにしてやろう」

　オーディンさんが薄うすく笑う。

「なかなかの気迫だ。ようやく本気か？」

　フォルセティ検事神、もう適当な時間稼ぎはムリだと判断したようだ。僕を一いち瞥べつした険しい視線は「付いて来い」と語っていた。僕も視線を返す──「お、お手柔らかに……」

　……くっ、爆ばく弾だんはまだなのか！







「──次の証神を呼ぶ前に、新しく判明した事実をひとつ述べさせていただこう。ヒミンビョルグ・テレビ社しや屋おくビルの特殊な構造についてだ」

　フォルセティ検事神は相変わらず書類を見ない。

「今回の殺さつ神じん現場となった球体部分は、確かに回転する。だが動力は電気ではない」

「と、言いますと？」

　裁判長が合いの手を入れる。

「お提ダイ婆バの近辺には多くの浮うき島しまや岩がん塊かいが浮遊しており、ちょっとした観光スポットになっている。それらが近場にある重力制御装置の副産物であることは知る者も多いだろう……あの球体もまた、その重力制御によって浮いているのだ」

　裁判長が目を丸くする。

「ほう、ワシもヒッテレにはたまに仕事で……あ、いや、趣味で行きますが、まったく知りませんでした」

「建築家が最初、あの場所に浮いていた岩塊を見て着想を得たようで、岩塊をどけて球体を浮かせたのだ。その球体を挟はさむように、二棟のビルを建造した。当初は展望室にする予定だったが、回転させるにはいちいち制御装置のある施設まで行かねばならず、また公的機関なので入るのに手続きが要る。結局不便なので使われなくなった」

　そんな経緯だったのか……ずいぶん勢い任せな建築計画だ。バブル期の建物にはそんなのがけっこう多い。

「つまり球体を回転させるには、制御施設に行かねばならなかった。この点にご留意していただきたい……それでは証神、入廷したまえ！」

　フォルセティ検事神の声に応じてトビラが開き、一柱ひとりの男だん神しんが入廷してきた。ヨレヨレになったシャツや乱れた髪形が、さっきまでの逃亡劇の激しさを物語っている。サングラスもなく、想像どおりの……いや、想像以上のハンサム顔が露ろ出しゆつしている。美しければ美しいだけ、どこかゾッとするような。

　美び貌ぼうの男だん神しんロキさんは、傍ぼう聴ちよう席せきから上がる女神さんたちの黄色い声を受けながら歩いてくると、証言台に立った。ニコニコ微笑ほほえむその両手には、封ほう神しん手て錠じようがハマっている。

「神しん名めいはロキ、表向きはアース保険の外交員というコトになっているが、先のトールと同じくヴァルハラの工作員だ。神しん格かくは不明」

　フォルセティ検けん事じ神しんの紹介を受けて、ロキさんは周囲に両手を振った。ジャラジャラと手錠の鎖が鳴る。

「やあ裁判長、こないだは楽しかったヨ！　弁べん護ご神しんクンたちも！」

　裁判長はゲンナリ顔で、

「ワシは疲れました……」

　僕も二度はやりたくない……

　フォルセティ検事神の右コブシが、検察席のテーブルを勢いよく叩たたいた。衝しよう撃げきで天てん秤びんが元気に宙を舞う。

「軽口を叩たたくなッ！　重く証言をしろ！」

「ひっ、すみません！」

　裁判長も思わず謝ってしまう迫力。調子が出てきたな、フォルセティ検事神……果たしてこの状況で、今の僕に、彼と切り結ぶことができるだろうか？　依頼神を信じ切れず、検察側の言うとおりに時間稼ぎをしている、今の僕に。天てん地ちの理ことわりがどんどん遠ざかっていく気がする。ずっと胸がズキズキしている……

「──フッフーン、怖い怖い……じゃあ、ズッシリと証言するとしよう」

　ロキさんは妙になまめかしい舌で唇くちびるを湿らせた。

「ご紹介にあったように、ボクはオーディンの部下でネ。いつもメンドウな任務ばっかり言いつけられて、イヤになっちゃうヨ……事件の日は、なんとイッペンにふたつも命令を受けたんだ。ひとつはまァ、キミたちの想像どおりだと思うけど、フォルセティ検事神に化けてオーディンを無罪にしろって命令。で、もうひとつは……ケーサツの調査が始まる前に重力制御装置を操作して、あの球体を回転させろって命令」

　法廷内に動揺が奔はしる。

　僕はコブシを握にぎり締しめた。覚悟はしていた……ロキさんが証言台に立つだろうコトも、その証言が確定的なモノであるコトも。だがそれでも、絶望感があった。僕の依い頼らい神しんはもう、限りなくクロに近い。心のどこかで、信じたいと思っていた……

　フォルセティ検事神が口を開く。

「証神は特殊な神しん力りよくを有しており、神格を操ることができる。神格チェッカーを用いたオートロックや個神認証システムは全て無効化できる。その上、潜入工作のプロだ。重力制御施設に入り込むことは容易だったろう……」

　ロキさんは鼻を高々と突き上げた。

「フッフーン、そんなにホメないでオクレよ、テレちゃう」

「褒ほめてはおらんわッ！」

　裁判長は悩ましげな表情を浮かべて、

「ふむ、証言は以上ですかな……弁べん護ご神しん、反対尋問をしますか？」

　裁判長の心証は、ほとんど決まっているようだ。

「は、はい……させてください！」

　僕は急いで言った。何とか……何とか、反証を探さなければならない……

　でも……それって、依い頼らい神しんのためなのか？　違う……時間を稼ぐためだ。そんなのは、正しいんだろうか……いや、ダメだ！　ヘタなコトを考えるな……爆ばく弾だんはゼッタイに解除しなければならないんだから……！

「ええ、と……アナタは、そのふたつの命令を、あらかじめ聞いていたんですか？」

「重力装置の方はそうだネ。でもフォルセティ検けん事じ神しんに化ける方は、いきなりサァ……大変だったんだヨ、急すぎてキャラ作りする時間もなかったし、法律なんて分からないしね」

　オーディンさんは、捕まるとは思っていなかったのか……トールさんの密告によって初動捜査が早まり、計算が狂った……ああ、オーディンさん……アナタは本当に……

「……重力制御施設に入り込んだのは、何時でしたか？　日曜日の公判は十四時過ぎでしたから、その前ですよね？」

「ウン、ヒッテレビルからそんなに離れてないからネ、十三時過ぎくらいだったと思うヨ」

　僕は心の中でナマツバを吞のみ込む……次に放つ質問は、かなり危ない。返答次第ではイッパツでアウトだ。冷や汗が背中を濡ぬらす……

「……命令の理由は、聞きましたか？」

「いや、オーディンはいつも、あれをしろ、これをしろと言うだけサ」

　ぐっ……く、首の皮一枚つながった……！

「理由はご存知なかったんですね？」

「そうだネ」

　僕は念を押してから、検察席に目を向ける。

「検察側は、被告がロキさんに球体を操作させたのはなぜだと考えていますか？」

「当然、殺さつ神じんの隠いん蔽ぺいだろう」

「でもそれって推測ですよね？　実際になぜかは分からないのでは？」

「まあ、確かに証拠はないが……」

　フォルセティ検事神が追及を甘くしてくれているが、あまりにも苦しい反証だった。

「ふむ……被ひ告こく神しん、なぜ重力装置を操作しろという命令をしたんです？」

　裁判長に訊たずねられると、オーディンさんは軽く両手を広げ、おどけた仕し草ぐさをした。

「あのタマが回転するところが見たかったんだ」

「そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい言い分が通るかッ！」

　フォルセティ検事神が声を荒くするが、オーディンさんは気にせずに続ける。

「まあ、馬鹿馬鹿しいかもな。だがヘイムダルに回ると報告を受けてから、見てみたいと思っていた。テレビ局に行くコトになったから、見てやろうと思った……それだけだ」

「部下に命令するほどですか？」

　裁判長が重ねて訊ねるのに、

「いけないか？　部下はオレ様の手足だ。どう使おうとオレ様の自由だろう？」

　オーディンさんはふてぶてしく返す。傍ぼう聴ちよう席せきからヒソヒソとささやきが聞こえる──「ブラック企業だな……」「これ、もう決まったようなもんだろ」「だから、あの顔は殺さつ神じん鬼きの顔だって」……僕の心にも、チクチクと突き刺さる言葉たち。

　オーディンさんは腕を組み、ふてぶてしく腰を下ろしている……公判前に見た、あのさみしげな表情が、僕の脳裏をかすめていく。

　裁判長の表情はずっと険しい。

「……貴方あなたの主張は分かりました。加味した上で判断します」

　フォルセティ検けん事じ神しんが口を開く。

「では続けさせていただく……この立証が、最後の決め手になると予告しよう」

　後がないぞ、と言っているのだ。

　今フォルセティ検事神の自信マンマンの一撃なんて食らったら、かなり危険だ……そのまま判決まで持っていかれてしまうかもしれない。くっ、僕は混乱している……！

　……と、そのとき、気のせいかと思うほどかすかに、ポケットの中のスマホが震ふるえた……ワン切り？　あっ……これは、まさか！

　同時にフォルセティ検事神が片手を挙げ、

「……と、言いたいところだが、裁判長、このあたりで休憩を提案したい」

　確信を覚える……姉さんから連絡があったんだ！







　オーディンさんに業務連絡だと告げ、菊きく理りさんと廊ろう下かに出た。

　着信はやはり姉さんからだった。急いでコールしてみても、話し中……フォルセティ検事神と話してるのかな……ッと、つながった！

「も、ももも、もしもしッ、ど、どうなりましたか！」

『……よくない状況だ』

　返る声の張り詰めた調子に、胃がギュッと痛くなる。

「どうよくないんですか……！」

『八方手を尽くしているんだが、爆ばく弾だんが見付からん』

　……悩ましい僕の心は、容易たやすい希望にすがってしまう。

「あの……それって、爆弾なんて最初からなかったってコトじゃないんですかね？　オーディンさんはテロなんて計画してなくて、全部僕たちの妄想だったとか……！」

　もしそうなら、どれほどいいか……だが、姉さんの返答は厳しいものだった。

『いや、それはない。鬼の居ぬ間に、ヴァルハラの開発部を捜査させたところ、レーギャルンの匣はこの設計図が見付かった……新しく引かれた図面がな』

「そ、それは……じゃあ……」

『爆弾はあるだろう』

　目の前がどんよりと暗くなる……菊きく理りさんが不安げな顔で見上げてくる。

『科か捜そう研けんに調べさせているが、統一前の高度な神しん術じゆつがふんだんに使われていて解析が難しい。ひとつ分かったのは、外壁の封印は確かに時限式だが、これもまた神術によるもので、電子機器ほど精密ではない。仕掛けてからおよそ五十三時間ほどで爆発する」

「……つまり？」

『今が火曜日の十五時半、この段階で爆発していないならば、爆弾の設置は日曜の十時半以降ということになる。十六時の調印式に爆発させるには、同じように日曜の十一時前後に設置しなければならない』

　聞き取りづらいほどの早口だった。姉さんの頭脳は激しく回転しているのだろう。

『サミット会場の警備体制から考えるに、忍び込めたのはおそらくロキだけだ。日曜の十時半以降のヤツの足取りがたどれれば、爆弾が何ど処こにあるのかが分かるかもしれん』

「な、なるほど……！」

『ひとつ救いなのは、封印の構造上、遠えん隔かく爆破が難しいらしいというところだな。それでも状況は変わらんが……残り時間は三十分ほど、後はヤツに任せておけ……ではな』

　忙しいのだろう、通話はミロク所長ばりの早さで切れてしまった。

　フォルセティ検事神に、任せる……右手のスマホをボーッと見下ろしていると、菊きく理りさんがおずおずと言った。

「あの……お姉さまは、なんと？」

「あ、ああ、すみません、ええと……」

　僕はハッとして、軽く事情を説明した。

「──それで……後はフォルセティ検けん事じ神しんに任せろ、だそうです」

　中央裁の廊ろう下かは静かだった。遠い波音に似て、神々の声が届く。

　菊理さんは軽く目を伏せると、ぽつりと呟つぶやいた。

「……それで、いいんですよね？」

　その言葉が、僕の胸の奥に刺さる。

　いいのかって？　いいに決まってる……計画の阻そ止しは、なによりも優先されるべきだ。神かみ々がみの庭にわの……神しん界かいの危機に、僕一柱ひとりの感情を挟はさむ余地はないじゃないか……オーディンさんは、主しゆ神しんの皆殺しを狙ねらう大だい悪あく神しんだ。フォルセティ検事神を捕まえて傷付けて、姉さんや僕たちを狙ったヒトだ。それに、アルテミスさんのコトだってある……

　理由は……幾いくつも重ねられる。

　でも僕には、それを口にすることが……なぜだか、できない。







　僕も菊きく理りさんも無言で、当然オーディンさんも喋しやべらず、針のムシロのような十分が過ぎて法廷に戻った。

　証言台には引き続きロキさんが、ニコニコとどこか信用のならない微笑ほほえみを浮かべて立っている。対してフォルセティ検けん事じ神しんの気迫は休憩前より険しさを増し、向かい合うだけで息苦しいほどだ。

「──では、審理を再開します」

　裁判長の言葉を受けて、フォルセティ検事神が口を開く。前半とはまるで別べつ神じんに思えるほど、その表情には気迫がミナギっている。深手を負っているとは思えない様子だ。

「事件当日の流れについて、少し整理しておく」

　裁判長が頷うなずく。

「んむ、お願いします」

「被告は朝の九時半にヒミンビョルグ・テレビに到着し、十時の収録開始までに一度被ひ害がい神しんと会話をしている。このときの会話の内容は、言い争うようなものだったそうだ。遺体発見は十二時半、その十数分後に刑事神が現場に到着し、収録が中断させられている。被害神の生存が最後に確認されたのは十時半頃だ」

　言葉が浸透するのを待つように一拍置いて、

「つまり、死亡推定時刻には、被告は収録中だった。しかし、途中に幾いく度どか中座している。もしグングニルを使えたのなら犯行は可能だった……この期ごに及んで、検察側が崩くずすべきはこの一点、すなわち犯行能力の証明だ」

　僕はボンヤリと聞いていた。胸のうずきに気付かぬフリをしながら。

「しかし、グングニルは危険指定を受けていて、発動すると自衛軍基地で警報が鳴るそうですが？」

　裁判長が問い掛けるのに、フォルセティ検事神は一いつ瞬しゆんだけ瞑めい目もくし、

「……証しよう神しん、まだ我々に隠しているコトがあるな？」

　ジャランと手て錠じようが鳴った。動揺したのだろうか。

「フッ!?　な、なんだァい、コッテリしぼられて、全部話したヨ！」

　フォルセティ検けん事じ神しんの眼光が、ロキさんを射抜く。

「では、貴き様さまが重力制御施設に潜入する前、オーディンの犯行可能時刻、十時半から十二時半までの間、どこにいた？」

「……え？」

　ロキさんがキョトンとする。

「貴様の能力を用いれば、例えば、市イチ神ガミ谷ヤの自衛軍駐ちゆう屯とん地ちに潜入することも、簡単だったのではないか？　裁判長、検察側が主張するのはそれだ」

　張り詰めた空気が漂ただよう。

「ま、まさか……それは？」

　裁判長が呟つぶやく。

「グングニルの警報システムを調べてみたところ、神しん界かい統一の頃ころに開発された旧式のシステムであると判明した。平和が訪れてもう長い。年々経費を削減されていく自衛軍には、最新式に更新する余裕はなかったのだ……結論から言おう。証神、貴様は基地に潜入し、犯行の間の僅かな時間、警報のスイッチを切ったのだッ！」

　僕のカラダを押し退のけてしまうほどのどよめきが起こったが、裁判長も木き槌づちを打ち忘れて目を丸くしていた。

「い、いや、してないしてない、そんなコト！　さすがのボクでも、軍事基地に忍び込むのはムズカシイって！」

　ロキさんが慌あわててジャラジャラと両手を振る。

「では、どこにいた？」

　フォルセティ検事神は鋭く言い放ってから、オーディンさんを一いち瞥べつした。

「被ひ告こく神しん、貴様も知っているのではないのか？　証しよう神しんがその時間帯、ドコにいたのか。電話で話したなら知っていても不思議はないな。さあ、どちらでもいい──」

　フォルセティ検事神のコブシがテーブルを叩たたきのめし、ピョンと天てん秤びんが躍おどった。

「重く答えるがよい！」

　あッ、これは……そうか、その時間にはロキさんは、爆ばく弾だんを仕掛けた帰りで、移動中だったハズだ……僕は戦せん慄りつを覚えた。な、なんて手を……フォルセティ検事神！

　本当のコトを答えるなら、爆弾計画を自ら明かさねばならない。爆弾計画を隠かくすなら、殺さつ神じん犯はんであると認めなければならない選択肢！　もしウソをつくとしても、どこかにボロが生じる可能性が高い。咄とつ嗟さのウソならなおさらだ……

　フォルセティ検事神が放つ厳冬のオーラに、ロキさんは額ひたいに汗を垂らしながら、

「え、ええと、その時間は、ボクは……、……ええと……！」

　フォルセティ検けん事じ神しんをニラみつけるオーディンさんの瞳ひとみは殺気すら帯び、唇くちびるはヒクヒクとわなないている。

「……答えられないのですか？」

　裁判長がやんわりと追い討ちをかける。

「フ、ッフーン、困ったネ……何してたっけなァ……」

　僕は俯うつむいている……イイんだ。コレでいいんだ。オーディンさんは大だい悪あく神しんだ。フォルセティ検事神を捕まえて痛めつけて、ヘイムダルさんを……恐らくは殺した。爆ばく弾だんを仕掛けて、たくさんの神々を殺そうとしている……

「──伏フツ羲キさま」

　小さな声に、ふと顔を上げた。

　菊きく理りさんの表情。目め尻じりの下がった憂うれいの中に、僕を安心させるための微笑ほほえみがある。

「今まででいちばん、つらそうなお顔をなさっています」

「……そう、ですか？」

　装着しようとしたスマイルが、はかなく滑すべり落ちてしまう。

「むゥ……もはや審理の余地はありませんかな」

　裁判長が呟つぶやいたとき、僕の右手がふたつのぬくもりで包まれて、そっと持ち上げられた。菊理さんの両手だった。

「……弁護、なさってください」

　僕は愕がく然ぜんとした。

「え、そんな、だってそれは……！」

　それは、正義のためにと泥を被かぶってくれた、アルテミスさんを有罪にするために戦うコトだ。そんなコトは……それだけは、できない。無実の神を、菊理さんの依頼主を、追い詰めるコトだけは。

　菊理さんは小さく首を振った。

「アルテミスさまをお気き遣づかいであれば、彼女の弁護神はわたしです……わたしが必ずお救いします」

　真まっ直すぐな瞳ひとみを受けて、僕の脳裏に急に、ミロク所長の言葉が蘇よみがえった──『俺が救うってのは、何も無罪ってだけじゃねえ。依い頼らい神しんの心も救ってやりてえんだ。真実無罪なら無罪に、罪を犯したなら、罰をキチンと受け入れられるようにって』……

「わたし、信じています。伏羲さまの弁護は、皆さまをきっと幸せにすると。どうか……伏羲さまらしい弁護をなさってください」

　菊理さんは一度微笑んでから、僕の手を離はなした。

　……カラダは、自然と動いた。

「天地に理ことわり──」

　菊きく理りさんのぬくもりの残るコブシを振り上げて──ああ、僕は……トンデモないコトをしようとしている……！

「我に異議ありッ!!」

　叫びながら、弁べん護ご神しん席せきのテーブルを叩たたきのめした。

　一いつ瞬しゆん後、ざわめきが巻き起こる──「え、なんだあの弁護神……？」「今、もう決まりだっただろ？」「殺さつ神じん犯はんを庇かばう気なのかよ、アイツ……」

　裁判長はムッとした表情を浮かべ、

「なんですか伏フツ羲キ弁護神！」

　フォルセティ検けん事じ神しんは顔を歪ゆがめる。

「なんだとッ……！」

　僕はこの法廷にいる多くの神と同じように、啞あ然ぜんとした様子のオーディンさんへと向き直り、深々と頭を下げた。

「オーディンさん……すみませんでした！」

「……なにがだ？」

「僕は、アナタが……アナタは、有罪になるべきかもしれないと思っていました。アナタを裏切ろうとしていました……」

「フン、裏切るもクソも、元から信じちゃいねえ」

　返る声は静かだった。怒りはない。あるのは……深い諦あきらめ。

　僕は顔を上げる……信じてくれなんて、どのツラさげて言える？　今できるのは、僕の方から信じるコトだけだ……彼を救えると、彼のために戦えると、信じるコトだけだ。心の底から彼を想おもい、彼のために戦う。

　せめて一言だけ、許されるのならば、

「……どうか、見ていてください」

　そうとだけ言って、正面を向き直った。

　今やフォルセティ検事神の気迫の刃やいばは、ロキさんから僕へと矛ほこ先さきを変えていた。向かい立って視線を合わせる。決けつ闘とう前に、刃と刃をカチリと合わせるように。

「……どうするつもりだ、伏羲弁護神」

　僕は言葉を返さずに、息を吸う──ごめんなさい、フォルセティ検事神……

　そして、言葉に変えて吐き出した。

「──ロキさんは市イチ神ガミ谷ヤ駐ちゆう屯とん地ちには侵入していません。そのとき、ロキさんは移動中だったんですから」

「きッ……貴き様さま！」

　フォルセティ検事神の表情が強こわ張ばる。

「なぜそんなコトが、貴方あなたに分かるんです？」

　裁判長の言葉に応じて……法廷へと言葉を撃うち放つ。

「──彼はオーディンさんの命令で、崑こん崙ろん山ざんに行っていたのです。平和サミット会場を爆ばく破はするための爆弾を設置するためにッ！」

「はあッ!?」

　裁判長のオドロキの声、傍ぼう聴ちよう席せきもざわめく……ロキさんは両手で唇くちびるの辺りを触り、アワアワしている。

　僕は言葉を続ける。

「今、警察と自衛軍の共同で、爆弾の発見と解除を急いでいます。このコトをオーディンさんが知れば、遠えん隔かくで爆破するかもしれないので、作戦は秘密裏に遂行されていました。遠隔爆破ができないらしいコトが分かったので、その危険は今はありませんが……約三十分後に爆発します」

「ね、寝耳に水ですぞ！」

　裁判長へと、僕は片手を垂直に立て、

「このテロ計画については、今審理されるべきではないでしょう。この再審の場で語り尽くされるべきなのは、被ひ告こく神しんが殺さつ神じんを成し得たかというコトです……」

　オーディンさんを一いち瞥べつする。険しい表情だが、激怒ではない。

「……貴き様さま……、……伏フツ羲キ弁護神、貴様はッ……！」

　むしろ激怒はフォルセティ検けん事じ神しんだった。テーブルに手をつき、こちらをニラんでいる。ビリビリと肌が痛むほどの気迫が吹き付けてくる……

「……バカ者が！　貴様は大バカ者だッ！」

「すみません、僕には……依い頼らい神しんをダマすような手は使えません」

　僕は背筋を伸ばして語る。せめて不敵に見えるように。

「ロキさんは自衛軍駐ちゆう屯とん地ちには行っていません。その時間には、確かに爆弾を設置していたハズなんです。オーディンさんがグングニルを振るえなかった事実に変わりはありません」

　フォルセティ検事神は片手を振り払う。

「いまさらそれが何だッ！　自分が何をしているのか分かっているのか！」

「真実を追うべきです。その先に、必ず答えがあるハズです！」

　僕らの視線が火花を散らす中、裁判長が唸うなる。

「むうッ……弁べん護ご神しんの衝しよう撃げき的な発言は、真実なのですか？　証しよう神しん、証言をしてください。貴方あなたは爆弾を設置していたのですか？」

　ロキさんはチラチラとオーディンさんを見て、

「……しょ、証言を拒否するヨ、裁判長」

「……確かに、貴方自身が有罪に成り得る証言なら、それを拒否することは認められています。ですが拒否なされるというコトは、それに見合う理由があると判断します」

　フォルセティ検けん事じ神しんは僕をニラみ続けている。

「なぜだ、伏フツ羲キ弁べん護ご神しん……被告はテロの首しゆ謀ぼう者しやだ。なぜ守ろうとする……！」

「……僕は、彼の弁護神です」

　フォルセティ検事神は、あふれ出る怒りを押さえ込もうとするかのように目を閉じた。

「……証しよう神しん、ご苦労だった。下がれ……もう貴き様さまに用はない」

　右手を振ってロキさんを退廷させる。それから外がい套とうを払って背筋を伸ばせば、すさまじいプレッシャーがあふれ、ずっとざわめいていた法廷が瞬またたく間まに静まっていく。どんな聖剣や神剣より鋭い視線が僕に注がれる……

「……何が同志だ。貴様は悪の手先だ。私が……倒すべき悪だッ！」

　胸がズキリと痛んだ。肩を並べていると、同じものを見つめていると……叫びたい言葉を飲み込んで、ニラみつける。

「黄金法廷グリトニルの輝かがやきは、あまねく悪を照らし出す……行くぞッ！」

　……開戦だ……今からが、ほんとうの！

　兵は拙せつ速そくを聞く……機き先せんを制さんと、僕は口を開く。

「そもそも、明確な動機がまだ立証されていません！　僕の心しん証しようでは、被告はカンタンに殺さつ神じんを行う神ではありません」

「む……そうですか？」

　裁判長がフシギげに言う。

「怖いヒトなのは確かですが、オーディンさんはトールさんが自分を裏切ったと知ったとき、殺そうとしませんでした」

「殺さつ神じんのリスクを嫌っただけだッ！」

　フォルセティ検事神の言葉に首を振って返す。

「彼は、邪じや魔ま者もののアナタのコトも、殺せとは命じなかった！」

「ムッ……！」

「ギンヌンガ刑務所に囚とらわれていたアナタのことはいつでも殺せたでしょう。皆さん誤解しています。彼は理知的な神なんです」

　オーディンさんがフンと鼻を鳴らす。

　フォルセティ検事神が僕を指差して怒ど声せいを放つ。

「それがどうした、不確かな発言に過ぎん！　我々が証明すべきは、グングニルを使えたのかどうかだ……それが、貴様らの最後の砦とりでに変わりはないッ！」

　フォルセティ検事神は続ける。

「グングニルに神しん力りよくを注ぎ込むコトは不可能でも、槍やりとして使用するコトはできた……それはヒミンビョルグ・テレビで刑けい事じ神しんたちに振るおうとしたところを見ても明らかだ」

　僕はすかさず手を打つ。

「被告が中座していた時間の短さを考えれば、投げられなければ不可能です！」

　フォルセティ検けん事じ神しんが眉み間けんにシワを寄せている。あの硬そうな頭ガイコツの中では、必死に思考が回転しているのだろう。

「……球体が横回転をした場合の、凶器の軌道は全箇所把は握あくし調べてあるが……性質上、あの球体はやろうと思えば縦回転もできる……」

　フォルセティ検事神から、言葉の刃やいばを振り被かぶる気配。身構える僕。そうか、重力制御で浮いてるなら３６０度回転するのか……

「球体の斜め下方をエルムトタワーの屋上に向けた状態で固定し、オーディンは収録の合間に屋上に出て、グングニルを手て槍やりとして投げた後、球体を元に戻した……」

「それじゃ、ほとんど真っ逆さかさまじゃないですか。中にいたヘイムダルさんがさすがに気付くハズです。それに、いつ逆さにしておいたんですか？」

「グッ……ロキならいつでも忍び込めたのだ！」

「遺体だってあんなキレイに真ん中に残ってないですよ。それに、投げた後のヤリはどうしたんですか？」

　僕は言葉の刃をカンカンとさばく。

　フォルセティ検事神は再び沈ちん思しする。これほどなりふり構わないフォルセティ検事神も珍しいだろう。さしずめ泥沼の切り合いだった。

「投げた後の槍……、……槍……槍か……！」

　ブツブツと呟つぶやいていたフォルセティ検事神が……ふと顔を上げた。

「……被告に尋ねる」

　オーディンさんも顔を上げる。

「……なんだ」

「グングニルが神しん力りよくを発動させた場合警報が鳴る。だが、グングニルはみっつの能力を持つ神じん器きだ。投げれば必ず当たる、すべてを貫く、そして……呼べば戻る」

「……そうだな」

「グングニルを手元に戻す場合も、警報は鳴るだろうか？」

　しばしの間があった。

「……それはない。主しゆ神しんどもが危険視したのは、一撃必中の能力だけだ」

　僕の背筋が、ゾクッと冷えた。

「どこかに設置しておいて、手元に戻した場合、警報は鳴らなかった……」

　一撃に向けて構えられる言葉の剣つるぎを、先さきんじて打ち払うように、僕は声を張り上げる。

「あ……あんな太くて長いヤリが置いてあったら、誰だれでも気付きます！　目撃証言がない限り、その線は通りません！」

　フォルセティ検事神が押し黙だまる。頭の中では、射線の基点をすべて再確認しているのだろう。凶器の軌道は把は握あくしていると言っていた。でも、それは……僕も同じだ。

「事件当日は日曜日でした。多くのお客さんがいた。凶器の基点と目される場所の中で、ヤリがあっても気付かない、射しや出しゆつされても誰だれかが気付かない場所はないのでは？」

「……軽々に口を挟はさむな、考え中だ！」

　フォルセティ検けん事じ神しんが怒ど鳴なる。ここを守り切れなければ確実に負ける。逆に守り切れば、推定無罪で勝訴できる可能性は増すだろう。決め手が思い付かないようで、フォルセティ検事神の眉み間けんのシワはどんどん深くなっていく。

　沈ちん黙もくが続く中、傍ぼう聴ちよう席せきがざわつき始める──「おい……オーディンって爆ばく弾だん仕掛けてるんだよな？」「なにやってんだよ、コレ」「なんであの弁べん護ご神しん、必死なんだ？」「だから金だよ金、成功報ほう酬しゆう欲しさにやってんだよ」……ジワジワと高まりつつある敵意を浴びながら、僕はただ前を見据えている。

「軌道上にあるのは、中央玄関前、歩ほ廊ろう……いや……」

　虚こ空くうを見つめるフォルセティ検事神の視線が、筋道をたどるかすかな光を宿し始めていた。

　僕の思考も、天てん地ちの理ことわりをたどっている。

　一いつ般ぱん神じんの進入禁止区域は、ケルムトタワーの芸げい能のう神じん控え室だ。当日は『行列』以外にも『ガイアの夜よ更ふけ』、『ゆるキャラ選手権』など収録が多く、僕と菊きく理りさんの部屋も含めて、全室が埋まっていた。

　……ゆるキャラ？

　僕の中で、天地の理がうずいた……その直後、フォルセティ検事神が背筋を伸ばして、

「──黄金法廷グリトニルの名に於おいて、異議を申し立てる」

　気迫に満ちた異議申し立てだった。振ふり被かぶられた必殺の一いつ刀とうの気配がある……

「……裁判長、トリふねっしーというゆるキャラをご存知か？」

「ええまあ、有名ですからな……なぜ今、ゆるキャラの話題を？」

　僕たちの切り合いに、口を挟はさまず見守っていた裁判長が答える。

「トリふねっしーは、動きが激しすぎてしょっちゅうキグルミが壊こわれるという。当日も煙えん突とつが破損し、午前からの収録が午後になってしまったらしい。同時に控え室の窓ガラスも割れていたそうだ」

「あ、あ……あああああッ……！」

　戦せん慄りつしている僕を指差し、フォルセティ検事神は告げる。

「グングニルは、トリふねっしーの煙突に仕込まれていたのだ！　控え室にあらかじめ運び込まれていた、キグルミになッ！」

　傍聴席が爆発的にざわめく。

「はグうッ！」

　言葉に撃ち抜かれた胸を左手で押さえ、僕はテーブルに崩くずれ落ちた……これは……真実に限りなく近い。僕の天てん地ちの理ことわりもそう言っている……

　……終わりか？　いや……まだだッ！　まだ諦あきらめるわけにはいかない！　天地の理に逆さからってでもだ！

「煙えん突とつの破損状態がどんな様子だったか調べれば、その内側から槍やりが飛び出したかどうか分かるだろう……」

　フォルセティ検けん事じ神しんの言葉を遮さえぎって声をあげた。

「と、トリふねっしーは、捕ほ鯨げい船せんかもしれません！」

　法廷に漂ただよった啞あ然ぜんとした空気を、フォルセティ検けん事じ神しんが代弁した。

「……なにを言っているんだ？」

「捕鯨船がモデルなら、煙突にモリが仕込まれていてもおかしくはないのでは！　それが飛び出す仕掛けがあっても、不思議ではないハズです！」

　裁判長が急いで首を振る。

「いやいや、煙突にモリは仕込まんでしょう！　ムチャクチャ言わんでください！」

　僕は眉み間けんに指を押し当てて、グリグリしながら、

「で、では、ええと……トリふねっしーが、ええと、中の神がヒッテレに来たのが、来る前に運び込まれていて……キグルミはいつ……いや、違うッ……！」

　煙突の破損を調べれば、ヤリが仕込まれていたかどうかはイッパツで分かってしまう。キグルミに仕込めたかどうかを責めても意味がない……別の反はん証しようを考えなければ。鑑かん識しきの調べが付いてしまう前に、先の反証を……

　……ブツブツ言っている僕の左側頭部に、ガツンと衝しよう撃げきがあった。よろめいた拍子にメガネが落ちる。ガシャンという音がする。い、イタタッ、何だコレ……腕時計だ。傍ぼう聴ちよう席せきの方から飛んできたのか……

「伏フツ羲キさまっ！」

　菊きく理りさんが悲痛な叫びをあげるのと同時、敵意が一気に押し寄せてきた──「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ、ひっこめ！」「凶悪犯を守る気か！」「金の亡もう者じやめ、正義はないのか！」……う、うわァ、暴動寸前！

「警備員ッ、騒さわぐ神はただちに退廷させなさいッ！」

　裁判長が立ち上がって怒ど声せいを発した。その剣けん幕まくに、潮しおが引くように騒さわぎが収まっていく。

「……伏羲弁護神、大丈夫ですか？」

　心配そうな裁判長へと片手を挙げ、

「ええ、ありがとうございます、平気です……あ、メガネ……！」

「此方こちらです」

「あっ、ど、どうも……！」

　菊理さんが差し出してくれたのを受け取って掛け直すと、クリアになった視界の中に泣き出しそうな顔が見えた。そんな顔しないでください、この程度は慣れてますから……

　……ああ、そうか。

　ふいに、所長の言葉が腑ふに落ちた。僕が恨まれて、オーディンさんに矛ほこ先さきが少しでも減るなら悪くない。そんな気持ち……

「──裁判長、もう少しだけ待ってください。今、反証を考えます」

　僕が言えば、裁判長は目を丸くし、

「まだネバるんですか！」

　フォルセティ検けん事じ神しんはギリッと奥歯を嚙かみ締しめ、

「貴き様さまという神は、どこまで……！」

　そして……

「──理解できん」

　オーディンさんが、ついに呟つぶやきを落とした。僕はそちらを見た。

「なぜそれほど必死になるんだ？　どれほど努力したところで、オレ様はゼッタイにてめえを信用しない。分からないのか？」

　いきなり言われて返答に困っていると、菊きく理りさんが小さく口にした。

「伏フツ羲キさまは……貴方あなたさまに信用されたいだけで、力を尽くしているわけではないのですよ」

「……なに？」

「打算だけでは、最後の最後に必死にはなれないのです」

「じゃあ、なにがあるって言うんだ？」

　菊理さんは一呼吸、息を整えてから、答えた。

「貴方さまが、無実だと仰おつしやったからです」

　二柱ふたりの視線が交差する。

「……、……それだけか？　それを信じたと？」

「それ以外に、なにがありましょう？　信じるからこそ、なのですよ……」

　彼女は僕以上に、僕のコトを分かってくれているみたいだ。

「……ウゼェウゼェウゼェェエ、ウザってえ！　なんて、ウザってえヤロウだッ！」

　オーディンさんは苛いら立だちをあらわにする。

「勝手にオレ様を信じるんじゃねえ……勝手にオレ様の傍そばにスリ寄ってくるんじゃねえ！　ああッ、もういい！」

　おもむろに外がい套とうを払って立ち上がると、鋭く言い放った。

「──ヘイムダルはオレ様が殺したッ！」

　発せられた言葉に、法廷内の空気がビリッと緊張した。それは数秒でゆるみ、傍ぼう聴ちよう席せきのどこからか、ため息が聞こえた。「やっぱりな……」と言うように。

　僕はテーブルにコブシをつき、震ふるえる声をあげた。

「なッ……なぜ……なんで、どうして……！」

　オーディンさんの瞳ひとみが、怒りに近い色を燃やして僕を見た。

「これが、てめえに対する一番の裏切りになる」

　僕は、ガックリとうなだれた。

「なんで……」

　僕を……僕を信用させないために？　ただそれだけのために、罪を認めたのか……？　なんで、そんなコトを……

「……これで満足か、伏フツ羲キ弁べん護ご神しん！　爆ばく発はつまで十五分だ。貴き様さまは独善に酔い、テロ首しゆ謀ぼう者しやの手助けをしただけだ……！」

　フォルセティ検けん事じ神しんがテーブルを叩たたき、

「オーディンッ、重く答えろ！　爆弾はどこにある！」

　返事はない……

　……僕は、失意と後悔、絶望に身を浸ひたしながら……完成しつつある天てん地ちの理ことわりに、そっとひとつのピースを加えた。『オーディンさんが、ヘイムダルさんを殺した』という真実を。先にコレを加えることは、どうしてもできなかった……僕は彼の弁護神だから。

　すべての因果のハグルマがゴリゴリと音を立て、一斉に回り始める……怪物の全容を隠かくしていた緞どん帳ちようが上がっていく……

　満まん身しん創そう痍いのままで、そっと口を開く。

「……フォルセティ検事神……真実の先に、向かいましょう」







「この期ごに及んでなにを言う！　なにが真実だ！」

　フォルセティ検事神は怒ど鳴なる。

「疑問があるんです……なぜ被告は重大な計画実行を間近に控えたタイミングで、ヘイムダルさんを殺さねばならなかったのか、その動機です」

「いまさらそれが、なんだと言うのだ！　爆弾を止めねばならんのに！」

　佇たたずむオーディンさんを見つめる。彼も僕を見る。その表情には苛いら立だちがある。

「先ほど申し上げたように、オーディンさんは理知的な神です。裏切りという理由だけで、誰だれかを殺すヒトではない……殺さつ神じんには、明確な理由があったハズです」

　フォルセティ検事神の眉み間けんのシワが、ザックリと深まった。

「それは……、……もし、そんなモノがあるとすれば……計画の遂行にジャマだったから以外は考えられない」

　その言葉を受けて、僕の思考は更さらなる加速を始める。

「僕もそう思います……ヘイムダルさんは、オーディンさんの爆破計画をご存知だったのではないでしょうか」

「……通報するなり、しなかった理由は？」

「誰だれかに話せば、自分がスパイであるコトもバレてしまいます。彼には神かみ々がみの庭にわでの生活が大切だった。守りたかった。いつわりであると分かっていても、できるだけ長く続けたかったんです……」

　天てん地ちの理ことわりが急速に、事件の全容を描き出していく……

「ヘイムダルさんは、午前中に一時間ほど瞑めい想そうをしていたそうです。彼は千せん里り眼がんの神しん力りよくを持っていました。見張っていたのではないでしょうか……どこかを」

　膝ひざが震ふるえ始めていた。怪物の尾を摑つかんだ感覚があった。

「……爆ばく弾だんの設置場所を」

「ええ……平和サミット会場に爆弾はなかった。でも、平和サミットに間に合わせる必要があった。なぜか？　神々の庭に、主しゆ神しん級の神々が居なくなるからだとしたら……計画を阻そ止しし得る、脅きよう威い的てきな神々が」

「……オーディンが、長官殿をアスガルドへとおびき寄せたのは……主神級である長官殿を、神々の庭から遠ざけるため……！」

　フォルセティ検事神の両目も見開かれている。

　法廷は静まり返っていた。僕は捉とらえた怪物を──この法廷へと引きずり出す。

「ロキさんは、設置場所にわざわざ行ってはいない。むしろ、最初から居たのです……重力制御施設に！」

　法廷はやはり静かだった。言葉の意味が浸透するには、やや時間が必要だろう。すぐに理解した神々もいるだろうが、彼らは絶句しているから同じだった。僕の隣となり、菊きく理りさんが小さく息を吞のむ音が聞こえた。

「……そ、……それはつまり……」

　ゴクリと裁判長のノドが鳴る。

「被ひ告こく神しん、あ……貴方あなたの狙ねらいは、神々の庭だったというコトですかッ!?」

　佇たたずんでいたオーディンさんは、裁判長の言葉を受けると、ゆっくりと深く息を吸った。

「……そうだ」

　一気に溢あふれる嵐あらしの気配。

「重力施設こそ神々の庭の最大の弱点。一基でも破損すれば、天は墜おちる」

　天が、墜ちる……その言葉の響ひびきに、法廷内のざわめきが大きくなってくる。

「裁判長、一刻を争う、失礼！」

　フォルセティ検けん事じ神しんが叫ぶと、ガラケーを取り出して掛け始めた。姉さんに連絡をしているのだろう……

「ムダだ。残り時間は十分を切った。オレ様の勝ちだ」

　オーディンさんの佇たたずまいは堂々たるものだった。その余裕に比例して、法廷内の焦しよう燥そう感かんがふくれあがっていく。徐々に傍ぼう聴ちよう席せきに、驚きよう愕がくが伝でん播ぱしていく──「え……なに？　どういう意味？」「落ちるって……なにが？」「神かみ々がみの庭にわが？」「ウソ、だよな……？」

　僕はテーブルに両手をついた姿勢で、じっとオーディンさんを見つめていた。冷や汗が止まらない。後悔は許されない。謝罪も許されない……そういうコトは冥めい府ふに行ってからだ。もう間に合わない……本当にそうか？

「……どうしてアナタ自身も危ないのに、神々の庭に来たんですか」

　問いを放つ。僕たちが設置場所を見誤った最大の理由がそれだった。自分ごと爆ばく破はするなんて、フツーは思わない。

　オーディンさんは僕を一いち瞥べつし、再び目を逸そらす。

「平和ボケしたキサマらとは覚悟が違ったってコトだ。キサマらの戦いの場は法廷だった。オレ様の魂たましいは、ずっと戦場に居た」

　オーディンさんの周囲に神しん気きが渦うずを巻く。血なまぐさい神気が。僕は負けないように腹筋にチカラを込める。

「なぜ、こんなコトを……長い戦いがあって、やっと平和になって……アスガルドだって、皆さん平和に暮らしていたのに！」

　自分の中で爆発しそうになる感情を、グッと抑えて告げる。

「お願いです、止めてください、爆弾を！」

「……止める方法はねえ」

「あります！」

　オーディンさんが僕をニラむ。

「……ないと言っている」

「いいえ、ありますッ！　ないワケがない！」

　僕は言い切る。

「ミミルさんが、止める手段のない危険な爆弾を、アナタに渡すハズがないんだ！　アナタを大切に思っていたんだから！」

　オーディンさんの、底のない氷の海のようだった両目が、再び炎を宿す。

「てめえッ……！」

　僕は再び、思考の海へと潜行する。彼を……オーディンさんを見付けるために。

　──オーディンさんはただ暴力的なだけの神ではない。僕らをダマすためだけに、神々の庭に来た？　違う……雷霆ケラウノスを取り戻すため？　違う……

　……トールさんだ！　信頼していた部下を説得するために来たんだ！　思えばヘイムダルさんのときも同じだ。計画が露ろ見けんする危険を犯してまで、神々の庭に自分でやって来たのは……説得のためだった！

　フォルセティ検けん事じ神しんがガラケーに向かって必死になにかを言っている。菊きく理りさんが胸の前で、両手を白くなるほど握にぎり締しめている。裁判長がアワアワしている……

　僕は口を開く。

「……アナタは身内を大切にする神です。アスガルドには軍ぐん神しんが多い。戦乱を望む者も多かったでしょう。そんな軍神たちのために、アナタはこの計画を再始動させた……それはおそらく、間違いないでしょう」

　天てん地ちの理ことわりを完成させていく。

「しかし、ヘイムダルさんを殺さつ神じんしてまで計画を進めようとするのは、本末転倒です。アナタにそれほど強い決意をさせたモノは、何だったのか」

「……黙だまれ」

「ミミルさんが姿を消したのを、僕たちはアナタが粛しゆく清せいしたのだと思っていた……でもそれはおかしい……アナタがミミルさんを殺すハズがない！」

「黙れッ！」

「……ミミルさんは……亡なくなったんですね？　アナタに遺ゆい言ごんと、爆ばく弾だんを残して」

「その名を呼ぶんじゃねえ！」

　彼にまつわる最後のピース。それは……遺い志しだ。それ以外には考えられない。フォルセティ検事神と同じように、彼もまた……死んだ神の遺志を継いだんだ。

　オーディンさんは全身をわななかせた。

「……なんなんだ、てめえは！　どこまでウゼえんだッ！　オレの心に、ベタベタ触るんじゃねえーッ！」

　光線のような眼光が僕を捉とらえ、右腕が突き出される。

「貫けええええ、グングニールッ!!」

　呪じゆ文もんロックの解除、風が渦うず巻まく音がした──一いつ瞬しゆんの最中、法廷の壁の向こうから、サクリ、サクリという音が加速度的に迫ってくる……解き放たれた獣けもののように。何の反応もできずにいる僕へと向かい来る……

「──ミョルニルッ!!」

　もうひとつの叫びと共に、爆ばく裂れつ的てきな轟とどろきが重なった。

　法廷のトビラをブチ破りながら、雷らい光こうをまとったハンマーが飛び込んでくると、音もなく壁を貫いて突入してきたヤリとぶつかり合って神しん力りよくをまき散らし、轟ごう音おんを響ひびかせた。傍ぼう聴ちよう席せきから幾いくつも悲鳴があがる。

　駆け込んできたトールさんがハンマーを右手でキャッチし、同時にオーディンさんも跳ね返ってきたヤリを受け止めた。ヤリは美しく無傷なままだが、トールさんのハンマーには、今の激突で深い傷が刻まれている。

「ト、トールさん……！」

　僕が口にするのと同時に、

「おのれ、あくまで抗あらがうかッ！」

　オーディンさんが怒ど声せいを炸さく裂れつさせる。

　トールさんの眼まな差ざしは悲しげだったが、決意を秘めていた。

「抗います……元げん帥すいを止めなければ」

「……悔しくないのか！　戦場では無敵を誇ったキサマが、無能者扱いされる世が！　どいつもこいつも平和平和と、病気みてえに叫びやがる……忌いまわしい過去だの、忘れるべき記憶だの……オレたちが戦った日々を過去にされてたまるかッ！」

　オーディンさんの叫びを残ざん響きようまで全て受け止めてから、トールさんは返す。

「いつか忘れられるコトが、自分たちの最後の任務です」

「てめえ……どこまでも、オレ様をイラつかせやがる！」

　互いにエモノを構える……こんな風に、二柱ふたりが戦うなんて、あまりにも悲しすぎる！　止めなければ……ゼッタイに止めなければ……！

　……突とつ如じよ、トールさんがブチ壊こわしたトビラから、一斉に硬い足音を立てて、数名の神々が踏み込んできた。ヘルメットを被かぶって防弾ジャケットを着込み、手に手に神じん器きを構えている。それらがオーディンさんを狙ねらって構えられたとき……今度は、反応できた。テーブルを乗り越え、射線上へと躍おどり出た。

　八はつ卦け盤ばんを取り出して掲かかげた……直後、名だたる聖せい剣けん魔ま剣けん、無ぶ骨こつな武具やありがたい仏具が投げ放たれた。全神力を放出して陣を展開し、残らず弾はじき飛ばす……破壊の嵐あらしが周囲に吹き荒れ、法廷に悲鳴が木こ霊だまする……ビシッと八卦盤のヒビが大きくなり、一気にカラダからチカラが抜け……僕は床に倒れ込む。

「な、なんですか……アナタがた、は……！」

　へたり込んだまま言えば、

「邪じや魔まをするな、伏フツ羲キ！」

　神々の後方から、鋭い声が応じた。カツリ、カツリと足音……姿を見せた女神。

「ね……姉さんッ……！」

「爆弾の解析が終了した……箱に込められているのは、オーディンの戦意、憎悪などの負の感情だ。オーディンを殺せば火は消える！」

　冷たい声だった。あまりにも冷たい声……だが、僕には分かる。非情に徹てつしようとするとき、姉さんは過剰に演じすぎるのだ。

「やめてください……こんな、暴力……！」

　姉さんは僕を見ずに、

「……神かみ々がみの庭にわを、守らねばならんのだ」

　おそらくは対テロ特殊部隊だろう神々が第二射を構えるのに、僕は両足を踏ん張り、必死にカラダを持ち上げた。荒い息をつく。

「退どけ、伏フツ羲キ！」

　姉さんの怒ど声せいに対して無言、僕は震ふるえる両腕でボロボロの八はつ卦け盤ばんを構えた。フォルセティ検けん事じ神しんがばか者と叫び、菊きく理りさんが身を乗り出して僕の名を呼び、傍ぼう聴ちよう席せきからは罵ば声せいが飛んできた。

「……爆ばく弾だんを止めたいんじゃねえのか。もう五分もねえぞ」

　オーディンさんの声が背中に届く。

「絶対に止めます……でも、アナタが殺されるのは間違っている……」

「……そうかよ。オレ様は殺すぞ……てめえら全員、皆殺しだ」

　ふくれ上がる殺気に、背筋が冷たくなった。半はん身みに振り向けば、オーディンさんがグングニルを構えていた。神しん気きの輝かがやきをまとった美しいヤリを。法廷内に戦せん慄りつが奔はしった。

「や、止め──！」

「うるせえええ、なにもかも消えちまえ！　見るがいい、これが──神々が恐れた槍やりだッ！」

　裂れつ帛ぱくの叫びと共に、途方もない神しん力りよくをみなぎらせる一いつ槍そうが、ついに投げ放たれた。

　僕の言葉も、周囲のざわめきも消し飛んだ。神気を巻いて放たれたヤリのあまりの迫力に、誰だれもが魂を失ったようになった。その無音の一いつ瞬しゆんの中で……僕は反射的に、八卦盤を向けていた。

　不可視の障しよう壁へきが生まれる。穂ほ先さきがぶつかり、激しい神気が散る。恐るべき破壊力を発揮し、障壁を削って進んでくる……

　ドクッと、イヤな鼓こ動どうがカラダを襲おそった。神気が枯こ渇かつしていく……その消耗は、神としての僕の存在にまで届こうとしている。ぶつかり合う神力にあおられ、メガネが吹っ飛んだ。

「どこまで邪じや魔ましやがる──てめえはなにがしてえんだッ！　消えろ！」

　オーディンさんの怒声が聞こえる……

「僕はッ……ぐ、あ、あああ……アナタのッ……味方でいたい！」

　トールさんも、こんな気持ちだったんだろう……信じたいヒトから、尊敬するヒトから、離れなければいけないときがある。誰よりも傷付けたくないヒトだからこそ、傷付けてでも歯向かわなければならないときが……

「オレの味方など、もう居ねえッ！」

「居るじゃないですか！　部下の神々が！　大切にしてたんでしょう！」

　嚙かみ締しめた歯の間から叫びを漏らす。この障壁はいまや、僕自身の命に等しかった。削れていく……

「なのに……ど、うしてッ……！」

　嚙み締めた奥歯が、ヒビ割れる音がする。

「どうして、アナタはッ……仲間をそれだけ、想おもう気持ちがあって……それを爆弾で死ぬヒトたちに向けることができなかったんですかッ!!」

　僕が絶叫したとき、右手の中で八はつ卦け盤ばんが砕け散った。

　あ、あ……

　……障しよう壁へきが崩くずれ去る。殺さつ戮りくの歓喜に打ち震ふるえるように、解放されたヤリが飛ぶ……僕の脇わきをすり抜ける軌道で……

　膝ひざが落ちる……もう、チカラが入らない……ヤリは誰だれに向かうのだろう？　姉さんにだろうか？　いや、誰だって同じなんだ……誰だって悲しみは生まれる。みんな誰かを想おもい、想われているんだから。

　……何度も何度も、繰り返し上塗りされてきた無力感が僕を襲おそう。チカラが欲しい……誰も不幸にしないためのチカラが……

　……諦あきらめられない。声にならない絶叫を迸ほとばしらせながら、最後に残った抜け殻がらのカラダを、ヤリの前に放り投げた。死にたくはない……まだ冥めい府ふにはいけない。助けなければならない神がたくさんいるんだ。でも……こんな悲劇は、見過ごせない。

　チカラが……欲しい……！

　そう思いながら、ヤリへと両手を差し出す。

　……僕の周囲に、混こん沌とんがあふれた。混沌は両義を生じ、両義は黒こく白びやくの点となり、点は星の如ごとく散らばって陣を描き出す……ビッシリと根を張り、法廷内の床、壁、天井、至るところに天てん地ちの理ことわりを描き出す。

　グングニルが、僕を貫く寸前で止まっていた。

　辺りは奇妙に静かだった。カラダが妙に軽い……

「……なんだ、これはッ！」

　オーディンさんが最初に驚きよう愕がくの声をあげた。

「……これは……河か図と洛らく書しよ瑞ずい獣じゆう陣じん……伏フツ羲キ、お前……！」

　姉さんが周囲を見渡しながら唇くちびるを震わせる。

　僕は戸惑いながら、神しん気きをまとう自分のカラダを見下ろした。ものすごく……懐なつかしい感覚だった。河図洛書瑞獣陣は、八はつ卦け陣じんの原典だ。天地の理を強きよう靭じんに掌しよう握あくし、陣中の万ばん象しようをことごとく支配する。

「ふ、伏羲さま……？」

　菊きく理りさんが呟つぶやくのに、

「……それが、貴き様さまの本当のチカラか」

　フォルセティ検けん事じ神しんが静かに応じた。

「どうも、おかしいと思っていた……その八卦盤とかいう神じん器きは、貴様自身のチカラに耐えられずに砕けたのだ」

　僕は呆ぼう然ぜんとして呟く。

「封印が、解けたのか……」

　オーディンさんは右手を振ってグングニルを引き戻すと、僕をニラんだ。

「なんだ、このデタラメな神しん力りよくは……何なんだ、てめえは……！」

　僕に先さきんじて、姉さんが答えた。

「……此こ奴やつは太たい昊こう伏ふつ羲き。人間を愛しすぎたあまりに神しん力りよくを封じられた、崑こん崙ろん山さんの大だい主しゆ神しんだ……」

「それは昔の話です……」

　僕が付け足すと、オーディンさんはギリリと奥歯を嚙かみ締しめた。

「……てめえ、ザコじゃなかったのかッ……騙だまされたぜ……」

「騙す気は全然なかったんです」

　ヤリを振り払いながら叫ぶ。

「どうしてだ、それほどのチカラを持ちながら、どうして封印に甘んじた！　戦えただろう、てめえなら！　なぜそのチカラを振るわねえッ！」

　僕はオーディンさんを見つめた。

「こんなチカラじゃ……誰だれも助けられませんでした。今だってそうです。僕がこのチカラを使ったって、アナタは幸せになっていないじゃないですか……」

「……ッ！」

　半歩退しりぞくオーディンさんへと、僕は胸に手を当てて訴える。
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「爆ばく弾だんを止めてください、お願いします」

「……止めたければ、オレ様と戦って殺すことだ。今のてめえなら……万が一、オレに敵かなうかもしれんぞ」

「殺しません……僕はアナタの味方なんです」

「さっき裏切っただろうがッ！」

　オーディンさんの怒りに応じて、僕の声も強まる。

「違う！　裏切ってなんかいないッ！　アナタの味方でいるためには、アナタを止めなければならなかった！　トールさんだってそうだ！　誰だれより尊敬するヒトが罪を重ねるところを、見たくなかったからだってなぜ分からないんだ！」

「先生……」

　トールさんが呟つぶやくのに、頷うなずき返して続ける。

「ミミルさんも、アナタの命令に背そむくことはできなかったけど……きっとアナタに踏みとどまって欲しいと思っていたハズッ！　皆ずっとアナタの傍そばにいたのに、アナタが見なかっただけだ！」

　僕の声が残ざん響きようして消えた。見えない時計の針が、残り少ない時間を無慈悲に切り刻んでいく……誰かがゴクリと息を吞のむ音がした。

　苦しげに瞑めい目もくしたまま、長い沈ちん黙もくの後に……オーディンさんは口を開いた。

「……ひとつだけ……てめえは間違えている、弁べん護ご神しん」

「なんでしょうか」

「伯お父じ貴きは、死んだんじゃねえ……消えたのさ」

「消えた……」

「ああ……行く先も告げずに、爆弾だけ残してな……逃げやがったと思ったぜ。オレを裏切りやがったと思った。次にヘイムダルが裏切り、トールが裏切って、もうそのときには計画を遂行する理由はなくなっていたが、戻る理由もなかった。だが……」

　オーディンさんはグングニルを回して両手で持った。さしてチカラを入れたようにも見えなかったのに……美しいヤリは、いともカンタンに真っ二つに折れた。砕け散る音色まで美しく、静まり返った法廷に響ひびいた。

「──てめえはオレに、戻る理由を与えやがった……」

　僕は息を吞んだ。

「グ……グングニルを……！」

「このヤリこそ、オレの戦意の象徴。アスガルドのために先陣を切って戦う王の覚悟だ。これが折れたら──火は消える」

「じゃ……じゃあッ……！」

　前のめりになる僕に、オーディンさんはノドの奥で笑った。

「オレの負けだ、弁べん護ご神しん。そういやあ、ミミルはずっと言ってやがったな……オレがヤリを折る日が、いつか来ればイイと。それが……今日だったワケか……」

　オーディンさんは法ほう壇だんを向き直り、

「……アフラマズダ、判決を聞こう！」

　その仕し草ぐさはサッパリとしていた。嵐あらしの晴れた後の空のように。

「ムウッ……助かったんですか？」

　机の下から顔の上半分、ほとんどアフロと目だけを出して事態を見守っていた裁判長は、モグラたたきのモグラのように顔を覗のぞかせた。

「うむ、そのようだ」

　姉さんが言えば、イスに座りなおして咳せき払ばらいひとつ、

「……いやはや、伏フツ羲キ弁護神が関かかわった裁判はいつも大荒れですな……勘弁していただきたいものです」

　僕だってカンベンしていただきたいもんですよ……

「それでは……殺さつ神じん事件の再審についてのみ、判決を読み上げましょうかの」

　姉さんが僕を一いち瞥べつしてフッと笑うと、踵きびすを返しざまに右手を振った。特殊部隊の面々を後に引き連れて退廷して行く。トールさんはオーディンさんの傍そばに控えるように残ったが、文句は出なかった。

　僕は急いで弁護神席へと戻ると、菊きく理りさんの隣となりに立ち、背筋を伸ばした。

「……お……驚おどろき、ました……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく菊理さん。

「しっ！　怒られちゃいますよ」

　僕がそっと返すと、菊理さんも慌あわてて背筋を伸ばす。

　フォルセティ検けん事じ神しんも、包帯の巻かれた頭を押さえてひと息つくと、居住まいを正した。

　裁判長が口を開く。

「──審理中、たくさんのコトが判明しました。拉ら致ち監かん禁きん、爆ばく弾だんテロ、それらは別の法廷で裁かれるでしょう。すべての事件は繫つながっていて、この場で詳しくは語れません」

　緊張の余よ韻いんに静まる法廷に、裁判長の朗々たる声が響ひびいていく。

「被告は、自分は戦場に居たとおっしゃいました……その言葉にひとつだけ返させていただくなら、この法廷もまた戦場なのです。生きるというコトそのものが戦場なのです。稀き代だいの軍ぐん神しんどのであれば、罪を償つぐない、新たな戦場できっと立派に戦ってくださると信じます」

　僕はオーディンさんを救えたのだろうか。分からない……でも、信じ抜けた。だからせめて、胸を張ろう。

「当法廷は、被告オーディンを──有罪とする！」

　オーディンさんは身を折らず、うなだれもせず、神しん妙みように判決を聞いていた……そして、苦しげな表情を浮かべているトールさんに目を向けて一言だけ零こぼした。

「留守を頼む……、トール大佐」







　　　　　　　　　　　　　†







　廊ろう下かにて、菊きく理りさんと一緒に、引っ立てられていくオーディンさんを見送る。

　封ほう神しん手て錠じようをハメられたオーディンさんは、細めた目で僕を見ながら、穏おだやかに言った。

「キサマを雇ったのは、大失敗だったな」

　小さくなる僕。

「す、すみません……負けてしまいまして」

　オーディンさんはフッと笑う。

「そんな意味じゃあない。あまり鋭そうなヤツだとロキの正体に気づくかもしれんと思って、ニブそうなヤツを選んだつもりだったんだ」

「あ、そうだったんですか……」

　ニブそう……

「だが、キサマは想像以上だった。どこまでもまとわり付いて、すがり付いてきやがる。挙あげ句くにオレを根負けさせやがるとは」

「しつこくてすみません……」

「フッ……なあ、最後にひとつだけ聞かせろ」

「なんですか？」

「オレ様が殺したことが分かっていながら、なぜオレ様をあんなに信じられたんだ？　納得のいく答えをよこせ」

　僕は少し考えてから、

「……犯はん神しんを追い詰めるのは検けん事じ神しんで、判決を下すのは裁判長です。二柱ふたりがいれば、たとえ僕が間違っていたとしても、正しい道を示してくれます」

　視線を合わせて、続ける。

「それが、僕の愛した法廷ですから。ここは……この場所は、僕がどこまでも信じるコトを許してくれるんです。だから僕は……世界を敵に回したって、依い頼らい神しんのために戦える」

「……そうか」

「アナタのように、です」

　そう付け足すと、オーディンさんはククッと笑った。

「常勝の神が負けたくせに、妙にスガスガしい気分だぜ……ヘイムダルには、いつか冥めい府ふで謝るとしよう。じゃあな、伏フツ羲キ弁べん護ご神しん、菊きく理り弁護神」

　言い残すと、歴戦の敬礼をひとつ、軍隊式に踵きびすを返し、振り返らずに去って行った。

「……お疲れ様、でした」

　菊理さんがペコリと頭を下げたので、僕も慌あわてて応じた。

「ああ、いえ、菊理さんもお疲れ様でした！」

「伏羲さまが主しゆ神しんさまだったなんて……わたし、どうしたらいいか……ちょっと戸惑ってしまっております……」

「いやいやいや、やめてくださいよ！　現主神は元げん始し天てん尊そんさんです。リッパなヒトですよ……僕はただの、弁護神の伏羲です」

　勝手に封印を解いちゃって、主神たちに怒られないか心配だ。どうしよう、自首した方がいいんだろうか……まあ、後で考えよう。

　菊理さんはちょっと考えてから、

「……はい、そうですね！　わたしも、弁護神の伏羲さまが大好きですもの！　今日も最高にすてきな弁護でした！」

　キラキラしている菊理さんへと、僕はもう一度頭を下げた。

「……菊理さん、ありがとうございました」

　菊理さんは目を丸くして、

「えっ、な、なにがですかっ？」

「アナタが僕に、僕らしい弁護をと言ってくれたから、戦う覚悟が決まりました。あれがなかったら、僕はウジウジしたまま、戦う勇気を持てなかったと思います」

　菊理さんは慌てて両手を振り、

「いえ、そんな！　すべて伏フツ羲キさまのお力です……わたしには、おでんさまのお考えは、何一つ分かりませんでしたし……」

「少なくとも僕は、アナタのおかげで助かりましたよ」

　菊理さんはうっすらと頰ほおを染め、

「そ、そうですか……お役に立てたなら、嬉うれしゅう御ご座ざいます……！」

　少しどころではなく、何度も助けてもらった。あんまり大げさに言うと彼女、恐縮してしまうだろうから、心の中で追加で百回くらいお礼を言っておく。

　中央裁を出るために廊ろう下かを歩き出す。今日は敗訴してしまったので勝訴の手て幡ばたの用意はない。まあ、いつも忘れがちだけど……っと、あれ、あの腕組みで壁に背を預けた男だん神しんは……フォルセティ検けん事じ神しん！

「ど、どうしたんですか？　病院に戻らなくて平気なんですか？」

「……ひとこと言っておこうと思ってな」

「なんでしょうか？」

　フォルセティ検けん事じ神しんは眉み間けんに名刺がハサめそうなシワを寄せながら、

「貴き様さまを敵と呼んだが……あれは……、……訂正する」

「……え？」

　僕が訊たずね返せば、さらにシワが深まった。

「だからと言って法廷で容よう赦しやはせんから、覚悟しておくことだ……では失礼する」

　硬質な足音を立てて歩き去っていく……その背中を見送りながら、僕は今の言葉の意味を反はん芻すうして、思わず頰ほおがゆるむのを感じていた。

　ここだ……ここが、僕の愛した法廷なんだ……！













　　終章　仏様、もう少しだけ







　日が暮れてしばらく経たち、神シン宿ジユクの町は光の洪水になった。なんたって今日はクリスマス・イブだ。街路樹を飾る電でん飾しよくの輝かがやきは、雑居ビル四階の窓まで届いてきて、デスクで残った仕事を片付けているアワレな僕を照らしている。

　そもそもクリスマスって聖人の誕生日なんだし、僕ら神様が祝う必要はあまりないような気もするけど……騒さわげるときには騒いでおこうと思うのは、人間も神様もあんまり変わらないらしい。

　オーディンさんの爆ばく破は未遂事件からは、二週間ほど過ぎていた。相変わらずウチの事務所は貧乏ヒマなしで、僕は満足に寝ていないのでフラフラだが、その甲か斐いあってもうじき年内分は片付く。今年の年末は、なんとか自宅で過ごせそうだ……

　幾いくつか、その後の顚てん末まつがある。

　まず、解けてしまった僕の封印に関してだが、主しゆ神しんたちの合議でお咎とがめなしというコトになったらしい。というのも、一気に溜ためていた分が流れ出してしまったせいか、なんてこった、僕の神しん力りよくはゼロになってしまったからだ……ゼロ！　小数点以下まで出すとわずかに検知されるらしいけど、これはもう精せい霊れいとかより弱いぞ……まあ、あんまり気にはしてないけど。念のためというコトで再封印はされた。

　それから先週のアタマに、姉さんと二柱ふたりでオーディンさんに面会に行った。あの神しん農のうさんの写真をドコから手に入れたのか、聞いておく必要があったからだ。話によれば、姉さんをどう誘おびき出そうか考えているとき、ロキさんがどこからか持ってきたとのコトだった。

　……で、肝心のロキさんの方だが、なんと、脱獄してしまった！　封ホウ神シン区から逃げるなんて、スゴ腕のスパイなのは確かだったようだ。現在行方ゆくえ不明で、指名手配されている……

　まあ、そんなトコロか。

　イスから立ち上がって、換気のために窓を開けた。ペットボトルのウーロン茶を片手に、きらびやかな外を眺めていると、ガチャッとドアの開く音が背後からした。

「──伏フツ羲キさま？」

　菊きく理りさんが顔を覗のぞかせている。僕を見つけると、嬉うれしげに微笑ほほえんだ。

「あれ、どうしたんですか？」

「せっかくの『くりすます・いぶ』ですので、お料理を作ってまいりました！」

　入ってくるその両手には、大きな風ふ呂ろ敷しきづつみが抱えられていた。うわ、スゴイ気合いの入りようだ！　中身を想像するだけでヨダレが出てくる……

「みゅ！」

　リバイアちゃんが巻物から飛び降りると、テテテと走っていって来客用ソファーに陣取った。ヤツはあそこををナワバリと定めたらしい。

「うわあ、すみません、ありがとうございます……お腹なかがペコペコでして……」

「すぐご用意しますね！」

　菊きく理りさんが給湯室へと入って行き、リバイアちゃんにソファーを取られてしまった僕は、自分のデスクに座って仕事を進める……。

「……あっ！」

　菊理さんの小さな声がしたので、僕はイスの背もたれに背を伸ばして声を投げる。

「どうしました？」

「ケーキを忘れておりました……」

「いや、別にそんな要らないですけどね、菊理さんの料理があれば」

「でも……せっかくですのに……」

　シュンとした声……

「んー、なら、僕買ってきますよ。コンビニにもあるでしょうし……」

　そう声を掛けながら上着を摑つかみ、イスから立ち上がって玄関に向かい、ノブに手を伸ばしたところで、勢いよくドアが開いたので、

「痛いッた！」

　僕は突つき指ゆびをしてしまった……。

「──お？　なんだ？」

　と、ドアを開けたままの姿勢で目を丸くしているのは……えッ!?

「しょ、所長!?　どうしたんですか、所長が帰るなんて！」

「俺おれの事務所に俺が帰ってきて、そんなフシギかよ……」

　所長は軽く笑いながら入って来ると、ドカッと所長席に座った。

「ま、まあっ、ミロクさまですか！　お初にお目にかかります！」

　慌あわてて給湯室から飛び出してきて、緊張の表情で頭を下げる菊理さん。

　所長はニコリと笑い、

「おお、菊理か。お前とは電話面接だけだったが、声だけで『コイツはいい弁べん護ご神しんになる』って思ったぜ！　早く会いたかったんだけどな、俺もそこそこ忙しかったもんで悪いな……あ、これオミヤゲな。人間界じゃクリスマスはお祝いとしてケーキ食うらしいじゃねーか。あ、お祝いと言やぁ、この前のアレ、なんとか勝しよう訴そしたぜ！　いやあァ、疲れた疲れた……」

「え、勝訴って……サタンさんの公判ですか!?　平気なんですかそれ!?」

　魔王なのに無罪って、いろいろヤバイような……。

「まあ、アイツ余罪すげえ多いからな。でも、根は案外イイヤツっぽいぞ……って俺のハナシはいいよ。お前らもなんか、大変だったそうじゃねえか。負けたんだって？」

「あ、はい……負けちゃいました」

　所長は僕を見て、

「……で、救えたかよ？　ヤツとお前の未来は」

　僕はひと息ついてから、真まっ直すぐに所長を見返した。

「……救えたと思います」

　所長はニッと笑った。

「そうか、よくやった！　頑張ったな」

　と言いながら所長は、僕の頭をワシャワシャと撫なでる。あ、ヤバイ……嬉うれしい。ちょっと泣きそうだ。

「──ミロクさま、ご飯は？」

　菊きく理りさんの気き遣づかいに、所長は腹部をサスリながら、言葉を返す。

「おう、ハラ減ってる……なんかあるか？」

「はい、今ご用意しますね！　お二柱ふたりの再会のお祝いです」

　三さん柱にん入ったらイッパイイッパイのせまい事務所だし、自主残業もタップリだし、お給料袋はペラペラだけど……菊理さんがいて、所長がたまにいて、まあついでにリバイアちゃんもいて、なんだか不思議だけどそんな当たり前の日常が、今はひたすら愛いとおしい。

　──そうして三柱で、来客用のソファーとテーブルで、菊理さんがこさえた豪ごう勢せいな料理と、所長のオミヤゲのケーキを囲かこんだパーティーが始まろうとしたとき……バーンッとすさまじい剣けん幕まくでドアが開かれた。

　僕らが驚おどろいて視線を向けた先には、荒い息をつく一柱ひとりの男神の姿が……

「えっ!?　アヌビス刑けい事じ神しん？」

「あ、アワワ、アワワワ……し、しし、シツレイするでアリマスッ！」

　ひとしきりオロオロしてから、体が反そるほどの敬けい礼れいをした。顔には疲ひ労ろうが濃こく浮かび、夜空色のスーツはヨレヨレで、美しかった毛並みは使い古した歯ブラシみたいにケバダっている。

「な、何があったんですか、そんなに慌あわてて……！」

　僕が尋たずねれば、アヌビス刑事神は両手を組み、瞳ひとみを潤うるませながら、

「どっ、どうか……お願いでアリマス！　助けて欲しいのでアリマス！　ワガハイ、ワガハイ……容よう疑ぎ者しやになってしまったのでアリマスッ!!」

「えっ、容疑者!?」

「アヌビスさまがですか!?」

　僕と菊理さんがオドロキの声をあげ、所長が眉まゆをひそめる。

「穏おだやかじゃねえな……聞かせてくれよ」

　アヌビス刑事神は「クゥーン」と気弱げに吠ほえながら、

「ワ、ワガハイの故こ郷きよう、ヘリオポリスの現げん主しゆ神しんオシリスが殺されたのでアリマス……」

　僕らの間に緊きん張ちようが奔はしる……げ、現主神の殺神事件！　それは……大事件だ！

「主神が亡なくなりヘリオポリスは大混乱でアリマス。それに、なぜかワガハイに不ふ利りな証しよう拠こがいくつも出ていて……触さわったこともない凶器に指し紋もんがベッタリ、行ったこともない現場にワガハイの毛がモッサリ、会ったこともない神の目撃証言ドッサリとか……うう、こんなのゼッタイおかしいでアリマスゥ！　このままじゃワガハイ、犯はん神しんにされてしまうでアリマスよ……！」

　アヌビス刑けい事じ神しんが泣き出しそうな様子で語るうちに、ファンファンファンとけたたましいサイレン音が、どんどん大きくなってきていた……うわあ、大おお捕とり物になっちゃってるぞ！

「ん……事情は分かった！　大船に乗ったつもりで任まかせとけっ！」

　所長の言葉に、アヌビス刑事神の表情がパアッと明るくなった……ちょっ！　また軽々と！

「あ、あの、所長……。簡単に受けちゃってますけど……まだ予定はミッチリじゃないですか!?　ヤマタノオロチさんのアルハラ事件の公こう判はん……アレどうするんですか!?」

　僕がヒソヒソと言えば、所長はあっけらかんと、

「そりゃ、俺おれは無理だぜ？　俺はな……」

　所長は意味ありげに言いながら、

「だが、ウチの花はな形がた弁べん護ご神しんは、俺以外にもいるよな？」

　と、菊きく理りさんに目め配くばせ。菊理さんはハッとしてコクコクと頷うなずくと、二人してジーッと僕を見つめ……い、いやいやいや、ちょっと待って！　現主神の殺さつ神じん事件なんて、僕には……！

「お前ならやれる！　信じてるぜ！」

「伏フツ羲キさま、わたし、お手伝いいたします！　アヌビスさまをお助けしましょう！」

「い、いや、ちょっと、あの……」

　所長の絶対的な信しん頼らいスマイルと、菊理さんのキラキラまなこが、僕に注そそがれる。

「伏羲！」

「伏羲さまっ！」

　二柱ふたりにグイグイと迫せまられながら、僕は思考する。アヌビス刑事神にはお世話になりっぱなしだ。文もん句くを言いながらも、なんだかんだで助けてもらっている。そんなヒトが殺神なんて……あり得えないって、僕は知っている。だから、信じるんだ、被ひ告こくを……そしてこの想いを。

　なんとかなる……きっと、なんとかしてみせる！

　僕はひと息つくと、ソファーから立ち上がり、不安そうにしているアヌビス刑事神へとスマイルを向けた。

「大丈夫、アナタの未来は──僕が救すくってみせます！」

　弁護神はいつだって、無実の神を救うヒーローでなければならない……だから、僕はこの想いを信じて……胸を押さえて、こう言うのだ。

「天てん地ちの理ことわりに……いや、僕の心にしたがって！」










　　あとがき




　皆様、お世話になっております、多た宇う部べ貞さだ人とで御ご座ざいます！




　今回は（今回も？）かなりギリギリでして……色々と申し訳ない気持ちですが、なんとか四ヶ月ぶりにご挨あい拶さつできたコトを嬉うれしく思います。

　さて、タイトルからも丸分かりであるとおり、今回のテーマは北ほく欧おう神話です。昔のヒトはえらいコトを考えますな……いじり甲が斐いのある設定が山ほどあります。険けわしい地に生きた人々が想像した、人間的で悲劇的な神様たち。単純に言葉の響ひびきもかっこよくて、モチーフとして大変歯ごたえがありました。神話というのは大体そうなんだと思いますが、集しゆう合ごう知ちというのは本当にスゴイ。一人じゃできないコトだって、みんなと一緒ならできる……おお、これって物語の王道っぽいじゃない！

　たくさんの吟ぎん遊ゆう詩し人じんの方々が、北欧の長い長い夜の慰なぐさみに、酒場の片かた隅すみで歌ってきた物語をお借りして……毎度ながら好き勝手やらせていただきましたが、いつも悩ましいのはどこを取しゆ捨しや選せん択たくするかというコトです。いやはや、難しくも楽しい作業でした。キチンと仕上がっていればいいのですが、いかがでしょうか。

　さて、ではそろそろ、お礼の言葉を書かせていただきたく思います。

　担当の粂くめ田た様、今回も本当にお世話になりました。いつ電話しても編集部にいらっしゃるのに、戦せん慄りつと同時に頼たのもしさを覚えます。そして、いつ電話しても背後で話し声がしている編集部の皆様にも感謝を……作品愛がハンパじゃない。

　イラストの加か藤とうよし江え先生、今回かなりタイトなスケジュールになってしまったかと思います、本当にすみません……にもかかわらずイラストは最高！　その最高ぶりは、読者の皆様にも異論は御座いますまい！　ありがとう御座いました。

　また、出版に携たずさわってくださったすべての方々に、感謝の二に礼れい二に拍はく手しゆ一いち礼れいを。

　そしてなによりも、読者の皆様。いつもありがとう御座います。楽しかったと言ってくださるその一言が、どれほど励はげみになることでしょう。面白かったという言葉を口にするのは大変な勇気が要いるのではないかと、私のような小心者は思います。その上でいただけた言葉を力に変えて、もっともっと面白い作品を書いていけるようにガンバります。

　それでは、またいずれ！


多宇部貞人
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多た宇う部べ貞さだ人と

一九七八年愛知県生まれ東京育ち、東京在住。

二〇一四年夏、瘦せようと一念発起してダイエットを開始。かなり順調にいっていたところ、我が家の近所に牛タンのお店がオープン。あまりの美味さに食べ過ぎて元に戻ってしまった。有罪。
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イラスト／加か藤とうよし江え

好きなおでんの具は卵です。

名古屋人なので味噌は必須。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「多宇部貞人先生」係

「加藤よし江先生」係











本書は書き下ろしです。
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ラグナロク・トライアル




─新しん・封ほう神しん裁さい判ばん─








多た宇う部べ貞さだ人と
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